



















































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ『お天道様が見ていなくても』









　あれから、どれくらいこの丘の上にいたのだろう。

　まるで時間の感覚がない。それでも思考のどこかには理性的な部分が残っていて、僕はスマホ画面の表示を無意識に確認していた。どうやら、そろそろ零時を回るらしい。

　──もうすぐ七月七日になる。

　世間的には七夕だが、僕にとってはそれ以上に思い入れの深い日付。ただの数字だとはとても言えない感情が七夕にはある。もちろん、誕生日の翌日だからではない。

　七年前のその日、僕は《星の涙》を手に入れたからだ。

「…………」

　そんな日を、この丘の上で迎えるというのはずいぶん皮肉に感じられる。

　心はとうに冷え切っていて、もう何をする気力もない。思考あたまは冴さえているのに、精神こころが晴れているとはとても言えない微妙な感覚。なんだか、すごく気持ちが悪い。

　ふと痛みを感じて掌てのひらに目を落とせば、そこには細かに光る欠片かけらが握られていた。

　星の涙だ。──小こ織おりが、遺のこしていったもの。

　潰れてしまえばいいと思いながら握り締めていたそれが、本当に砕け散っている。その破片で掌てのひらを切ってしまったらしい。

　星の涙の欠片かけらは、そのまま砂のようにさらさらと風に乗って流れていく。

　もう光も放っていない。まなつのときと同じように、不要になって消えたのか。

「……っ」

　風に乗り、空気へ溶けていくかのように消えるその粒子が、僕にはまるで、小こ織おりがこの世界から消えたことを再確認させるみたいに見えた。散っていくそれに思わず手を伸ばしかけて、その行為の無意味さに思おもい留とどまる。痛みを気にせず、僕は強く手を握り締めた。

　いったい何をしているんだろう。今ここにいる自分が酷ひどく馬鹿らしく思えてくる。

　ナナさんはとっくに帰ったようだ。いついなくなったのか覚えていないが、ここに残り続ける理由もないのだから当然だった。では、僕がここにいる意味はあるのだろうか。

　……あるはずがない。

　僕のやってきたことに意味なんてない。そのことを突きつけられたのだ。

　とんだお笑わらい種ぐさだ。星の涙に頼って陽ひ星せを助けたことを後悔していた僕は、けれどその実、本当は間に合ってすらいなかったというのだから、こんなに愚かな話はない。

　陽星は、自分で自分を救ったのだ。

　僕は何もしていなかった。

　挙句に勘違いして──灯とう火かの、まなつの、そして小織の願いを踏み躙にじった。

　何が氷点下だ。冬ふゆ月つき伊い織おりなど、もはや単なる害悪でしかないではないか。

「……あー……」

　たぶん、僕は折れていた。

　折れるべきだとも思っていたし、折れていながら、それを客観視できるほどに心は冷え切っている。それは僕が、星の涙に感情の熱を奪われているから──。

　無意味な時間だった。

　さっさと家に帰って寝ろ。どうしたって結局、それ以外にすることはない。ここで呆ぼう然ぜん自失ごっこをしていること自体、ただ己を慰めるための行いでしかないと自覚している。

　それでも足は動かなかった。

　熱を奪われ、冷静さだけを与えられ、涙さえ流せずただ立ち尽くす。

　──だからだろう。

　何をする気にもなれない僕は、五感すら鈍って、背後からの足音に気づけない。

「わわっ、びっくりしたっ！」

「────っ!?」

　驚いたのはこちらのほうだ、なんて定型句すら吐けなかった。

　ただ息が詰まる。忘れるはずなどない声に、心臓が止まるかと本気で思った。

「あっ、すみません！　まさか人がいるとは思わなくって……えへへ」

　ちょっと気まずそうに、恥じらいを誤ご魔ま化かすような笑みで彼女は言った。

　酷ひどい話だ。

　よりにもよってこの日に、こんなときに、こんな目に遭わせなくてもいいじゃないか。

「わ。すごい……いい空ですね。明日は七夕だもんなあ」

　僕を知らない幼おさな馴な染じみが──久く高だか陽ひ星せが笑っている。

　今すぐ逃げ出したい気持ちを押し殺し、奥歯を噛かみ締しめて僕は言う。

「……危ないですよ。こんな時間に、知らない男に声をかけたら」

「えっ。あっ、そうですよね!?　すみません。なんか、急に声かけちゃって」

「いえ……別に、いいんですけど」

「あははっ。でもあの、同じ学校ですよね？　あ、わたしも流ながれ宮みや高校なんですけど」

　陽星は私服姿だったが、僕はまだ制服を着ている。

　このやり取りも、すでに何度か繰り返したことがあった。僕は頷うなずく。

　何ごともないよう振る舞うことが、いつの間にか当たり前にできるようになったから。

「それでかなあ？　なんか話しやすい気がして。会ったことありますっけ？」

「……いえ」

　首を横に振る。どうせこのやり取りも、陽星が少し意識を切るだけで忘れられる。

　彼女の世界に僕は存在しない。そうでなければならない──けれど。

「あっ、わたし久く高だか陽ひ星せって名前なんですけど。名前、訊きいてもいいですか？」

「……っ、名前……ですか」

「はい。なんか、ここに星を見に来る人って、悪い人いない気がするんですよね。仲よくできるかな？　みたいな……ダメですか？　えへへ」

　──この世に神がいるのなら、あまりに悪意が過ぎるだろう。

　間違いだ。陽星の言葉は全て間違っている。名前を聞いたところで彼女はすぐに忘れるし、目の前にいるのは陽星にとって最悪の人間だ。笑みを向けられるには値しない。

　僕は何も答えられなかった。

　何を言えばいいのかわからない。

　だから、わからないまま狼狽うろたえることしかできない男に、やはり彼女は笑みを向けて。

「──やっぱり。なんか、泣きそうじゃないですか」

　一歩。僕に近づいて陽星は言った。

「だから放ほっとけなくって。すみません、それで声かけちゃったんですけど」

　やめてほしい。近づかないでほしい──本気でそう思った。

「いやなんか、急に何言ってんだって感じかもしれないですけど……でも、わたし」

「……あの！」

　何を言おうとしたのかもわからないまま、何かを口にしかける。

　それと同時。──僕は、空の明るさに気がついた。

「え……？」

　満天の星々。丘の下の世界からでは想像もできないほど、七なな河かわ公園の夜空は美しい。

　けれど僕は星が嫌いで、だから普段は滅めつ多たに見上げたりしない。

　それでもわかる。

　これが普通ではないことくらい、誰にだってひと目で。

「え、何これ!?　何が起きてるの……？」

　星が、ソラから落ちてくる。

　巨大な光だ。それがこの丘をめがけて、まっすぐに向かってくるのが見える。あまりに明るく眩まぶしくて、なのに目を伏せることもしないで、僕は光を見つめていた。

「あ、あの、なんかこれ、大丈夫ですかね？　もしかして逃げたほうが──」

　陽星が零こぼす言葉に、僕は何も答えられなかった。その暇がなかったのだ。

　足下からかたりと音がする。ポケットからスマホが落ち、画面表示の時刻が見えた。

　それはちょうど、七月七日の午前零時になる瞬間。

　七夕を迎えた丘の上で。




　僕たちは、夜空を覆う光に呑のみ込こまれた。






第一章『七月七日（七年前）／前』
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「っ……いったい、何が……」

　乗り物酔いにも似た、軽い酩めい酊てい感を振り払う。

　何が起きたのだろうか？　眩くらんだ目を徐々に開いていくと、そこには何も変わらない、七河公園の丘の光景が広がっていた。

　違いは、さきほどの光が消えていることくらい。

　しん、と静まり返る、真夜中の七河公園の丘の上。

　頭上には月と、眩まばゆく輝く満天の星々。魔的に美しい夜の海を天蓋にして、彼方かなたには宝物庫に忘れ去られた大量の宝石を思わせる、眠らない都ま市ちの人工の光が敷かれている。

　まるでこの丘だけが、世界から切り取られてしまったかのよう。

「わー……すごかったね、今の光……」

「……あ、ああ……、……え？」

　普通に答えてしまってから、僕は違和感に気がついた。

　今、陽ひ星せは空の光を見ていたはずだ。あれほどの異常事態なら、誰でも反射的に視線を向けてしまう。

　だがそれはすなわち、見上げた瞬間に僕から意識を切ったということ。

　ならば陽星は、それと同時に僕のことを忘れ去っている──そうなっているはずだ。

「なんだったんだろ？　すぐに消えちゃったけど。流れ星だったのかな？」

「どう、……ですかね」

「もしかしたら星の涙が降ってきたのかも。あ、知ってます？　星の涙の伝説！」

「……ええ。知ってますよ」

　どうにもギクシャクした会話だ。僕も混乱していて上う手まく取り繕えない。

　熱を奪われ、思考が冷静になるからといって、なんでも対応できるわけじゃなかった。

　陽星は辺りをきょろきょろと見回したあと、再び僕に向き直り、へにゃっとした笑みを浮かべながら言う。

「なんだか不思議でしたねー。でも、特に変わった様子はない……のかな？」

　やはり僕から意識を切っても、僕を忘れる気配がない。

　これはいったいどういうことだろう。忘れないからといって、かつての《冬ふゆ月つき伊い織おり》を思い出したわけでもないらしい。今ここにいる、初対面の僕だれかを忘れないのだ。

　──星の涙が発動したのだろうか？

　この街で起こる大抵の不可思議は、ほぼ星の涙のせいだと言って間違いない。あるいは僕の身の回りで起こる、と言い換えてもいいが──とにかく、さきほどの空の発光然しかり、陽星が僕のことを忘れない現象然り、強く何かがまた始まったという感覚があった。

「……あの、」

　それらを含めて、陽星に言葉をかけようとして──けれど僕の喉は詰まってしまう。

　今、彼女は僕を忘れない。思い出せなくても失わない。

　その事実が理解できるに従って、なんだか恐ろしくなり始めたのだ。

　こうして自分のほうから、陽星に問いを投げるなんていつ以来のことだろう。

「えっと。どうかしましたか？」

「あ、いや……」

　ナナさんに突きつけられた話を思い出す。

　救われたいと願った陽星は、対価に僕を差し出した。

　そのことを恨むつもりはない。そもそも恨めた筋合いもないだろう。

　どうせ僕は星の涙を使うつもりだったのだし、仮に間に合わなかったのなら、そのこと自体が僕の責任だ。ナナさんは僕を《悪くない》と言ったが、当然そんなはずがない。

　僕が悪い。

　僕が悪かったのだ。

　だからこそ、何もできなかった僕が陽ひ星せの中に残ることが怖く思える。

　思い出してほしくないとすら、どこかで考えてしまっていた。

「…………っ」

　上う手まい言葉が見つからない。

　僕の感情なんて無視したとしても、だからって何を言えたものか。

　──星の涙が発動したのなら、冬ふゆ月つき伊い織おりは全霊でもってその願いを否定しにかかる。

　それが僕だ。嫌でも冷めていく理性が、今もその方針を訴えている。

　だが仮にこの現象が陽星の願いによるものだったとして、僕がすべきことは、これまで通り願いを止めることだろうか。今の僕に──そんな権利があるのだろうか。

　もう、わからなかった。

　やることなすこと全て裏目に出る僕など、何もしないほうがマシに思えて仕方がない。

　──冬月伊織なんて人間、この世に存在しなければよかったのに。

　灯とう火かを傷つけ、まなつを裏切り、小こ織おりを消し去って残るものが僕だなんて、そんなのが許されていいはずがないのだ。

「……あのさ」と、そこで陽星は言った。「今さらだけどさ、やっぱり名前、教えてよ。ほら。なんて呼んだらいいのか、わかんないままだと不便だし！」

　探るような視線が、気遣うような言葉が、僕に向かって突き刺さる。

　優しい気持ちなんて向けないでほしい。労いたわるような笑みを見せないでほしい。

　それら全てが心を揺さぶるほど、僕は冷静になってしまう。

「伊織です。冬月伊織。──初めまして」

「うん、初めまして。久く高だか陽星ですっ！」

　被害者ぶるな。僕は悲劇の主役ではない。ただの下手人であると自覚しろ。

「何年生？」

「……二年ですよ」

「わ。それならいっしょだ。そしたら敬語はなしにしようよ！」

「……わかった。それで、久高。ひとつ訊ききたいんだが、もしかして星の涙を持ってたりしないか？　さっきの光はそれ関係だと思うんだけど」

　これからどうするにせよ、現状を把握しておくに越したことはない。

　ただそれだけの冷静な思考に基づいて、氷点下の男を演じ切る。

　意を決して話を切り出した僕に、陽星はけらけらと、この状況でも明るい笑みで。

「あははっ。えっと、冬月くんだっけ」

「……好きに呼んでくれれば」

「じゃあ伊織くんって呼ぼっかな」

「────」

　今さらダメだとは言えなかった。甘んじて次の言葉を待つ。

「伊い織おりくん、結構ロマンチストなんだね。星の涙のせいだなんて、真顔でさー」

「あー……そう、見えるかな」

「ううん。そう見えないから意外だな、って……あはは。今の言い方はちょっと失礼か。ごめんごめん。でもまさか、星の涙の伝説をちゃんと信じてる人とは思わなくって！」

「…………」

「素敵なお話だもんね。それに、うん、正解。実はわたし、持ってるんだ。ほら！」

　言うと陽ひ星せは、提げていた小さな鞄かばんの中に手を入れた。

　だが直後に少しだけ眉根を寄せて。

「あっ、あれっ？　おかしいな……あれぇ？」

「……久く高だか？」

「なくなっちゃった!?　確かに持ってきたはずなのに……！　嘘うそ、落としたのかな!?」

「星の涙が……なくなった？」

　鞄の中やポケット、地面までを探しながら、陽星は慌てた様子で視線を巡らせる。

　……どういうことだろう。

　彼女は星の涙を持って丘に来た。その星の涙が、今は手元から消えてしまっている。

　意味がわからなかった。

　いや、……考えてみるとそもそも不可解だ。

　──今から七年前、僕はこの丘へ星の涙を拾いに来た。

　流りゆう希きの体調が少しずつ悪化し始めてきた頃だ。あるいは、お互いの思い出をひとつでも増やそうと思ったのだろう。僕は、流希とこの丘を訪れ、星の涙を手に入れている。

　逆を言えば、僕は自分と流希以外の星の涙の所有者をひとりも知らない。知っていれば持ち主を探すために、何度も何度もこの丘へ通い詰める必要なんてなかったのだから。

　では、みんなはいつ、どこで星の涙を手に入れたのだろう？

　僕が知っている所有者は、流希のものを貰もらった灯とう火かを除いても、まなつに小こ織おり、そして陽星──僕の知り合いばかりである。彼女たちとは、一度もその話をしなかったのか？

　……そんなことがあり得るのだろうか。

「久高。その星の涙、いったいどこで手に入れたんだ？」

　訊たずねてみた僕に、陽星はこくりと頷うなずいて答える。

「え、ここだよ。この丘で拾ったんだ。小さい頃に拾いに来たの」

　僕といっしょだった。陽星はさらに続けて、

「友達と何人かで探しに来たんだよ。小学生の頃かな」

「小学生の、頃……」

「うん。えっと、確か四年生だったはずだから……そうそう、七年前だ」

「────」

　なんでもないように語られる、陽ひ星せの明るい声が──それでも不吉に聞こえてしまう。

　僕が星の涙を拾ったときと、時期が完全に一致していた。友達と拾いに来た、という点まで同じなのだから、いっそ恐ろしくさえあった。

　当時、陽星と仲のいい友人となれば、まず僕は入るだろう。

　けれど僕には陽星とここへ来た記憶がない。単純に遊ぶために来たことならあったかもしれないが、夜中に家を抜け出していっしょに来たのは流りゆう希きのはずだ。

　頭に疑問符が浮かぶ。

　それを知らないことが、絶対にあり得ないとは言えないが、それでも違和感があった。

　そのときだ。

「──ほら、もうすぐ着くよ、伊い織おりっ！　がんばれーっ！」

　丘を下る道のほうから、小さな女の子の声が聞こえてきた。

　僕は反射的に身を固くする。──そちらもまた聞き覚えのある声だった。

　直感的に、僕は丘の周りを囲う鎖を越えて、低い位置へと身を隠した。

　陽星が目を丸くして、いきなり隠れた僕を見ている。

「ど、どうしたの、伊織くん……？」

「……かっ、隠れてくれ！」

　何をしているんだと自分でも突っ込みたくなる行いだが、やってしまったものは仕方がない。陽星は不思議そうに首を傾かしげながらも、素直に僕の隣へ身を潜めてくれた。

　ほどなくして、ふたりがその姿を現す。

「よぅし、とうちゃーく！」

　──それは、目の前に広がっていてはならないはずの光景きせきだった。

「やったね！　ほら、見てよ。おれたちしかいないよ！」

「ふふん？　ぼくの言った通りだったろ？　早めに来て正解なのさ」

「だね、流希。それじゃ、さっそく探そうよ。魔法の石、きっと見つかるよ！」

　あるいは、これは何かの罰なのかもしれない。

　僕はもう身じろぎひとつできなかった。

　理解できなかったからで、──理解できないはずなかったからだ。




　そこにいるのは、七年前の冬ふゆ月つき伊織と双ふた原はら流希だった。




　当時、小学校四年生。

　深夜にこっそり家を抜け出して、この丘へ星の涙を拾いに来た──。

　その当時の、僕と流希がそこにはいた。




　過去の世界に、僕はいる。




　夢を抜け出してきたかと思えば、その直後に今度は過去ときた。

　ふざけているにも程がある。これはいったい、誰のどういった願いだというんだ。

「……なんでわたしたち隠れてるの？」

　小さく陽ひ星せは呟つぶやいた。僕もそう思う。

　幸い、この会話は過去の僕らには聞こえていないようだった。

「小学生くらいだよね……こんな時間に危なくないかな」

「……久く高だかも昔、夜中に星の涙を拾いに来たって言ってなかったか？」

「なんで夜中だってバレてるんだろ……まあ確かに、わたしは人のコト言えないや」

　陽星の言葉を横に聞きながら、目の前の光景を観察する。

「あった！　ほら伊い織おり、きっとこれだよ！」

「……っ」

　様子を窺うかがっていた僕の耳に、はしゃぐ流りゆう希きの声が響く。

　笑顔の双ふた原はら流希が、別の場所で雑草を掻かき分わける過去の僕を手招いていた。

「え、本当に？　もう見つけたの!?」

「うんっ。だってなんか綺き麗れいだし！」

　その言葉の通り、手を振る流希のもう片方の手には、星の涙が握られている。

「うぅむ……なるほど、あの子たちのことを邪魔しないために隠れたんだね」

　何やら陽星は勝手に納得してくれていた。ぜんぜん違うが、そういうことにしよう。

　僕は別のことを考えていた。

　──今ここで出ていって、星の涙を奪ってしまえば、未来が変わるのではないかという思考が頭をよぎったのだ。

　相手は小学生だ、難しいことではないだろう。

　だが、すぐに僕はかぶりを振る。

　そんな行為に意味などない。こんなものは所詮、星の涙が見せている単なる幻想だ。

　本当に過去に来ているはずもない。

　僕が何をしたところで、流希が生き返るわけもなければ、陽星を救えるわけでもない。

　というか、そもそも隣にいる今の陽星に止められてしまうだろう。

　そう思いつつ視線をやると、陽星もまたまっすぐに、どこか真面目な顔で過去の僕らを見つめていた。

「…………」

「久高？」

　押し黙る彼女に声をかける。

　陽ひ星せははっとしたように顔を上げると、軽く手を振って小さな声で。

「あ、ご、ごめん。いや、あの子たちが拾った石、もしかして、さっきわたしが落としたヤツじゃないかと思って……そうだったらどうしようかなあ。ううーん……」

「ああ……」

　陽星は星の涙を落としたと思っているのか。ならば、確かに自然な発想だった。

　確証はないが、僕は違うと思っている。仮に落としたのだとしても、おそらく目の前で拾われているのは別の石だ。──これが過去の光景であるのなら。

　ただ、それを陽星にどう説明すればいいのかわからない。

「……ええと。取り返しに行きたい、か……？」

　目を細めて訊たずねた僕に、陽星は苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で小さく唸うなる。

「うぅーっ、いやあ、あんなに嬉うれしそうな子たちから……でも、うーん……どうしよう」

「……見つからないほうがいいんじゃないかな」

「でもやっぱり、ん……や、なんかね。さっきからなんか引っかかってて……」

　言いながら再び、陽星が視線を過去の僕と流りゆう希きに向ける。

　その直後。彼女ははっとしたような表情で、前を見ながらこう零こぼした。

「……流希ちゃん……に、似て……？」

「────っ！」

　そうだ。僕は完全に抜けていた。

　陽星は流希を知っている。幼いままであることを考えなければ、目の前の女子小学生が流希だと気づいても何もおかしくない。

　とはいえ、このとき問題はそこではなかった。

　何より問題なのは、陽星が流希に気づいたことではなく。

「今なんか名前呼ばれたっ!!」

　──流希のほうが、陽星の存在に気づいたことだった。

　気づけば流希は駆け出して、僕たちのほうへとまっすぐに近寄ってくる。

「ここだっ!!」

　見つかった。隠れ場所を移すような暇はなかった。

　僕たちを見下ろす幼い流希は、なぜかものすごく楽しげな笑みを満面に浮かべながら。

「見て、伊い織おりくんっ！　──なんかえっちなことしてる人たちがいるっ!!」

「そそそそんなことやってないよぉっ!?」

　陽星が顔を真っ赤にして、わたわたしながら僕と流希を交互に見た。

　その様子を前に、流希はさらに意気揚々と。

「ほら、焦ってるもん！　深夜に大人の男と女が会うのはえっちなことするからだよ！」

　意外と耳みみ年どし増まな小学生だった。

　言われた陽ひ星せのほうが、盛大に焦って手を振って言う。

「違うから！　違うんですけど!?」

「えー、違うのー？」

「あああ、当たり前だよっ!!　初めてが、そんな……外なんて、レベルが──!?」

「レベル？」

「ああ違うそうじゃなくてぇ……ねえ、伊い織おりくんも見てないで助けてよぉ!!」

「…………伊織くん？」

　陽星の口から告げられた名前に反応して、流りゆう希きはきょとんと僕を見た。

　僕は息を呑のむ。ちょうど駆け寄ってきた友人の男子と、僕の名が同じだと気づかれた。

　だからといって、それが同一人物であるとはわからないはずだ。

　見覚えのある過去に気づくのと、見たことがない未来を悟るのとではわけが違う。

　にもかかわらず、なぜだろう──まっすぐに力強い瞳が、射抜くように僕を見据えて。

「あっ、ホントに伊織くんだ!?」

　心の底から嬉うれしそうに、微み塵じんの疑いも込めることなく──双ふた原はら流希は僕に言った。

　──嘘うそだろ、と言いかけた言葉を強引に飲み込む。

　わかるはずがない。いくら流希でも、未来の僕に気がつくはずがない。……ないのに。

「おっきくなった伊織くんがいる!?　なんで!?　どういう術!?」

　流希は、僕が未来の冬ふゆ月つき伊織であることを、ひと目で完全に確信していた。

　疑う素振りすらない。どうして僕が、冬月伊織であるとひと目でわかるのだろう。

　一度だけ息を吸い、それから僕は言葉を吐く。

「……違うよ。僕は──」

「伊織くんでしょ？　違わないよ。見ればわかるもん」

「っ……どうして」

「どうしてって、だって伊織くんだし。それより、おっきい伊織くんは何しに来たの？」

「…………っ」

　ダメだ。何を言ったところで、もう流希は僕を僕だと確信している。昔から確かに直感的な奴やつだったから、もはやどう否定したって絶対に聞かない。

　流希は再び陽星のほうに視線を戻すと、しばらくまじまじと姿を見つめて。

「……こっちはおっきくなったぼくじゃないよね？」

　そんなことを言われた陽星は、僕のほうへと振り返って。

「ど、どういうこと……？　なんか、わたし頭がこんがらがってきたよ」

「うん、絶対違う。だってぼくのおっぱいはもっと大きくなる予定だからね！　こんなに小さいわけないもん！」

「ねえなんか、ちっちゃい流りゆう希きちゃんが酷ひどいんだけど!?　失礼なんですけどぉ！」

「おっぱいがちっちゃいお姉ちゃんもぼくのこと知ってるの!?」

「前半絶対いらないよねえ！　い、言っとくけどわたしだって意外とあるんだぞう!?」

　どこへ向けた主張なのだろう。縋すがるような顔で、陽ひ星せはなぜか僕に言った。

　いや、そんなこと言われたって、僕は何も答えられないんですけど。

　混こん沌とんとし始める場。そこでようやく、こちらへ近づいてきた過去の僕が口を開く。

「なあ、流希。知り合いなのか、この人たち？」

「ちょっと、何言ってんの伊い織おりくんってば。この人は伊織くんだよ!?」

「は？　……はあ？」

「きっとタイムマシンとかで未来から来たんだよ！　ねえ、すごくない!?」

「…………」

　流希に言われ、過去の僕がまじまじと僕の顔を見つめる。

　それから言った。

「いや。おれはこんな暗そうな奴やつじゃない」

「…………」

　今すぐ黙ればいいのにな、このクソガキ。

　なん……なんなん？　なんなの、このなんとも言えない腹立つ感じ。なんかそれお前にだけは言われたくないんだけど。いや、お前も何も、ここで言うお前は僕なんだけど。

　なんだろう。具現化した黒歴史を見せつけられているとでもいうような、ごく控えめに言っても最低の気分にさせられた感じだ。

「えー。どう見たって伊織なのになー……」

　僕からも、過去の僕からも否定された流希だが、意見を変えるつもりはないらしい。

「なんでだよ。おれはここにいるんだぞ」

「だよね、ミラクルだよね」

「ミラクルって……おれ、もっとカッコいいと思うんだけどなー」

「んー……いやでも、やっぱり伊織にしか見えないよ」

　──だって。

　と、過去の僕と話す流希は、僕を見つめて、当たり前に。

「伊織くんとおんなじ、優しい顔してるもん」

　だとすれば。

　やっぱりそれは勘違いなんだよ、流希。
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　僕と、陽ひ星せと、過去の流りゆう希きと過去の僕。

　あり得ないはずの四人が今、この夜の中に存在している。

「どうなってるのかな？」

　夜道を歩きながら、僕は陽星に問われていた。

　無論、わかるはずもない。そんなことは僕が知りたかった。

「やっぱりこれ、過去の世界に迷い込んじゃったとか？」

　まず思いつくであろう推論を、自分でも疑わしそうにしながら陽星は語る。

　僕は首を横に振った。

「あり得ないよ、そんなこと。星の涙の力でも、時間は戻ったりなんか……しない」

　それは単に、願望を語っているだけなのかもしれない。

　ただ、そう思い込みたいだけなのかもしれない。

「……やっぱり伊い織おりくんは、これが星の涙のせいだと思ってるんだ？」

　目を細める陽星。

　この意見には頷うなずきがたいらしい。

「単に、ほかに考えられないってだけだよ」

「でも星の涙って確か《失なくしたものを取り戻す》ための石だよね。それを使って過去の世界に行くって、いったいどういう理屈なんだろ。昔、何かを失くしたとか？」

　だとすれば発動したのは僕だろうが、あのとき僕は星の涙を持っていなかった。

　僕の星の涙は、自宅の机の引き出しの中に仕し舞まい込こんである。あの丘へ星の涙を持ってきたのは、陽星以外にいなかったはずだ。

　だとすれば、この状況は陽星の願いがもたらしたということになるのだが──確かに、彼女自身も語った通り、それにしては状況が不可解すぎる。

「うーん、ＳＦとかだと時間旅行はお馴な染じみだけど。でもたとえ時間を遡っても、歴史の修正力とかで過去を変えられない、みたいな展開は割とあるよね」

　そういえば陽星は読書が好きだったか。

　これで意外と、その手の知識は豊富に持っているのだ。

「ていうか可能性としては、過去の伊織くんと流希ちゃんが、わたしたちのいる未来まで来たってことも考えられるよね？　ここは過去じゃなくて、現在かもしれない」

「……言われてみれば」

　その視点はすっかり抜け落ちていたが、逆の可能性も確かにまだ存在する。

　僕は丘を出る前に拾った、スマホの画面を見つめた。取り出してから、時間表示を見たところで過去か未来かわかるはずもない、と間抜けに気がついたが──それでも。

「ここは、過去の可能性のほうが高そうだな」

「どうして？」

「圏外になってる。七年前には当然、契約なんてしてないからな……」

　目をぱちくりとして、それから陽ひ星せもスマホを取り出す。

「わ、ホントだ……ここ繋つながらないワケないよね」

「久く高だかのスマホも同じなら、故障ってわけでもないだろうしな」

　確定ではないが、僕たちのほうが過去の世界──少なくともその再現空間に迷い込んだと見み做なすほうが、おそらく自然だろう。

　過去。過去ときたか。

「……久高は過去を変えられると思うか？」

「え、どうだろ……たぶん、できないんじゃないかとは思うんだけど」

　小さく、けれどはっきり意見を述べる陽星。

　並んで歩く僕らの目の前には、楽しそうに少し先を行く過去の流りゆう希きと陽星がいる。

　夜も遅いから送って帰ると告げ、今は四人で丘を降りているところだ。

「……あの男の子、小学生の頃の伊い織おりくんなんだよね」

　背が低めの陽星が、見上げる視線で訊たずねてきた。

　少し迷う。だが結局、僕は正直に考えていることを伝えた。

「みたいだな。僕は、……流希と幼おさな馴な染じみだった」

「なら同じ小学校だったんだよね。なんでわたし、伊織くんのコト知らないんだろ」

「……あんまり目立たない生徒だったんだよ」

「…………」

　陽星は不思議そうに眉根を寄せる。

　……よくない傾向だ。あまりその点を深く考えてほしくない。

　星の涙の干渉が、認識をきっかけに揺らぐことがあるのは証明されている。

　たとえば灯とう火かのときだ。彼女を姉と混同した双ふた原はら家の母は、僕が灯火の名前を口にすることで娘を思い出した。与よ那な城しろも、一度は忘れた僕を、電話をきっかけに思い出したはず。

　もちろん、それは灯火の願いが進行中だったためではあるだろう。

　すでに叶かない切った陽星の願いには適用されない可能性もある──だが絶対じゃない。

　何かのきっかけで、陽星が全てを思い出すかもしれない。

　……それを是ぜとできるほど、もう僕は強い意志を持てなかった。

「ね、ね。おっきい伊織とちっちゃいお姉さん」

　そのときだ。

　前を歩いていた流希が、僕らに声をかけてくる。

「ちっちゃいって何がかな？　流希ちゃんと比べたら大きいはずなんだけどなあ？　どこ見てそれ言ってるのか、お姉さんかなり知りたいんだけどなー？」

　年上を平然とからかい倒している流りゆう希きと、普通にムキになっている陽ひ星せ。過去の僕はといえば、流希が僕らに懐くのが気に喰くわないのか、少し離れてこちらを睨にらんでいた。

　それはともかくとして、流希はこんな言葉を続ける。

「ふたりはどこで知り合ったの？　ぼくそれが気になります！」

「まっ」

　陽星は大仰に両手を口に当てると、それからニヤニヤ僕を見た。

「好っかれてるぅー。ニクいね、伊い織おりくーん！」

「……からかわないでくれ」

「あはは、ごめんごめん。──大丈夫だよ、流希ちゃん。さっき会ったばっかりだから」

　人好きのする笑みを浮かべながら、少し屈かがんで陽星は言う。

　そんな陽星をまじまじと見つめながら、流希はこくりと首を傾かしげた。

「なんで、ぼくの名前を知ってるの？」

「え？　あ、あー……逆に流希ちゃんはわたしのこと知らない？」

「お姉さんのこと？」

「そう。わたし、久く高だか陽星っていうんだけど」

「陽星ちゃんっ!!」

　ぱっと目を輝かせて、流希は陽星に飛びついた。

「わわっ」

「知ってるよ！　おんなじ学校っ！　そっかあ、陽星ちゃんだったのかあ……！　すごく美人さんになったんだねえ……」

「なんでそんな親戚のおばさんみたいな……あはは。でもありがと、流希ちゃん」

　小学生に褒められて、まんざらでもなさそうな陽星。

　だいぶチョロい陽星に頭を撫なでられながら、流希は後ろを振り返って。

「聞いた、伊織くんっ！　この人、陽星ちゃんだよ！」

「……いや、んなこと言われてもわかんないんだけど」

「あれ、伊織くんって陽星ちゃん知らなかったっけ？」

「聞いたことあるような気もするけど……よくわかんないなー。それより早く行こうよ」

「待って待って伊織くんっ」

　陽星から離れ、とてとてと伊ぼ織くを追いかけていく流希。

　陽星の微笑ほほえましそうな視線の先で、かつての僕と流希が話している。

「にしても、見つかってよかったよなー」

「あ、そうだね。ふふふ、伊織くんを誘ってよかったよ！」

　心の底から楽しそうに話す、かつての僕と流希を見て。

　意外にも、それを平静に見ていられる自分に、少しだけ驚きがあった。

「──なんか微笑ほほえましい会話だね。こんな状況なのにほっこりしてきちゃった」

　隣を歩く陽ひ星せが、こちらに顔を寄せて小声で言った。

　僕は軽く肩を竦すくめて返す。どう答えていいのかわからなかったのもあるが、何より。

「……なんだ、今の会話……」

　そう。この過去はどうにもおかしいのだ。

　微妙にズレている。僕の記憶と一致していない部分が多い。

　たとえば、流りゆう希きの一人称だ。

　この丘で会った流希は、自分を《ぼく》と呼んでいる。だがそれが記憶と違った。

　確かに、初めて会った頃はまだ、流希の一人称は《ぼく》だった。

　──ここはぼくが見つけた森だ！　だからぼくが先に入る！

　初対面で、そんなことを言われたのを覚えている。もっとも当時は、女の子が《ぼく》という一人称を使うことに、大して違和感は持たなかったのだが。

　しばらく経たったあと、気づけば流希の一人称は《わたし》に変わっていた。

　厳密にいつだったかは覚えていないが、少なくとも星の涙を拾いに行った小学四年生の段階では、確実に変わっていたと記憶している。

　もうひとつ。僕が陽星と知り合ったのは小学校三年生のときのクラス替えだ。

　言い換えれば小学四年生の僕は《久く高だか陽星》という名前を確実に知っているはず。

　今、目の前を歩いている冬ふゆ月つき伊い織おりが、久高陽星を知らないのはおかしい。

　むしろ流希のほうが、陽星と知り合うのはあとのはずなのだ。

「…………」

　パターンとしてはふたつ考えられる。

　すなわち《僕の記憶が間違っている》か、あるいは《この光景が間違っているか》だ。

　一応、第三の可能性として《両方間違っている》というのもあるが、そこまで考えるとキリがない。少なくとも片方は間違ってる、とまずは捉えよう。

　考え込みながら歩いているうちに、気づけば僕らは丘の下まで歩いていた。

　気を遣われたのか、陽星が話しかけてくることは特になかった。僕が小さく呟つぶやいたのが聞こえてしまったのかもしれない。

　過去の流希と僕がする、どうでもいい雑談だけが、喧けん騒そうとして存在する空間。

「──ねえ、おっきい伊織くんっ！」

　それも一段落したのか、公園を出たところで流希が僕を呼んだ。

「何かな？」

　訊たずね返した僕に、流希は爛らん々らんと瞳を輝かせて。

「おっきい伊織くんたちは未来から来たんだよね？　何しに来たの？」

「……わからないな。気づけば、ここにいたんだ」

「そうなんだ。じゃあ帰れるといいね！」

　無む垢くな笑顔で、流りゆう希きは言う。

　そうだ。彼女は知らない。陽ひ星せも、もちろんこの時代の僕だって。

　遠くない未来に、双ふた原はら流希が命を落とすという事実を、まだ誰も知らないのだ。

　だから。

「未来のぼくによろしくね、伊い織おりくんっ！」

「ああ。必ず伝えるよ」

　何を言われようと、僕は揺らぎを表には出さない。

　笑顔の流希に、──笑顔を向ける。

「避妊はしっかりね！」

「小学生が言うことか」

「だってこないだ習ったから。ホケンだって！」

「小学生でそんなん習うっけ？」

「習うよ。コンドームつけるんでしょ。ホケンに」

「保健の話じゃなくて保険の話してるとは思わんかったな。いや保険でもないけど」

「何言ってるの？」

「こっちの台詞せりふすぎる」

「ぼくはキケンな女だからねっ」

「会話を棄権しようかなあ」

　すぐ隣で、会話がツボに入ったらしい陽星が腹を抱えて震えている。

　懐かしいやり取りだが、懐かしい気がしない。どうしてだろうと考えて、そういえば、こういうところは妹もそっくりなのだと思い出した。

「なー、もう行こうぜ」

　過去の僕が、現在の僕を睨にらんで叫ぶ。

　その声に呼ばれて、流希が僕らに手を振った。

「それじゃ、またねっ！」

　──その言葉には応えなかった。

　去っていくふたりを黙って見届ける間、小さく陽星が言った。

「大丈夫かな？」

「家、すぐ近くだし。それに、これが過去なら、僕らが無事なのは証明されてる」

「あ……なるほど。今ここにいる伊織くんが証明になるんだ。面白いなあ」

「…………」

「あはは……それで、だけど。……これからどうしよっか？」

　会話も滞り、静かになったところで、僕らは当然の疑問へ立ち返る。

　どうしたものだろう。誰かに教えてほしかった。

　僕はいったい、どうすればいいんだ。

「思ったんだけど、わたしたち家に帰れないよね……？」

「……過去だとすれば、そうなるな。最悪、家族に警察を呼ばれることになる」

「このままここにいても、結果的に同じことになりそうだけど……」

　それも確かに。

　補導されても身元を証明できないとなると、警察当局には見つかるだけでヤバい。

「の、野宿はわたし、初めてだぜ……」

「少し楽しそうに言うなよ……っと、あ、悪い」

　流りゆう希きと話したせいか、陽ひ星せに対しても馴なれ馴なれしく対応してしまった。

　咄とつ嗟さに謝った僕を見て、陽星は小さく首を振る。

「いいよいいよ。もっと気楽に行こ？　さっきとか、楽しそうでよかったと思う」

「……そういう久く高だかは、もう少し気を引き締めたほうがいいと思うがな」

　どうしてこうも無防備なのだろう。

　陽星にしろ、流希にしろ。もっと僕を警戒してほしい。

　ただ実際問題、このまま行くと野宿の可能性も現実味を帯びてくる。

　僕はまだ制服だったから、たとえばネットカフェなんかに入るのも難しい。陽星は私服だが、かなり幼い外見だ。どちらにしろ現実的ではない。

　かといって。




「──お困りですね？」




　と。

　そんなふうに、急にかけられた声を信用できるはずもないのだが。

　僕も、そして陽星も、咄嗟に背後へ振り返る。

　声の主はそこに立っていた。

　公園の内側だ。さきほど僕らが通ったときは誰もいなかったはずだというのに。

「宿泊場所でよければ提供しますよ？　なぁに、お金は取りませんとも。この世は金より人情です。困ったときはお互い様。お姉さんに任せてくれれば、万事解決しますともー」

　怪しい人がそこにいた。

　怪しい以外の言葉がないほどに怪しい人が。

　警戒に目を細める僕を前に、その女性は薄く微笑ほほえむ。

「いやいや、そう警戒しないでよ、おにーさん。わたしはおにーさんの味方なんだから」

　年齢は二十歳前後といったところか。

　絵の具をぶち撒まけたみたいな、カラフル通り越してサイケデリックな上着を羽織った、まるで見知らぬ女性だった。下はだぼっとしたジーンズ地のパンツルック。

　知り合い感ゼロだ。僕の交友関係の中に生息する気配がない。分布が彼方かなたすぎる。

「味方って……どういう意味でしょう？」

　警戒しながら僕は訊たずねる。

　ここに来て、新しい登場人物なんて求めていないのに。

「んー……まあ、言ってみれば義理みたいなものに……なりますかね」

　その女性は言う。わからない言葉だった。

「義理って……何に対して」

「そりゃおにーさんだよ。おにーさんへの恩返し」

「……僕、に？」

「そ。おにーさんには恩があるんだ。だからそれを返すために、ちょっとお手伝いにね」

「でも僕は、貴女あなたには、見覚えが……」

「ん、そうだね。わたしが貴方あなたに助けてもらうのは、もっと、ずっと先のコトだから」

「…………」

　やはり言っていることは要領を得ない。

　というより、詳しく語るつもりがないということなのだろう。

　ただ少なくとも、僕と陽ひ星せが未来の存在だということを彼女は理解している。話の流れからして、それだけは明らかだった。

「信頼できないなら、そうだね。こういうふうに身分を明かそうか」

　思惑を探ろうとする僕に、女性は薄く微笑ほほえんで。

　それから言った。

「──ナナさんの知り合いって言えば、伝わるかな？」

　僕の目は自然と細くなって。

「生あい憎にくですが、その肩書きはずいぶん信頼性を下げますよ」

「ありゃりゃ」

　だがまあ確かに、さきほど僕の交友関係には存在しそうにないと言ったのは訂正だ。

　──こんなに怪しい人物、ナナさん関係以外にあり得ない。

　全力で信頼性を下げた女性は、それでも楽しそうな笑顔のままで、僕らに向けて言う。




「というわけで、そうだね。──きょーちゃん、とでも呼んでちょうだいな」





　　　　　３






「狭いところだけど、好きに寛くつろいじゃってよ」

　自称きょーちゃんの案内によって、僕と陽ひ星せは、あるアパートの一室に招かれていた。

　なんのかんの言ったところで、泊まれる場所の確保は急務だった。僕ひとりなら本当に野宿でも構わなかったのだが、さすがに陽星を巻き込むわけにはいかない。

　別に信用したとは僕も言わないけれど、考えてみれば、逆に疑う理由もないのだ。

　誰かが僕を陥れようとしているわけもないし、仮に陥れたいならそれこそ助ける必要がない。部屋を提供してくれるというのだから、素直に甘えてみることにした。

　──それに。

　彼女が名乗った《きょーちゃん》という名前に、僕は覚えがあったのだ。

「ナナさんが貸してくれてるところでね。あ、わたしナナさんのトコで働いてんだけど」

　言われて思い出したが、確かに当時もあの露店でバイトしている女性はいた。

　ただ、さすがに顔や名前は覚えていない。こんな女性は当時、存在しただろうか。

　……そういえば小こ織おりも、ナナさんから部屋を借りたという話だった。

　ともすれば、小織がずっと暮らしていたのも、このアパートなのかもしれない。

「わたしはすぐに出ちゃうけど、お腹なかが空すいたらその辺のもの適当に食べちゃって。あとお風呂は入れてあるから、入ってきちゃいなよ。陽星ちゃん、汗とか流したいでしょ？」

「わ、ありがとうございます。助かりますっ！」

　きょーちゃんの言葉に、陽星は嬉うれしそうに目を細める。

　陽星のほうは、もうすっかりきょーちゃんを信用したようだった。

　もともと懐っこい性格だから、警戒を解くのも早いらしい。こんな状況でずいぶん暢気のんきだと思わなくもないが、それも陽星らしいと言えば、そういう気もする。

「着替えも用意してあるからねー。大丈夫、新品だぜ☆」

　なぜか僕に向けて、ウィンクを放つきょーちゃん氏。

「新品が用意してあるほうが謎なんですけど……」

「それは、わたしのお古がよかったという意味で捉えてオーケイ？」

「わかりました黙ります」

「もっとわたしのカラダに興味を持ってくれてもいいのに」

「わかりました黙れます？」

「あっはは。ムリっ！」

　気安いを通り越して馴なれ馴なれしいのレベルな気がするが、なぜだろう。まったく嫌だと感じられない。僕のほうまで、少し砕けた会話に引きずり込まれた。

　彼女の性格が理由なのか、あるいはそれとも、僕は彼女に出会ったことがあるのか。

　ここに来るまでの間、いくつか質問はぶつけてみたのだが、何を訊きいても「それは答えられない」の一点張りだった。──まあ、それはそれで、たぶん優しい答えなのだろう。

「それじゃ、すみません。わたし、ちょっとお風呂貸していただきますねっ」

　着替えとタオルを借りてバスルームに向かう陽ひ星せを見送る。

　なんだか全てが解決したみたいなテンションの陽星だが、もちろん何も解決していないし、きょーちゃんが出かけると言ったことで新たな問題まで浮上しているのだが……。

「なんというか、健けな気げだねえ」

　しばらく無言の時間があってから、ふと彼女は言った。

　そちらへ視線を向けると、きょーちゃんは楽しそうに肩を揺らして。

「うん。わたしは好きだなあ、陽星ちゃん」

「……そうですか」

「そうだねー。でも、それはおにーさんだって同じなんじゃないのかな？」

　問いには答えなかった。彼女も、重ねて訊たずねてくることはない。

　再び、さきほどより長い無言の時間が始まる。

　特に気まずいということはなかったが、かといって話すこともない。僕はバスルームのほうからわずかに聞こえてくる水音に、意識を向けないことを考えていた。

　やがて、タイミングを計っていたふうでもなく、ごく自然にきょーちゃんは言った。

「さて──それじゃあ、おにーさん。わたしに何か訊きたいことある？」

　本題だとばかりに、薄く目を細めるきょーちゃんに、僕は。

「……陽星の前だと話せなかったんですか？」

「うんにゃ。どっちかって言うと、陽星ちゃんの前で話してほしくないこともあるんじゃないかな、って気を遣っただけ」

「…………」

「そこにわたしは干渉しないよ。ああ、だから先に言っておくけど、答えられないことは誰が相手でも答えられない。別に、さっきまでと返答が変わるわけじゃないからね」

「なら、……なら訊きますけど、ここは──」

「二〇一二年七月七日──二〇一九年から数えるなら、七年前の世界。テレビでもつけて確かめる？」

「……いえ、大丈夫です」

　本当なら念を入れて確かめておくべきだろうが、原因が星の涙ならあまり意味はない。

　そういう認こ識とになっている以上、何を見たって僕は二〇一二年と感じるだろう。

「ただ、ここは本当の過去ではないの」きょーちゃんは続ける。「星の涙が創り出した、言ってみれば想像の過去。夢みたいなもの。本当に、過去に戻ったわけじゃない」

「……それは、つまり」

「そう。ここで何をしたところで、過去が変わったりすることはない」

　そうだろうとは思っていた。

　現にもう僕と陽ひ星せは、過去の僕と流りゆう希きに出会っている。

　そんな過去は僕にはなかった。ここで会ったからといって、僕が七年前、自分に会ったことになるわけじゃない。予想通りではあったが、断言してもらえると少し安心する。

　──変えてしまえていいわけがない。

　僕は正面で座布団に座る彼女を見据えて、再び問いを投げる。

「貴女あなたは──」

「答えられない」

　言い切るより先に言葉を封じられて、思わず目を見開いた。

　きょーちゃんはわずかに視線を逸そらして、申し訳なさそうに呟つぶやく。

「わたしに関する質問は、ほとんど答えられないと思っておいてほしいな」

「……そうですか」

「ごめんね。干渉は極力しないでおきたいんだよ。こうやって住む部屋や食事を提供するだけが精いっぱいと思ってほしい。申し訳ないんだけどさ」

「…………」

　そうでもない。

　その言葉だけでも、推測できることは少なくなかった。

　とりあえず、表面上この《きょーちゃん》が協力的なのは信じてもいいだろう。

　僕は問いを重ねていく。

「これは星の涙が起こした現象ですか？」

「答えない」

「これは誰の願いですか？」

「答えない」

「どうして僕と陽星はここにいるんでしょう？」

「答えない」

「好きな食べ物はなんですか？」

「チョコバニラアイス」

「スリーサイズを教えてください」

「やだえっち。……でも本当に知りたいなら特別に教えても──」

「ちなみにこの時代のナナさんを呼んでもらうことは？」

「できない」

「ところで、貴女は誰ですか」

「──答えられない」

「……なるほど」

　僕は小さく息をついた。

　結局、この人から訊きけることなんて、基本的にはないと思ったほうがいいのだろう。

「……ごめんね、役に立てなくて」

　本気で申し訳なさそうに、きょーちゃんは目を伏せる。

　僕は首を振った。

「いえ。充分だと思います」

「そっか。……ん、ならよかったよ」

　彼女は困ったように笑った。

　実際、こうして宿を提供してもらえているだけでも大助かりだ。

「ん。話が終わりなら、わたしはそろそろ行こうかな。はい、これ鍵」

「いいんですか？」

　確認の問いに、きょーちゃんは別の答えを返す。

「出るときはそれで閉めていって。鍵の隠し場所は、外の廊下に三つ重ねてある植木鉢の二段目ね」

「……不用心じゃないですか、それ」

「大丈夫だよ。──少なくとも七年後まではね」

　そう言って彼女は立ち上がる。言葉通り、どこかへ出かけるのだろう。

　あるいはそもそも、この部屋は彼女が住んでいる場所ではないのかもしれない。

　少し考えてから僕は言った。

「ちなみに、貴女あなたのほうから僕に言っておきたいことは、何かありますか？」

「わたしから？　んー……そうだな。うん。じゃあ」

　そこまで言うと、彼女は僕の近くまで寄ってきて正面に腰を落とした。

　両手が僕へと伸ばされ、そのまま胸の中へ抱き締めるように僕の頭を包み込むと。

「ちゃんと、わたしに恩を売りに来てください」

「……それは、」

「何をしてるんですか伊い織おりくん！　きょーちゃんさんっ!!」

　言いかけた言葉は、バスルームから戻ってきた陽ひ星せに封じられた。

　一方、彼女のほうは陽星が戻ってくるのをわかっていたのだろう。

「いっけね、見られちゃった。これは修羅場というヤツですね？」

　そんな台詞せりふをぬかしながら素早く立ち上がると、あっという間に退場してしまう。

　あとに残された陽星は、下ろしたてのシャツとジーンズ姿で僕を睨にらむ。

「むぅ……なんなんですか、わたしのいない隙にイチャイチャと……」

「いや、そんなことを僕に言われても」
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「まったく。伊い織おりくんはもう少し状況を考えてよね。きょーちゃんに助けてもらったとはいえ、わたしたちが大変なのは変わってないんだよ！」

「髪が濡ぬれてる人に言われたくない……」

「わー、そうだった！　ドライヤーの場所を訊きこうと思ってたのに！」

　がーん、という表情で、部屋の主が去ったドアのほうを見つめる陽ひ星せだった。

　想像以上に余裕がある感じで何よりだ。悪いことではない。

　実際、もう少し取り乱すなり、そこまで行かずとも落ち込むくらいのことはありそうなものだと思う。ここが、過去の世界だということを受け入れているのなら。

「むむむ……まあ探せばどこかにはあるよね。うん！」

　心配することは、髪を乾かせるかどうかだけなのだろうか。

　……そんなはずはない。陽星は、たぶん強がっているだけなのだ。

　なんのためにか？

　決まっている。僕がいっしょに来ているからだ。

　たとえ僕のことを覚えていなくても。初対面の人間だろうと、そんなことは関係なく。

　余計な心配をかけないよう、気丈に振る舞っているだけに過ぎないのだ。

　久く高だか陽星がそういう人間であることを、だって──僕はきちんと知っている。

「僕もシャワー借りてくるよ」

　ドライヤーを探している陽ひ星せに、そう声をかけた。

　彼女は振り返って僕の顔を見ると、へにゃりと笑って。

「……うん！　行ってらっしゃい、伊い織おりくん！」

「…………」

「ごゆっくりどうぞー！　ってわたしの部屋じゃないんだけどね、へへへ」

　──観察されている。

　そのことに、今になってようやく気がついた。

　さきほどの『健けな気げだね』なんて意味深な言葉がなければ、今も気づいていなかったかもしれない。

　要するに、丘の上で会ったときから、陽星はずっと僕のことを心配しているのだ。

　だから気丈に振る舞いながらも、僕が落ち込まないよう気にかけている。陽星にとって何者でもない僕のことを、陽星はずっと気遣ってくれていた。

　あのときの僕は、それほど弱って見えたのだろう。

　感情を表に出さない氷点下男にしては、評判に傷がつく有様だ。

　ならば。

「それより、このあとどうするのか、もう少し考えておいたほうがいいと思うぞ」

　僕の言葉を聞くと、陽星はぷくりと頬ほおを膨らませて。

「ちゃんと考えてるよー！　でも、今日はもう夜も遅いし──」

「じゃなくて。その夜のことを考えたほうがいいって話」

「え？」

「わかってないのか？　今夜はここでふたりっきりなんだぞ。もう少し警戒しとけ」

「──……ふぁっ」

　本当に気がついていなかったらしい。

　陽星はぽかんと口を開けて、頬を朱色に染めながら。

「おふとんはひとつしかないのです？」

「そういう話はしてないのです」






幕まく間あい１『記録／１』









　──なんて悲しそうな人だろう、って思った。

　直感だ。その人は泣いていたわけでも、弱音を吐いていたわけでもない。

　それでもなぜかわたしには、目の前にいる彼が泣き出す寸前の──放っておけばすぐにでも折れてしまうくらい追い詰められている人に見えたのだ。

　だから声をかけた。

　本当なら、あんな深夜に、あんな暗いところで男の子に声をかけたりはしない。

　でも、放っておくなんてできなかった。それをしないことで、何か取り返しのつかない間違いが起きるんじゃないかって、九割くらいは思い込んでいたと思う。

　それに実際、話しやすい男の子だった。

　高校に入ってからは、異性の友達はそんなに多くない。周りからは明るいって言われることが多いけど、本当は知らない人と話すのは怖いし、緊張しいなのを隠しているだけ。

　そんなわたしが、まるで昔からの友達みたいに簡単に話せたのだ。

　正直、少しだけびっくりした。彼は決して人当たりのいい感じではなかったのに。

　理由なんてまったくわからないけれど、わたしは彼のことが怖くなかった。いつだって知らない人を怖がっているわたしが、彼のことは初めから信用してしまっていたのだ。

　どうしてだろう。理由なんて思いつかなかった。

　ひと目め惚ぼれなんてするタイプじゃないし、彼とは間違いなく初対面のはずだ。

　そのあとのこと──空からの光に覆われて、気づいたら過去の世界にやってきたなんて現象──が、あまりに衝撃的すぎて、それどころじゃなくなったせいなのだろうか。

　不思議な男の子だった。

　こんな事態なのにすごく冷静で、最初に見たときの印象はなんだったのかなってくらい頼りにできる。過去に来るのは初めてじゃないのかな、なんて疑ってしまったくらいだ。

　なのに。

　なのにどうしても──やっぱりいつも泣き出しそうに見えてしまう。

　冬ふゆ月つき伊い織おりくん。

　隣の布団で眠っている、妙に口馴な染じみのいい名前の男の子。今もこちらに背中を向けたまま、いったいどんな夢を見ているのだろう。

　そこまで考えたところで、ああ、とわたしは気がついた。




　そうだ。

　わたしはただ、──彼が笑っているところを見てみたいだけなんだ。






第二章『七月七日（七年前）／後』
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「それで、これからどうしよっか？」

　陽ひ星せに問われた僕だったが、ロクな返事は出てこない。

　時刻は現在、午前十一時少し前。

　昨夜はあのあとすぐに布団に入ってしまった。陽星は夕食を食べてから出てきたという話だったし、僕も食欲なんて湧かない。時間も時間だったから、すぐに休んだのだ。

　ただ、だからといってすぐに眠れたわけじゃない。

　陽星に背を向けて眠ったふりをしながら、ずっと考えごとをしていたのだ。

　と言っても、何か実のある考えが浮かんだかといえば、別にそんなことはない。

　──これまでの僕だったら、何も迷わなかった。

　星の涙を使っている人間を見つけたら、その願いを徹底的に阻止する。

　そこに選択の挟まる余地はない。星の涙を誰にも使わせないというのは前提であって、全てに優先される行動方針なのだから、考える必要自体がなかった。

　だが。今はもう、それが必ずしも正しいとは思えない。

　より正確には、正しいか正しくないかじゃない。そもそもそんな権利が、僕にあるのかという点を疑ってしまっているのだ。

　何をしたってロクでもない結果しか生み出せない人間ならば。

　せめて、何もしないでいるべきなのではないだろうか。

「……伊い織おりくん？」

「ああ、いや。ごめん。どう……するかなあ、って考えてて」

　ほぼ何も考えていない、獣の鳴き声より意味のない答えを僕は返す。

　──それでも頭のどこかには冷静な部分が残っていて。

　少なくとも、今の状況をこのまま受け入れていていいわけじゃないということならば、ひと晩の間に考えが纏まとまっていた。

　僕だけならともかく、陽星がいっしょにいて、そう望んでいる以上は、何か現代に戻る方法を見つけなければならないだろう。それもそれで、どうも簡単ではなさそうだが。

「どこかにタイムマシンとかあるのかな？」

　案を出してくれているのか、それとも気を遣って雑談を振ってくれているのか、そんなことを陽星は言った。

　そう。陽星は現代に戻りたがっている。

　この点を、僕は昨夜、見逃していたように思うのだ。

　まあ当然と言えば当然の話だから、それもあって考えが鈍っていたのだが、陽ひ星せがこの状況を望んだわけではないのなら、考えるべきことは増えてくる。

　すなわち、いったい誰が僕と陽星を過去へ送り込んだのかという点だ。

　夜の時点ではなんとなく、陽星が星の涙を起動させたのかと思っていた──昨日の状況なら自然な発想だろう──が、考えてみれば疑問がある。

　──果たして、この状況は陽星の望みか？

　そんなふうには到底見えない。何より陽星の認識の中には、冬ふゆ月つき伊い織おりという登場人物が存在し得ないのだ。これが陽星の願いなら、そこに僕が巻き込まれているはずがない。

「…………」

　それとも何か、別の要因が絡んでいるのだろうか。

　陽星が発動者でないのなら、ほかに疑わしい人間なんて、せいぜい《きょーちゃん》と名乗ったあの女性くらいしかいないのだが、だとすれば目的が不明すぎる。

「……きょーちゃん、ねえ……」

　小さく呟つぶやいた僕に対し、ふと隣の陽星が言った。

「すごく美人さんだったよねー。なんだか懐かしくなっちゃった」

「……懐かしく？」

「わたしが小学生の頃に仲よかった友達も、あだ名が《きょーちゃん》だったからさ」

　──陽星も覚えていたか。

　僕も同じことを思い出していた。僕と小こ織おり、陽星、遠とお野のと、そしてもうひとり。あの頃よくいっしょに遊んでいた友人のひとりが、同じ《きょーちゃん》というあだ名だった。

　ただ彼女は学年がふたつ上で、小学校の卒業と同時に引っ越してしまった。それ以降は連絡も取っておらず、おおまかに東京のほうへ移ったということくらいしか知らない。

　実は《きょーちゃん》としか呼んでいなかったため、本名すらわからないのだ。学年が違うせいで卒業文集にも載っていない。

　確か苗みよう字じは伊い地じ知ちとか市いち川かわとかだった気がするが……それもあやふやな記憶だった。

　ただ、

「もしかして同じ人かなって思ったけど、どうだろ。違うような気もするしなあ……」

　続けて陽星はそんなふうに言う。

　僕も似たようなものだ。面影があるといえばあるような気がするのだが、そこまで似ているかと問われると違うような気もする。当時は小学生で、今はもう十九歳になる年だということを踏まえれば、あり得る変化の範はん疇ちゆうだとも思えるが……結論、わからない。

　仮に別人だとして、あえてあだ名を騙かたっているのか、それとも偶然同じだったのか。

　昨夜、あの丘で会った流りゆう希きが、僕に一発で気がついたことのほうがおかしい気はした。

「そういえば、この時代にはこの時代のわたしがいるんだよねー……」

　ふと思いついたというテンションで陽ひ星せは言った。

　この時代の僕もいたのだし、どこかに陽星もいるだろう。

「七年前の自分、見ておきたいか？」

　試しに訊きいてみると、陽星は少し複雑な表情で。

「や、どうだろ……見てみたいって気持ちと怖いって気持ちで、半々な感じ」

「……わからなくはないけど」

「あはは。七年前の伊い織おりくんは、すごくかわいかったけどね」

「やめてくれ……。僕はぜんぜん見たくなかった」

「わからなくはないって言ったばっかなのに！」

「察しはつくって意味だよ。僕はできれば会いたくなかった」

「あはは……」

　陽星に乾いた笑いをさせてしまったが、致し方ないだろう。

　過去なんて、じかに目にするものではない。いつだってロクでもないのだから。

「うん。なんか会いに行ってみたくなっちゃった。ちょっと見に行ってみてもいいかな？」

「別に構わないけど」

　どうせ大した方針もないのだ。

　陽星が望むのなら、それに付き従っておくくらいでいいだろう。

「でも、どうする？　家に行くわけにはいかないと思うけど」

「あ、確かにそうだね。どうしよう？」

「そうだな……当時の自分が何してたかなんて、覚えてないよね？」

　七年前の七月七日に自分が何をしていたのか──それがわかれば先回りすることも可能だろうが、まあ普通は覚えていないだろう。

　そういう前提の問いだったのだが、意外にも陽星は首を横に振って。

「昼間はわかんないけど、夜なら覚えてるよ」

「え、覚えてるのか？」

「だって、ちょうど星の涙を拾いに行った日だからねー」

「────」

　咄とつ嗟さに反応ができなかった。

　ここで。このタイミングで陽星は、星の涙を拾いに行ったのか。

　確かに七年前だとは聞いていたが──日付まで同じ、とはどういうことなのか。

「伊織くんも昨日、来てたよね。昨日っていうか、日付的には今日になるけど」

「七月七日だもんな……」

　というか普通《七日の夜》といったら今夜だろう。

　確かに昨夜、日付が回った直後も厳密に言えば七日になるが、どちらかといえばそれは《六日の夜》でイメージされる気がする。

「……でも、てことは」

　僕は、星の涙を拾いに行った日を間違って覚えていたということになる。

　僕の記憶では七年前、すなわち二〇一二年七月七日土曜日、小学四年生の年に、流りゆう希きといっしょに七なな河かわ公園へ行ったことになっている。

　六日夜の零時以降という意味ではなく、この過去で言う今夜だ。

　だが陽ひ星せがその夜に星の涙を拾いに行ったのなら、これは僕のほうが間違っていた、ということになる。実際あの夜に、陽星と会った記憶などないのだから。

　──ただ記憶がズレていただけだろうか？

　何かがおかしい。これが、ただの記憶違いだと思うのは楽観的すぎる気がした。

「友達と拾いに行ったって話だったけど。具体的には？」

　そう問うと、陽星は指折り数えるようにして。

「えっと……わたしでしょ？　それからさっき言ったきょーちゃんでしょ。あとは遠とお野の駆かけるくんって男の子と、あと生はい原ばら小こ織おりちゃんって子」

「…………っ」

「それから、あとひとり誰かいたんだけど……あれ、そういえば出てこないかも……」

　なんでもないことのように陽星は言う。

　僕のほうはといえば、納得と混乱がないまぜになって頭が痛くなってきていた。

　小織はわかる。事実として、彼女は星の涙を所有していた。だが遠野の名前はあまりに予想外だ。あいつも星の涙を持っていたのか……？

　とはいえあの当時、よくいっしょに遊んでいたことを考えれば納得のいく面子メンツだ。

　違和感があるとすれば、それは僕が入っていないこと。

　仲間外れを喰くらった可能性がないとは言わないが、それよりも、本当は僕もいっしょに行っていたのだがその記憶を失っていると考えるほうがしっくりくる気がした。

　実際、陽星は言った。もうひとりいたはずだが思い出せないと。

　それが僕だったと考えるのが、いちばんあり得る可能性じゃないだろうか？

　これは、確認しておいたほうがいいかもしれない。

「夜になったら、また丘に行ってみようか」

「そうだね！　あの丘から来たんだし、また行けば帰るヒントがあるかも」

　陽星も乗り気で頷うなずいたため、夜の予定がこれで決まった。

　それに、これは別の話だが収穫もある。

　──七つある星の涙の所在が、これではっきりしたということだ。

　冬ふゆ月つき伊い織おりにひとつ、双ふた原はら流希から灯とう火かに渡ったものでふたつ。

　天あまヶが瀬せまなつが三つ目を、生はい原ばら小こ織おりが四つ目を、久く高だか陽ひ星せが五つ目を。

　そして所在の知れなかった残りふたつは──遠とお野の駆かけるが六つ目を、そしてきょーちゃんが七つ目を所有しているという計算だ。星の涙が全部で七つなら、これで全てが判明した。

「…………」

　そこまで考えて、僕は小さく息をつく。

　この計算が正しければ、もちろん今回の事態を引き起こした犯人もこの中にいる。

　だが、このうち灯とう火かとまなつ、そして小織はすでに星の涙を失っている。

　流りゆう希きから灯火へ渡った星の涙は僕が空に放り投げたし、まなつと小織のものはそれぞれ砕け散ったところを僕が目にしている。この三人はひとまず除外していいだろう。

　次に僕。僕はまだ星の涙を所有しているが、少なくともこんな事態は望んでいないし、そもそも自室の勉強机の引き出しに仕し舞まいっ放しだ。発動したはずがない。

　考えられる犯人は陽星、遠野、そしてきょーちゃんの三人になる。

　まず遠野はどうか。あいつが何かを願って、僕と陽星を過去の世界へと送った……その可能性はあり得るだろうか。僕としては、正直に言って想像しにくい可能性だ。

　あの男が、対価を支払ってまで星の涙を使おうとする姿は、かなりイメージしづらい。

　だが陽星やきょーちゃんだともまた思えなかった。どちらが犯人だと仮定したところで違和感は残る。こうなると、三人の中に犯人がいる、という考え自体も疑わしい。

　八方塞がりだった。

　灯火のときのように、たとえば遠野やきょーちゃんがすでに星の涙を手放して、誰かに譲渡している可能性もあるのだ。その場合、可能性は再び無限に戻る。

　考えたくないが、なんなら八つ目以降の星の涙が存在する可能性だって否定できない。

　星の涙が七つある──七つしかない、と思っているのは、単にそういう都市伝説だからというだけに過ぎない。

　仮に年七個なら、この七年で四十九個に増えている計算だ。考えたくなさすぎる。

　ここまでの推測は、ひとまず頭の片隅へ留とどめる程度にすべきだろう。

「夜までまだ時間あるけど、どうする、伊い織おりくん？」

　こちらを見上げて、くいと袖を引っ張って陽星が言った。

　ふと気になったのだが、陽星はやけに距離が近い。何なら昔以上にだ。

　そのことには言及せずに僕は言う。

「……ちょっと行ってみたいところがあるんだけど、いいか？」

「うん。じゃあいっしょに行こっか」

　気の緩むような柔らかい笑みで陽星は答えた。

　それからふと、はっとしたように片手を口元に当てて。

「そいえばわたし、男の子とデートするのって初めてかも！」

「……そう、なんだ？」

「やー、お恥ずかしながらあんまり男の子に人気のあるタイプもなくてですなー。ちょい緊張してきちゃったぜ。ふへへ」

「…………」

「ぬあ滑った！　ごめん、あの、冗談だよ!?　いや嘘うそではないんだけど！」

　嘘ではないとしても、事実でもない。

　僕と出かけたことだったら、数えきれないほどあったのだ。

　ただ彼女が、それを覚えていないだけで。

「あのー、なんと言いますか場を和ませたかっただけでしてね？　そんな、なんか無言になられちゃうと、わたしとしても大変こう気まずいと申しますか……すんませんしたぁ」

「……いや、こっちこそ」

　恐縮して頭を掻かく陽ひ星せに、僕は首を振って返す。

　笑顔を作った。明るく振る舞う。今ばかりは氷点下を表に出す必要はない。

　冷静に、けれどそれを悟らせることのないように動け。そう、自分に言い聞かせる。

「デートとして数えなくていいけど、せっかくだしエスコートするよ」

「うぁえ……。あ、や、その…………うっす」

「別に大したことはできないと思うけど。どうせなら、過去を楽しんでいこう」

「……そだね！　それはとっても、いいコトだって思う。わたしも」

　コトが上う手まく運べばきっと、元の通りに戻るから。

　現代へ戻れば、また陽星は僕のことを忘れられるはずだ。そうであるべきなのだ。

　それでも、たとえ失われることがわかりきっている時間でも、その間も陽星には笑顔でいてほしかったし、そのための努力をするべきだった。それが僕の役割だ。

　自分も不安だろうに、ずっとこちらを気遣ってくれている少女へ、僕が応えられることなんて、それくらいしかなかったから。

「あはは……。やっぱりちょっと、緊張しますな」

「……よろしくね」

　その笑顔を守り抜こう。

　彼女の中から、再び僕が消え去るまで。

　初対面の、ただ学校が同じというだけの他人のまま──できる限りのことをして。
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「しかしなんつーか、キミからは女をとっかえひっかえする悪い男の匂いがするね」

　回避不能・防御無視の開幕十割はいかがなものだろう。

　面食らって僕は押し黙る。なんだろう、これには返せる言葉がない。

「え、えっと、そうかな!?　そんなことないんじゃないかなっ!?」

　隣で陽ひ星せが焦ったようにフォローしてくれるが、言われてみれば、ここ半月ちょっとの僕は割とそんなだと言えなくもない。いや別に、とっかえひっかえのつもりはないが。

「またいきなり辛辣ですね」

　目を細める僕に、露店を構える女性──きょーちゃんは平然と笑って。

「わはは。まあそのくらいの嫌いや味みはいいじゃない、おにーさん。このラブコメ主人公！」

　仮に僕が主人公の物語があるとしても、ジャンルがラブコメじゃないことだけは間違いない。たとえここ最近、四人もの少女と立て続けにデートしていても。

　ていうかもうデートでもなんでもなかったろ。毎度、状況が異常すぎるんだよ。

　サスペンスか、なんならコズミックホラーとして棚に陳列していただきたいところだ。

　──という感じで現在、僕と陽星は流ながれ宮みやの駅前に来ている。

　七年前の景色。さすがに人の多い繁華街は、七年も経たつと様相もそれなりに違う。僕も覚えていなかったような過去の風景が、普通に再現されている辺り、相変わらず異様だ。

　ここへ来た目的は、もちろん自称《きょーちゃん》との再合流にあった。

　ナナさんの関係者という話だったから、あるいは七年前から続く駅前の露店にいるかもしれない、と考えていたわけだ。結果から言えばビンゴである。

「そんでおふたりさん。──いらっしゃい、わたしに何か用かな？」

　この駅前で聞く『いらっしゃい』の言葉には、どうにも複雑な感情を覚える。

　当時はまだ、ナナさんが店番をしていることも多かったはずだが、姿は見えない。あの頃、ここでナナさんに雇われていた女性がいたことも記憶しているが……この顔だったかどうかは、やっぱり自信がなかった。

「わー、懐かしいなあ。あ、いや今もあるんだっけ。もうあんまり行かないしな……」

　露店の品しな揃ぞろえを眺めながら、陽星が呟つぶやく。

　並ぶ中には、相変わらず星の涙のレプリカアクセサリもあった。相変わらず、と言うと時系列が逆な気もするが、まあ細かいことはいいだろう。ここだけ今と、変わりがない。

「どう、買っていく？」

　僕が黙っていると、きょーちゃんは店番らしく商品を勧めてきた。

　気を取り直し、僕は首を振って答える。

「いえ、まったくいらないです」

「デートだってのに、連れの子にプレゼントする気概もないのかねキミは」

「…………」

　最近、なんだか似たような展開があった気もするけれど、それはともかくとして。

　買ったほうがいいのかな……。

　ここ過去だし、あんまり意味はない気がする。

　あるいは意味がないからこそ、買ってもいいってことなんだろうか。わからん。

「いや、いいよいいよ！　そんな、それどころじゃないもん今！」

　迷っているうちに、陽ひ星せが手を振って恐縮した。そりゃ買えとは陽星は言うまい。

　だがその脇で、きょーちゃんがじとっとした視線を僕に向けていた。わかるだろう、と目が語りかけてきている。

　僕は折れた。

「じゃあ……せっかくだし、何か欲しいものがあるなら、記念に」

「いや、ホントに大丈夫だってっ！　悪いよ、そんな気を遣わせるのは……」

「どうせ過去だから。ここでお金を使っても未来には反映されないという説がある」

「それはそれでどうだろう!?」

「あるいは貨幣の流通を考えると、今ここで僕らが持っているお金と、まったく同じ製造番号のお金が今、この世界のどこかにあるのかもしれないね」

「わ、わたしたちは今、世界の質量を増やしている……!?」

「……面白い表現するね、陽星」

　過去、というか厳密には夢の類いだと思っているから、適当言っているだけなのだが。

　夢の中でもなければ、僕と陽星が話すこと自体がないのだし。僕は言う。

「お金を落としていけば、もしかしたら何か重要なことを話してくれるかもしれないよ、きょーちゃんが」

「お？　こっちに水を向けてくるかー」

　きょーちゃんは楽しそうに笑う。

　しばし悩んでいた陽星は、顔を上げてきょーちゃんに向き直ると、そこで。

「じゃあ、この星の涙のペンダントください。ふたつ！」

「ふたつ買うの？」

　訊たずねた僕に、陽星は笑って。

「うん、一個ずつね。それで交換しよう。お互いの記念にね！」

　陽星に、レプリカとはいえ星の涙のペンダントを渡す時点で微妙なんて気分じゃないのだが、ここで嫌とは言えなかった。夢だと思っておこう。

　お互いに一個ずつレプリカを購入し、それをお互いに交換した。

「ありがと、伊い織おりくん。これ大事にするね」

「……こちらこそ」

　なんとも言えなすぎる気持ちをひた隠しにして、なんでもないことのように答える。

　難しく考える必要はない。露店の主から話を聞き出すための、これは儀式だ。そう思うことにして、僕はきょーちゃんに目を向ける。

「で、訊きいてもいいですか？」

「何かな？」

　質問なら昨夜もうしただろう。きょーちゃんの瞳は、僕にそう語っていた。

　それでもまあ、試してみる価値はある。

「僕たち未来に帰りたいんですけど、どうすればいいのかヒントをください」

「…………」

　僕の問いかけに、きょーちゃんは目を丸くする。

　それから、楽しそうに笑って言った。

「……ヒントでいいの？　答えじゃなくて」

「ええ、ヒントで大丈夫です。それでも助かります」

「そう来たか。なるほど──いいよ、わたしでいいなら答えてあげる」

「わかるんですか!?」

　声をあげたのは陽ひ星せだった。

　きょーちゃんは笑顔のままで頷うなずいて、それから僕に言う。

「だいぶ反則だけどねー。さすが星の涙慣れしてる」

「その評価はまったく嬉うれしくないんですけど」

「うははは。そりゃそーだ」

　結局、問題の焦点はなぜきょーちゃんという存在がここにいるのかという点だろう。

　この過去像の中で、彼女という存在は明らかに浮いている。僕らが来るとわかっていたかのように用意がしてあった時点で、明らかに異質だ。それには意味がある。

　そして昨日。

　彼女は言った。──わたしに関する質問には答えられない、と。

　その割に好きな食べ物は答えたし、スリーサイズも言いかけていたが、重要なのはそこではない。それ以外の質問に、彼女は『答えない』と答えたことだ。

　言い換えれば、答えられないとは言わなかった問いがある。

　答えられないが不可能であるのに対し、答えないとは意志だ。これはヒントだった。

　ここまででわかる彼女の事情は、すなわち《なんらかの理由で僕らが現れることを初めから知っており、なおかつ僕らが現代へ戻るためのヒントを示すためにいる。ただし自分自身の正体に関係することを口にはできない》である。

　なんじゃそりゃ、というのが正直な感想にはなるのだが、ひとまずそれは措おく。

　重要なのは、彼女は直接的に答えを口にすることはできなくても、それとなくヒントを提示することならできるということ。だから僕は、直接的にヒントを訊いてみたのだ。

　答えない、が彼女なりの意思表示だということを理解した、その上で。

　僕は、答えられるところまで答えてくれ、と意志を曲げるように頼んでいる。

　反則と言われて当然の、なかなか氷点下な行動だった。

　それでも、僕のやるべきは陽ひ星せを現代へ帰すことなのだから、気を遣っていられない。

「そうだね……じゃあ、おにーさんのなりふり構わなさに免じて、ひとつだけ」

　僕の目をまっすぐに見つめ返して。

　仕方ないなとばかりに、彼女は言った。

「──鍵はあるよ」

「はい……？」

「言葉の通りだよ。鍵はある。と言っても、わたしがキミたちに渡した合鍵のことじゃ、もちろんない。この状況を終わらせるための鍵は、初めから用意されているんだ」

　これが、ヒントなのか……？

　抽象的すぎて、何を言っているのか掴つかめない。

「以上。あとはがんばってそれを見つけてくれればいい」

「あの……」

「ごめんね、これでも危ない橋を渡ってるんだよ。ちょっとした賭けなんだ。これを口にしたこと自体が、わたしからのおにーさんに対する信頼だと思ってほしい」

　笑みを浮かべた表情の奥で、彼女の瞳がまっすぐに僕を貫いている。

　それを、僕はいったいどう受け取るべきなのだろう。

「あ、あと最後にひとつ。いい？　この状況に、わたしはまったく関係がない。わたしのことは考えるだけ無駄なの。この物語で、わたしは脇役ですらないと捉えていてほしい」

「…………」

「あとは、おにーさん次第だよ」

　彼女は言った。

　それ以上のことは、もう聞き出せなかった。
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　そのあとは夜になるまで、陽星とふたりで時間を潰していた。

　なんてことはない。街を歩いたり、喫茶店に入ったり、思い出の話を聞いたり……実に意味のない、取るに足らない、どうでもいい時間を無為に過ごした。

　だからこそ、それが願っても二度と手に入らないものであることを強く実感した。

　ならば、僕は幸せだ。

　失ったはずのものが今ここにある。

　それは奇跡だ。ナナさんが言った通り、僕が悪くなかったというなら、この時間がその報酬なのかもしれない──なんて都合のいいことを、思わず考えたくなるほどに。

　無論、そうじゃないことなら、わかっている。

　──ナナさんは言った。

『星の涙を使ったのは久く高だか陽ひ星せだ』と。

　では。では僕は、星の涙を使わなかったのだろうか？

　それは違う。僕は陽星を救おうとして星の涙を使ったのだ。だが間に合わなかった。

　おそらくだが──同じ願いならば先に使った者が優先されるのだと思う。

　僕が星の涙を使ったとき、おそらくはほんのわずかに、陽星が先に、自分を救うために星の涙を使っていた。僕の願いは、願ったときにはもう叶かなえられてしまっていたのだ。

　ならば。

　それが正しいとするのなら、──では僕は。

「うーわー、なんかちょっと緊張してきちゃったよ……！」

　言葉の割にワクワクした表情で、陽星が僕を見ていた。

　午後十一時過ぎ。僕と陽星は、再び七なな河かわ公園の丘の上へと戻ってきていた。

　夜空には満天の星が見える──冷静に考えると、やはり異様だ。この丘はあまりに空が近い。このレベルの星空は、もっと空気の澄んだ場所じゃなければ見られないはずだ。

「そろそろなんだっけ」

　コンビニで購入した虫むし除よけスプレーを自分にかけながら、僕は言った。

「うん。親が寝てからこっそり出てきたからね」

「……冷静に考えると危ないことしてるね」

「そうだけど、伊い織おりくんだってわたしのこと言えないでしょ！」

「まあ、確かにね」

　街で時間を潰したあと、一度きょーちゃんの隠れ家に戻って、再びここへ来ている。

　予定……というか陽星の記憶では、あともう少しで、陽星たちがこの丘の上へ現れるという感じらしい。

　ただその前に一応、小細工はしておいた。

　死角へ隠れながら過去の陽星たちの到着を待っていると、隣の陽星が小声で言う。

「いいのかな、あれ？」

「いいんじゃないか。危ないしな、いろんな意味で」

　というのもだ。

　僕らは先んじて星の涙を発見して、一か所に纏まとめておいたのだ。

　こうすることで、辺りを捜索されて僕らが発見されるのを防いでいるということ。

「でも、なんか探偵みたいな気分になるね。ちょっと楽しっ」

　機嫌のよさそうな、陽星の笑顔がすぐ隣に見えた。

　陰に隠れている都合上、距離が近い。なんとまあ無防備なことか。

「そうだね。夜中、人の気のない場所で木陰に隠れて、女子小学生が来るのを待っているなんて、探偵じゃなかったら不審者だもんね」

「言い方ぁ！」

「言い方も何も純然たる事実じゃん……」

「確かに否定できないっ！　もう！　探偵気分が不審者気分に早変わりだよっ!!」

「不審者気分って何……？」

「えっ……なんだろう。不審な気分……？」

「不審な気分になるのは不審者を見てる側なんだよなあ」

「うぅ、伊い織おりくんがいじわるだ……。不信任だよ！」

「不審人よりマシという説はある」

　などと下らない話をしていたところで、やがて彼女たちはやってきた。

「……来た……っ!!」

　小さく叫ぶ陽ひ星せ。

　見つめる視線の先には確かに、複数人の声と人影が確認できた。

「や、やっぱり来たね……うわあ、わたしがいるぅ……！　なんか不思議……！」

　先頭を歩いてきたのは、テンションの高い小学生の陽星だ。

　それを見つめる未来の陽星も、負けず劣らずのテンションで僕の腕を引っ張っていた。

　僕は黙ったまま、丘の上を見つめていた。やがて、その後ろからも人影が来る。

「ほらっ、みんな早くっ!!」

「あはは……陽星ちゃん、テンション高いなあ……」

「それはそうだよ小こ織おりちゃんっ！」

「うん。後ろは大丈夫？」

「ん？　ああ、問題ないよ」

　生はい原ばら小織の姿もあった。

　その後ろには、さらに当時のきょーちゃんの姿もある。

　そして。

「……あれ……？」

　と隣の陽星が呟つぶやいた。

　呟かなかっただけで僕も目を見開いている。

　続けて現れた人物が──まったく予想外の人間だったからだ。

「ふー、着いたね。てか、どしたの駆かける？　後ろになんかあったりした？」

「ん……いや、なんでもない。誰かいるような気がしたんだけど、たぶん気のせいだ」

「そっか。それならいいけどねー」

　遠とお野の駆がいる。──それはいい。

　だが、それに声をかけている人物が予想外すぎた。それは、

「流希ちゃんがいる」

　そう──それがおかしかった。

　丘にやってきた五人の小学生の中に、双ふた原はら流りゆう希きの姿があったのだ。

　久く高だか陽ひ星せ、遠とお野の駆かける、生はい原ばら小こ織おり、きょーちゃん……そして、双原流希の五名。

　だがそんなはずがない。それは明らかにおかしかった。

「あれ。あれ……？　そう、だったっけ……？」

　陽星も混乱していた。記憶を引っ張り出そうと頭を捻ひねっている。

　これはどういうことだろう。だって、そんなはずがない。

　僕の記憶が確かならば、まだこの時点で流希は陽星たちと親しくなかったはずだ。

　──そもそも僕が陽星たちと親しくなったのは、流希が学校を休みがちになったことに端を発している。流希と遊ぶ機会が減ったところでできた友人だったのだ。

　星の涙を拾いに行くことになったのも、遊ぶ機会が減った流希との思い出作りだった。

　そのあとで僕が、体調が回復してきた流希と、陽星たちを引き合わせたのだ。

　逆に言うなら、まだこの時期の流希は陽星と知り合っていないはず。少なくとも夜中に家を抜け出して遊ぶほどの仲では絶対になかったと思う。

　確かに昨日の段階で、流希は陽星を知っていると言っていた。だがそれは単に同じ学年だから、存在は知っているという程度だと思っていたのだ。

　過去が変わっているということだろうか？

　混乱する僕らに構わず事態は進む。

　過去の流希たちは想定通りに星の涙を発見し、ひとりひとつずつ拾っていく。丘の上に残っている星の涙は五個だから、全員がひとつずつ拾うとぴったり数が揃そろうのだが……。

「ぼくは昨日も来て拾ってるからね」

　そう言って、流希は最後のひとつをここに置いたままにすると宣言した。

　残るひとつは、どこかしらでまなつが手に入れることになる。

　本当はその辺りのことについて、本人に詳しく訊きいておきたかったのだが……その前に小織の一件があったせいで、結局タイミングを逃していた。今となっては悔やまれる。

　そうだ。そういえばまなつは、何か妙なことを言っていたはずじゃなかったか……？

　──そのときだった。

　隣の陽星が、バランスを崩したみたいに地面へ膝をついたのだ。

「っ……陽星？」

　咄とつ嗟さに小声で名前を呼ぶ。

　彼女は右手で僕の腕を掴つかみ、左手で胸を押さえながら、青い顔で震えていた。

「あれ。おかしいな。なんで……何が。わたし、何を……忘れ、て……」

「おい陽ひ星せ。おい、どうした？　落ち着け」

「むね……いた、い。わたし……あれ？　ちがう……何が、これ、わたし……？」

　よくわからない。

　わからないが尋常な様子ではない。

　僕は咄とつ嗟さに陽星を胸の中に抱き締めると、背中をさすりながら落ち着かせるように。

「大丈夫だ、落ち着け。ゆっくり息を吸って……吐いて、そう。大丈夫だから」

「わた、わたし……わた、」

「いいから。大丈夫。……大丈夫だ」

　なんの根拠もない薄っぺらな言葉を吐き散らす。

　そうやってしばらくの間、腕の中で陽星を抱え続けた。彼女の呼吸が落ち着くまで。

「……あれ。いおり、くん？」

「そうだ。落ち着いたか、──久く高だか？」

「う、うん……ごめん。なんか、急に苦しくなっちゃって……」

　腕の中でこちらを見上げる陽星。

　その目の焦点がきちんと合っていることを確認してから、静かに離れる。

「……どうしたんだ？」

「わかんない……なんか、あのときいたの流りゆう希きちゃんだっけ？　って思い出そうとしたら急に胸が痛くなって、息が苦しくなっちゃって……あの、ありがと、伊い織おりくん……」

「いや、……まあ何ごともないならよかったよ」

　いいわけがない。が、今はほかに何も言えない。

　ふと視線を丘のほうへ向ければ、もう過去の陽星や流希たちの姿はなかった。

　隠れている場所から抜け出し、陽星を丘の上のベンチに座らせる。

「あ、ありがと……」

　陽星は赤い顔で小さくお礼を言うと、恥ずかしそうに僕から視線を逸そらす。

　なにせいきなり抱き締めたのだ。冷静になると少し気まずい。

「……いや、その……悪かった」

「う、ううん！　ぜんぜんいいよ！　むしろよかったよ！」

「え……」

「あっ違う、違うね今のね！　わたし何言ってんだろね!?　あっははは……」

　なんだか微妙な空気になってしまった。

　いたたまれない。何か話題を探そうと考える僕に、そこで。




「──何をイチャついてるワケ？」




　丘の上に続く道のほうから、いきなりかけられた声に全身を硬直させた。

　陽ひ星せも驚いたらしく「うわあっ!?」と思いきり叫びながら、そちらへと振り向いた。

　そこにいたのは、小さな女の子だった。

　鋭い目つきでこちらを睨にらみながら、ずんずんと僕らに近づいてくる。

「し、知り合い？」

　陽星に訊きかれるが、どうにも覚えがない。

　……いや。だがその面影と、そして口調には引っかかるものがあった。

　赤みがかった黒髪。そして意志の強そうな瞳。それらを併せ持った少女が言う。

「はあ。まあ別にとやかくは言わないけどさ……もうちょっと、こう……」

「……えっと。どうしたのかな？」

　ぶつくさと呟つぶやく少女に向けて、陽星が問う。

　その顔を見据えた少女は、なぜかそこで綺き麗れいな笑顔になって──僕の腕を取ると。

「どうも！　この人に告白したんだけど返事を貰もらえてない可哀かわい想そうな女の子です！」

　陽星がさっと身を引いた。

　僕は叫んだ。

「違う！」

「違わないんですけど」

「いや！　いやでも待ってくれ！　お前、──まさか」

　こんなことを言い出す奴やつなど、僕はひとりしか思いつかない。

　そして、言われてみれば確かに、その面影は見えるのだ。だから僕は訊たずねた。

「……まなつ、か？」

「気づくの遅いっつの。そこがまたムカつく……けど、それはともかく」

　その少女──天あまヶが瀬せまなつは。

　僕の言葉に薄く微笑ほほえむと、手を放してこう言った。

「また、ずいぶん厄介なことになってるみたいじゃん。私が言うのもなんだけど」

「……お前……」

「で？　今度はまた、どういう事情なワケ？」

　その反応は。

　彼女が、僕らと同じ未来の記憶を持っていることを示していた。
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「まなつ、お前……なんでここに？」

「そんなの私が訊きたいんですけど」

　ベンチに三人、並んで腰を下ろしている。

　僕、そして陽ひ星せ、その間に小さい頃の天あまヶが瀬せまなつ。

　けれど言葉からもわかる通り、姿こそ小学生のまなつだが、意識は未来のものらしい。

「朝起きたらこうなってた、としか言いようがないしね。いや、夜寝たら、かな」

「……そう、なのか」

「てか、伊い織おりのほうこそどうなってんの？　……その子、誰？」

　鋭く、まなつの視線が陽星に向いた。

　面食らう陽星に構わず、まなつは追及を続ける。

「これ、コイツのせいなワケ？」

「……えっと……」

　陽星は目を白黒させる。責められて困っているというよりは、口の悪い小学生に驚いているのだろう。代わりに僕が答えた。

「違うよ。たぶん」

「たぶんって……なんか曖昧だね」

「原因は僕も探してるところなんだよ。お前と大して変わらない。気づけばこうなってたってのがいちばん近いな。お前らと別れたあと、小こ織おりといっしょに病院に行って──」

「こおりって誰？」

「────」

　……そりゃそうだ。

　生はい原ばら小織は病室で眠っていた。その辺りを出歩いているはずがない。

　だから無論、その影響が世界に残っているはずもない。

　当然だ。決して驚くようなことじゃない。僕は普段通りに振る舞えばいい。

「なんでもない。その先の話だ。丘に行ったら陽星と会って、空が光って気づけばこう。そんだけだよ。むしろまなつがいることに驚いてる」

「ふぅん……？　なんだそれって感じだけど……まあ、そういうこともあるか」

「残念ながらな。で、そういうお前はどうしてここに？」

　訊たずねると、まなつは軽く肩を揺らして。

「ここ、七年前の七月七日でしょ。だから当時と同じことしてみたの」

「お前も、あの日ここに、星の涙を拾いに来てたってことか？」

「そういうこと。いや、正確には少し違うんだけど」

「……違うってのは」

「私さ、あの日、伊織たちのあとをこっそりついてったんだよね。だからここで星の涙を拾ってたってわけ。そういえば、まだ言えてなかったね」

「……！」

　そういうこと、だったのか……。

　まなつもあの七年前の日、この丘にいたということなのか。

　驚く僕に、まなつは薄く笑いながら。

「当時は知り合いでもなかったし、学年も違ったけど……羨ましかったからさ。自分でもバカみたいだって思うんだけど、それくらいしかできなかったんだよ」

「…………」

「仲間に入れてが、言えなかった」

　呟つぶやくまなつに、けれど後悔の色はない。

　薄い微笑ほほえみには力があった。その思い出を、前向きに懐かしむような。

「……そういやお前、ゲーセンが初対面じゃないって言ってたな」

「そうだよ。本当は小学生の頃に会ってたってわけ。ほとんど話したことなかったけど」

「……なるほどな」

　納得する僕に、まなつは続けて。

「このこと知ってるのは遠とお野の先輩だけかな。たぶん誰にも言ってないだろうし」

「遠野が……？　遠野は、お前が来てるって知ってたのか」

「んー……てか単に、後ろついてってんのが普通にバレたんだけど」

「…………」

　しかし、だとすると大きな矛盾がひとつある。

　遠野が知っていたこと、ではない。ただまなつの言葉が正しければ、彼女は僕のあとをついてきており、そこには遠野がいっしょにいたということになる。

　──彼女の記憶では、今日ここに僕がいたというわけだ。

　だが、あえてそれは言葉にしなかった。

　それが事実でも、違っていても、ここで掘り下げると再び陽ひ星せを刺激しかねない。

「ここを降りたら遠野先輩がひとりで待っててね。送ってくって言ってくれたんだよ」

「……そりゃ遠野らしいな」

「で、──そのときにナナさんに会ったんだよ」

　まなつの言葉に、再度驚かされる。

「ナナさんに？」

「そう。そこで言われたんだ。伊い織おりには関わらないほうがいいよ、って」

「…………」

　あの男は。

　いったい何を、どこまで知っているんだ。

「まあ忠告の意味はよくわかんなかったけどね。関わるなって言われても、そもそも交流ほとんどありませんけど、って感じだったし。──ただ……」

　そこでまなつは、一瞬ちらっと陽ひ星せのほうを見た。

　それから軽く首を振ると、まなつは陽星に向かって言う。

「あのー、すみませーん。ちょっと秘密の話があるので、この人お借りしますねー♪」

「え？　あ、ど、どうぞ……？」

　面食らう陽星は素直に頷うなずいていた。

　それをいいことに、まなつは立ち上がると僕を呼び寄せる。

「じゃ、ちょっと向こう行こう」

「おい……」

「いいから。つかそんくらい気を遣えるなら、もっと普段から私にも遣えっつの」

「…………わかりました」

　仕方なく僕は立ち上がり、まなつとともに陽星から少し離れた。

　声が届かないくらいの距離まで行くと、まなつは目を細めて僕に問う。

「あの人だよね？　伊い織おりのこと……その」

「……ああ」

　言わんとせんことはわかる。僕は頷いた。

　なるほど、その話は確かに陽星には聞かせられない。

「久く高だか陽星──僕の昔の友人だ」

「……今は違うっていう含み？」

「否定はしないよ。陽星は、僕のことを忘れてる。新しく記憶することもできない。はずなんだが……なんでか今だけ、例外みたいだな。思い出したわけじゃないが」

「そっか」小さく頷き、それからまなつは。「それはつらいね」

「……違うよ」

　首を振る。つらいのは僕ではない。

　それは陽星のほうであって、しかもその上に。

「第一、僕はなんにもできなかったんだ」

「……どういうこと？」

「これまで、陽星を助けようとして星の涙を使ったのは自分だと思ってた。でもどうやらそれは違うらしい。陽星は単に、自分で自分を救うために、星の涙を使ったんだと」

「だとしたら……やっぱりつらかったのは伊織じゃん」

　まなつは言う。

　その言葉が予想外で目を見開く僕に、彼女はどこか怒った様子で。

「だって、それは向こうが勝手に伊織の記憶を捨てたってことでしょ？　どんな理由だとしても──少なくとも、それで伊織を傷つけたこと自体は変わらない」

「いや、でも……それは」

「違わないよ。そこはただの事実。伊い織おりがそれを許すのは自由だけど、向こうが一方的に伊織を忘れたこと自体は変わんないって話。違う？」

「──っ」

「人から忘れられるのがつらいってこと、私は知ってるよ。忘れるのもつらいけどね」

　否定の言葉が咄とつ嗟さに浮かばず、僕は反論できなかった。

　忘れるのも忘れられるのも等しくつらいと、そういえば小こ織おりも言っていた。

「でも……そうなると僕は、お前の願いを勘違いで否定したことになるんだぞ？」

　それでもなんとか言い募ろうとする僕に、まなつは呆あきれた視線を向ける。

「は？　なんの話？」

「いや、だから……僕はお前に、星の涙を捨てさせただろ？」

「そうだけど」

「それは、僕が失敗したから止めようと思ってたのであって……でもそれは勘違いで」

「……何を気にしてんのかよくわかんないけど。別によくない？」

　あっさりと、まなつはそう言ってのけた。

「べ、別にって……お前」

「少なくとも私の願いは伊織のためだったし──そのつもりだったわけだし。だったら、伊織にはそれを断る権利が当然あるでしょ、普通に」

「────」

　そんなこと考えもしていなかった。

　けれど確かに、そう言われればそうかもしれない。

「てか伊織が言ったじゃん。余計なお世話だって。アレだいぶ刺さったんだけど」

「ああ……言ったなあ確かに」

「まあ、あのときはそこまで頭が回ってなかったけどさ、私も。結局、止められてやめた時点で私も、もうそれを選んでるんだし。だったらそれは私の責任でしょ」

「……そうか」

「寂しいからって止めてくれたの──嬉うれしかったんですけどね。今さら言わないでよ」

「悪かったよ。……悪かった。まなつの言う通りだ」

　そんなことすら忘れてしまっていたのだから、まったく僕も冷静じゃない。

　いや、ただ奪われるだけで発露される冷静さなんて、初めからその程度なのだろう。

　ただ感情の熱を冷まされているだけで、僕自身が理性的になれているわけじゃなかったということだ。

「参ったな……僕、ちょっとどうかしてるみたいだ」

　ようやくになって自覚した僕に、まなつが眉根を寄せて言う。

「ちょ、ちょっと、大丈夫？　なんか、さっきから伊織、変じゃない？」

「そうだね。変だよ。僕は大概、変な人間だ」

「それは最初からそうだけど」

「…………」

　どうして追い討ちをかけてくるの？

　今、僕ちょっと、割と慰めてほしい感じのテンションで言ったんですけど。

「なんかあったの？　あったよね。あったに決まってるか」

「あったよ。……いろいろな」

「ん。じゃあ、そんなに聞いてほしいなら聞いたげる」

　まなつは薄く微笑ほほえんで言う。

　聞いてほしい、なんて言った覚えはないのだが、否定する必要もないだろう。

「まあでも言った通りだよ。言われたんだ、ナナさんに。陽ひ星せは自分で星の涙に願って、自分自身を救ったんだ、って。お前は何もしてない。だから悪くない、ってな」

　僕らを待っている陽星に視線を向けた。

　星を眺めていた彼女は、僕の視線に気づくと嬉うれしそうに笑みを返してくれる。

　それに小さく頷うなずきを返して、僕はまなつに視線を戻した。

「そう言われて、だったら僕がしてきたことはなんだったんだ、って思えてきてな」

「なるほど、それでか。いつもと違うわけだ」

「……そんなに違うか？」

「違うよ。自罰的なのはいつもだけど、普段は開き直ってんじゃん。今日は珍しく完全に折れてるよねー」

「軽く言ってくれるよ……」

「当たり前じゃん、どうでもいい。優しく慰めてもらえるとでも思ってたわけ？」

「若干、期待しなかったと言えば嘘うそになるな」

「え、ホントに？　うっそ、じゃあやっとけばよかった」

「それ聞いちゃったらお終しまいなんだよなあ」

　なんだ、やっとけばよかったって。

　せめてもうちょっと強い理由でやらなかった感じであれよ。

「あっはは。でもまあ、そんなもんでしょ？　どうでもいいじゃん別に」

「どうでもって……お前なあ」

　せっかく泣きついたというのに、あまりに甲か斐いのないまなつに少し凹へこんだ。

　だがまなつは、そんな甘えはお見通しだとばかりに、薄く微笑んで僕に告げる。

「だって、どうせ伊い織おりは、どっちにしろ同じことしてたって」

「──まなつ……」

　気づけば、彼女の姿が戻っている。

　小学生ではなく、今の僕が知っているまなつの姿に。

「伊い織おりは優しすぎるだけだよ。別に後悔があったから私を止めたわけじゃない。そんなの単なる言い訳。結局、そんなのなくても伊織は同じことしてたと思う。そういう奴やつだよ」

「それは……より最悪じゃないか？」

「氷点下男が何言ってんだか。いいじゃん別に、そんな言い訳なくたってさ。伊織がそうしたいと思ったからやった、って、いつもみたく偉そうに開き直ってればいいの」

　あっさりとした、けれどそれは、まなつらしい理屈なのだと思う。

　それが正しいのかもしれない、と僕も思った。後悔を繰り返したくないとか、間違いを止めたいとか、そんな正義感を言い訳にしている時点で、僕は責任から逃れていた。

　──ただ僕がそうしたいからだと。

　開き直って初めから、認めてしまうほうがよほどマシだったのかもしれない。

「酷ひどい話だ……お前、僕のこといつも偉そうに開き直ってると思ってたの？」

　息をついて訊たずねた僕に、まなつはあっさり。

「思ってたよ」

「すんませんでしたね……」

「いいよ、別に。──そういうところも好きだから」

　その、当たり前みたいに告げられた言葉に、思わず目を見開く。

　まなつはやはり笑っていた。照れることもなく、どこまでもまっすぐ。

「何？　甘やかしてほしかったんでしょ。だから言ってあげてるの、何度もね」

「────」

「私は伊織のことが好きだよ。──そのこと、忘れないようにしておいて」

　言葉が、冷え切った胸の奥へと沁しみ込んでいく。

　飾りなく単純で、だからこそどこまでもまっすぐな親愛の情。氷点下の僕をして、その気持ちを疑うことなど絶対にできない、させる余地を残さないという強い言葉。

　僕が好きだと。

　その気持ちだけは絶対に嘘うそじゃないのだと──心から信じさせてくれる少女が、ここにひとりいてくれることが、どれほど僕の救いになるか。

「……ああ。約束する」

「あっそ。──ならよし」

　まなつは笑った。

　鮮烈なまでに力のある美しい笑みが、僕の深くへ強く強く刻み込まれていく。




　星の光は、その瞬間に、再び丘の全てを呑のみ込こんでいった──。
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第三章『七月七日（三年前）／前』
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　目の眩くらむ光がやんだ頃、目の前からまなつの姿は消え去っていた。

「っ……これは」

　周囲に目を配る。丘の光景は代わり映えせず、今ここがいつなのかわからない。

　幸い、陽ひ星せの姿はまだあって、ベンチから駆け寄ってくるのが見えていた。

「伊い織おりくん、今の……！」

「ああ……最初に見たのと同じ光だ」

「てことは、わたしたち現代に戻ってこれたのかな？」

「どう……だろうな」

　本当に戻ってこられたのだろうか。だとすればなぜだ。

　僕は、きょーちゃんが言っていた《鍵》とやらを見つけ出せたということなのか。

「まなつが、鍵だったってことなのか……？」

　なんだか全てがしっくりこない。

　現象そのものに、誰かしらの願いを感じられないせいだ。

「とりあえず下りてみようよ、伊い織おりくん。コンビニとか行けば新聞くらいあるし」

「あ、ああ。そうだな……まず日付を確認しよう」

　陽ひ星せの提案に従って、僕らは丘を下った。

　それから近隣にあるコンビニ──七年前から現在までずっと存在している──に入り、雑誌コーナーを確認する。新聞はなかったが、週刊の漫画雑誌が見つかった。

「うーん……これは、どう捉えればいいんだろうね？」

「…………」

　わからない。答えようもなかった。

　いったい僕らは何に巻き込まれているというのか。

「とりあえず……三年前までは戻ってこられたって考えるべきかなあ？」

　その陽星の言葉は、とりあえず前向きではあるのだろう。

　僕たちは今、──二〇一六年にいるらしい。
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　時間が時間だったので、コンビニを早々に出て夜道を歩いていた。

　……いや。本心を言えば、時間には時間であってほしかったところだ。だったら僕らは苦労していない。時間なら時間らしく、もう少し絶対であれと思う。

「三年前だと……ちょうど中学二年生だねー」

「ん、──そうだね」

　どうでもいい返事をする僕。

　中学二年生……正確な時期はわからないが、そろそろ陽星の抱えていた問題が、表面化し始める時期だった。

「たぶん昔の自分たちに会うのが鍵になってると思うんだよね」

　陽星は言う。

　彼女はこの疑似的な時間旅行を、すでに楽しいイベントとして捉え始めている。

　混乱したり怯おびえてしまうよりはいいと思うのだが、それはそれで、こうなっては問題が生まれてきていた。

「思い出を巡る旅というか。そんな感じなのかな。人生でこんな経験するなんてね！」

　あっさりとした様子の陽星だったが、今の彼女をこの時代の思い出なんぞに直面させるわけにはいかなかった。それは、封じ込めていた記憶を確実に刺激する。

　ただでさえ、僕がいない穴を──欠落した記憶を意識するだけで不調をきたすのだ。

「でも、小学生の頃はともかく、さすがに中学生にもなったら、未来の自分に会うなんてだいぶ怪しまれるんじゃないかな？」

　それとなく僕は、姿を晒さらすのはやめようと誘導する。

　陽ひ星せならば、中学生の自分にも会いに行きたいと言い出す気がしたからだ。

「えー、そうかな？　わたしはきっと受け入れると思うけどなー」

　案の定、やっぱり自分に会いに行こうと考えていたらしい。

　どうするべきだろう。なんでもいい。適当にその方向から話を逸そらしたかった。

「タイムパラドックスが起きるかもしれないし……少し身の振り方は考えよう」

「たいむぱらどっくす！」

　妙に舌っ足らずに繰り返す陽星。

　楽しそうにしてくれているのはわかるのだが。

「過去を変えちゃうってコト？」

「……かもしれない、ってこと」

　それがあり得ないとは、少なくともきょーちゃんは語っていたけれど。

　ただ、それでも可能性が否定できないことは嘘うそではないのだ。

　慎重に行動するよう提案するのはおかしくない。今さらすぎる話ではあるが。

「うーん。さすがだね、伊い織おりくん。ふふ、もしかしてタイムトラベル経験者だったり？」

「ああ、うん。実はそうなんだ」

「まさかの肯定！　そう来るとは思わんかったぜ……！」

「いや、半分嘘だけどね」

「だとしても半分ホントだけど!?」

「実際、半分くらいは二〇一六年だったことがある」

「どういう意味──!?」

　そんなことは僕が訊ききたかった。

　七月六日は三回だったが、七日は何回になるだろう。今からぜんぜん楽しみじゃない。

「まあ冗談だよ、こっちの話」

「ははー……伊織くんって結構ノリいいよね」

「名誉棄損だ」

「どぉして!?」

「とかなんとか冗談を言ってるうちに、そろそろ着きそうだね」

　言いながら僕は前方を指す。この状況でも、行ける場所に心当たりはあったのだ。

　実のところ、僕はコンビニを出た直後からその目的地を目指していた。陽星も行き先に気づいたらしく、ぽんと手を打って納得を見せた。

「あー……そっかそっか、この方向……」

　なんであれこの場所が本来、僕らのいるべき空間ではない以上、拠点の確保は必要だ。

　その点において困らないというのは、だいぶ大きなアドバンテージになる。

　となれば、あるいはこの状況も予測されていたのか。いずれにせよ、助かりはした。

「鍵の隠し場所は確か、植木鉢の中だっけね。あれから四年後も変わってなければ」

「となると……これは四年振りの、きょーちゃんの部屋アジトになるんだね」
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　果たして、四年前といささかも変わらない部屋に、僕と陽ひ星せは腰を落ち着けられた。

　予想が当たったというよりは、案の定だったというほうが近い気分だが、もちろん充分ありがたい助けだ。屋根はいろいろなものを遮ってくれる。

　ただ、こちらの時間にきょーちゃんの姿はなかった。

　彼女は七年前（今から見て四年前）限りのお助けキャラだったということなのか。

「つーかお助けキャラってなんだよ……」

　知らず僕は呟つぶやいてしまう。

　この期に及んで、わからないことがなんなら増えたと言っていいレベルだ。

「あれ。伊い織おりくんなんか言った？」

　すぐ傍そばから陽星の声がした。

　現在、時刻は午前二時頃──電気もガスも水道もきっちり通ったこの部屋で、テレビをつけることで確認できた。埃ほこりが溜たまった様子もないし、少なくとも掃除はされている。

　最低限、誰かしらは出入りしているのだろう。

「ただの独り言」

　首を傾かしげる陽星にそう返す。

　陽星は「そかー」と間延びした声で頷うなずくと、敷いた布団の上へごろりと寝転がった。

　昨夜（四年前）と同じくきちんとふたり分の布団も用意されていたのだ。服もほとんど新品同然のものが同じく完備してあり、僕らは寝間着としてそれに袖を通している。

　なおその際、陽星がタンスの中から洗濯された自分の服を見つけて驚く、という事態が起きていた。四年前に着替えて、そのままこの部屋に置き忘れてしまったものだ。

　真っ当に考えるなら、あのときから地続きの時空へ進んでいる、ということだろう。

　時空がどうのこうの言っている時点で、何ひとつ真っ当ではないのだが。

「明日は何時に起きようねえ～」

　眠気が来たのか、とろんとした声の陽星に訊きかれた。

　何度でも思うが危機感がなさすぎる。同じ部屋ですぐ真横の布団に座っている存在が、出会ったばかりの男だということを理解していない……とも思えないのだが。

　陽星だって、異性に対して少なくとも人並みの警戒心は持っていたはずだと僕は思う。

　それでも彼女が、僕に対して警戒を抱かないというのなら。

　──それは、あまり歓迎すべきではないことのように僕は思えた。

「まあ、何時でもいいんじゃないかな」

「時間旅行中だもんねえ。時間なんて気にしてられないかー」

「どっちかって言うと、むしろ時間は気にしたほうがいいとは思うけど。別の意味で」

「あっはは。確かに確かにっ」

　それでも陽ひ星せに対して、自然と普通の対応ができるほどには心も回復してきた。

　まなつのお陰だ。彼女とほんの少し話しただけで、こんなにも気分が楽になれるなんて自分でもちょっとびっくりしている。いや、開き直っただけではあるのだが。

　もともと、僕は開き直ることで氷点下ぶってきたのだ。それが合っているのだろう。

「……」

　布団へ体を倒し、少し考える。横合いから陽星の声がした。

「電気、消す？」

「あー……眠くなったら消しちゃっていいよ」

「おけー。まだちょっと起きてるっ」

「……ん」

「ふへへ……。男の子と連泊なんて、わたしも悪い女になったものですぜ」

「無断外泊だね。しかも四年間」

「それもう失踪だよ、伊い織おりくん」

　取り留めもない、何も生み出さない下らない雑談。ニュアンスでしか話していない。

　なのにそれが、とても──どうしようもなく心地よかった。

　微睡まどろみが、首筋へ這はい寄よってくる感覚がある。生温かく柔らかなそれに、このまま身も心も全て委ねてしまいたい、なんて。不覚にもそんな気持ちさえ抱くほどだ。

　だけど違う。それは僕にはできないのだ。

　この状況は異常なのだから。

　奪われたものは、たとえ埋め合わせたところで、奪われたという過去は覆らない。

　星の涙によって改変された以上、久く高だか陽星は冬ふゆ月つき伊織を認識しない、という状態こそが正常になっているのだ。久高陽星が、冬月伊織と話していることのほうが歪ゆがんでいる。

　歪みは正さなければならない。

　何より、陽星は元の時間へ帰りたがっている。

　だが依然として、今回の件で星の涙を発動した者が誰なのかわからない。それ以上に、これがどういう願いなのかも、何ひとつ想像がついていない状況だ。

　ただ、ひとつだけ思ったことがある。

　──それは、今回の件の中心が僕だということ。

　きょーちゃんの言っていた《鍵》がまなつだったとした場合、時間が進んだ理由は僕が彼女と話したからだ。あのとき、陽ひ星せはただベンチに座っていただけである。

　つまり、僕をきっかけとして進行しているということ。

　だとすれば陽星は、ただタイミングよく巻き込まれただけなのかもしれない。

　僕の記こ憶とは思い出さないのに、僕を認識することだけ都合よくできるようになっている理由は、この事態に対処するため──現代へ戻るのに不都合な認識不全を解除したから。

　と、考えられるのではないだろうか。

　だとすれば、やはり僕はロクなことをしない。

　まなつにしろ小こ織おりにしろ、そして今回にしろ──誰かが星の涙を発動するとき、いつも僕が原因になっている。違ったのは、姉のために星の涙を使った灯とう火かだけだ。

　あのときはたまたま丘で出会ったから察知できただけで──。

「…………」

　そこまで考えたところで、ふと、まさかと思った。

　そうなのだろうか。

　全てはそういうことだったのだろうか。

　いや。いや違う、本当はもっと早くに気がついていた。目を背けていた。

　遅くともナナさんと話した段階で、この事実に向き合っておくべきだったのに。

　僕は、感情の熱を星の涙によって奪われている。そう言われた。

　だが僕はその先を考えなかった。その後の目まぐるしい状況変化に追われて見過ごしてしまっていたのだ。本当なら、真っ先に目を向けておくべきことだったのに。

　そもそもナナさんは言っていた。冬ふゆ月つき伊い織おりだけが星の涙の干渉に抵抗できる例外とでも思っていたのかと、確かにそう問われていた。なら、なぜ逆を考えなかったのか。

　──そもそもなぜ冬月伊織には星の涙に抵抗する力があるというんだ？

　僕が特別だからか。生まれつきその才能があったとでも？　馬鹿を言え。あり得ない。

　コトはもっと単純な理屈。




　それが、僕が星の涙に願った力だったからだ。




　ナナさんは言っていた。星の涙を使って陽星を助けたのは本人だと。

　ただ僕は勘違いをしていた。僕がその願いを叶かなえてもらったと思っていたのだ。だからそれを後悔して、二度と誰にも使わせたくないと願った。──僕はそう願っていたのだ。

　よりにもよって──星の涙そのものに。

　そうだ。中学を卒業してから、僕はずっと星の涙の所有者を探していた。それは言葉を変えれば星の涙を持っている人間に会いたいという願いじゃないか。

　そして見つけた。灯とう火かを。まなつを。小こ織おりを。

　偶然？　探していたから？　違う。違ったんだ。それは奇跡ではない必然だった。

　それこそが、星の涙によって叶かなえられた僕の願いだった。

　──星の涙を発動した者に都合よく遭遇すること。

　──願いを否定できるように星の涙の干渉を弾はじくこと。

　──そしてこれまで、全ての星の涙の願いに打ち勝ってきたこと。

　それら全てが、そもそも星の涙を誰にも使わせたくないという僕の願いの結果だった。

「……、マジかよ……はは」

　そんな簡単なこと、どうして気づけなかったんだろう。

　だが一度、気づいてしまえば、考えがどんどん結びついていく。

　たとえばまなつのとき、彼女の星の涙は一度、僕に効力をもたらした。僕はまなつを、自分の恋人だと思い込んだのだ。なぜか。

　決まってる。どちらも同じ星の涙なのだから、別々の願いが矛盾し合えば拮抗する。

　まなつの願いと僕の願いが正反対のものだったから、それらがいわば鍔つば迫ぜり合っていたということなのだ。現にまなつが願いを変えたことで僕は干渉を弾いている。

　たとえば小織。僕は彼女が意識を失う──つまり願いを叶えた直後を目にしている。

　だがその場所はあの七なな河かわ公園の丘の上ではなかった。

　つまり、星の涙を使うのに丘へ行く必要など初めから存在しないということ。それさえ勘違いしていたから、僕は自分の願いがズレて叶えられていることに気づけなかった。

　丘で願っていないのだから叶えられているはずがない、と。

　……今まで僕は、これだけのヒントを見過ごし続けていたらしい。

　考えてみれば当たり前だ。叶えられなかった願いが無効になった結果、自分でさえ何も知らないうちに、僕は別の願いを星の涙によって叶えられていたのだ。

　事実それは僕にとって、失った最も大切なものを取り戻すための行いだったから。

　誰かのためだと言い訳をし続けて、誰よりも僕が星の涙を使い続けていた。

　お笑わらい種ぐさだ。いや、もはや笑って済ませられる事実ではない。

　こんな欺ぎ瞞まんがほかにあるか？

　あれだけのことをしてきた裏側で、僕は今だって星の涙を使い続けているのだ。

「……伊い織おりくん？」

「ん？」

　名を呼ばれて、間を置かず即座に反応することにも慣れてきていた。

　顔を上げてみると、寝転がったままの陽ひ星せが、窺うかがうような表情で僕を見上げている。

「またちょっと暗い顔してたね、今。さっきまでは元気そうだったのに」

　どうして、こう。まったく。

「あー、ごめん。なんでもないことですぐ落ち込むのが悪い癖なんだ」

「何かあるなら聞くよー？」

「そう？　いや実は、ある悩みがあってね」

「悩みとな」

「たとえば明日、朝になってテレビをつけて、占いを見るとするじゃない。星座占い」

「うん。……うん？」

「僕は蟹かに座ざなんだけど、もし明日の占いで蟹座が一位だったら、それって未来から来てる僕の運勢も絶好調ってことでいいのかな？　逆に最下位なら絶不調なんだろうか」

「えっとぉ……」

「果たして星座占いは未来人にも適用されるのか否か。僕はそれが気になってたんだ」

「想像の三倍くらいどうでもいい悩みだった！」

「三倍なら誤差だね」

「許容範囲が広すぎるよ、伊い織おりくん！」

　道化ぶるのもすっかり慣れてきた頃合いである。

　進路希望の調査票にピエロとでも書いてみるのもいいかもしれない。

　──まあ、今さら落ち込むこともない。

　というよりそんな権利もない。それこそ、まなつに合わせる顔がないというもの。

　とにかくそんな感じで話を誤ご魔ま化かし、僕はかぶりを振った。

　──この部屋の玄関から物音が聞こえてきたのは、ちょうどそんなタイミングだった。

「誰かいんのか？　いるよな、明かりついてんだし」

　同時に声も聞こえる。

　男の声だ。つまり少なくとも、きょーちゃんが帰ってきたわけではない。

　というか──なんだか聞き覚えのある声だった。

「あれ……？」

　陽ひ星せもそれを察したのか、眉根を寄せて僕のほうを見る。

　頷うなずきを一度返し、僕は立ち上がると玄関へ近づいた。ドアの外へ、声をかける。

「その声、──もしかして遠とお野のか？」

「おお、俺の名前は知ってるってワケだ」

　やはりだ。その声の主は、同級生である遠野駆かけるのもの。

　だが、なぜ彼がここに来ている？　しかも、現い在まから三年も前の時点で。

「だよなー……そんな気はしてた。つか、その声どっかで聞き覚えがあるな？」

「……だろうな」

「ほう、当ててやろう。その声は──幽霊だな？」

「お前もう当てる気ないだろ最初から」

「適当に答えるなら、せめて広い範囲で言っておけば掠かするかもしれないだろ？　こいつはテクニックだよ」

「範囲を広げても方向が的外れじゃな……」

「そこは、ほら、な。人間、とは言わなかったことを褒めてほしいところだね」

「中学生かよ。……いや、そういや中学生だったな」

　言いながら僕はドアを開いた。

　予想通り。そこには僕の知っている、遠とお野の駆かけるの姿があった。

　もちろん中学時代の。彼は僕とは別の中学だから、あまり見慣れない姿だ。中学受験をして以降の遠野の姿となると、実はちょっと見慣れないため新鮮に感じる。

　制服だ。手には通学鞄かばんらしきものも見える。学校帰り、という時間ではないはずだが。

「なるほど。またずいぶんと評価に困る顔だ」

　遠野は僕の顔を見ると、ニヤリと、いつもの不敵めいた笑顔で口元を歪ゆがめる。

「褒めてはないよな」

「貶けなしたわけでもねえさ──まあ、確かに幽霊みたいな顔色だが」

「それは貶したろ」

「今のは褒めたさ。で？　冬ふゆ月つき伊い織おりくん、でいいんだよな。後ろにいんのは……陽ひ星せか」

　その瞬間、遠野がわずかに笑みを深めた気がした。

　ただし口くち許もとだけ。その瞳は、むしろ笑みからは遠ざかっているように思う。

「ふぅん……なるほどね。大方の事情は察したぜ」

「……見ただけで、僕らの事情がわかるのか」

　ということは、彼の立場はきょーちゃんと似たようなものなのか。

　目を細める僕に、遠野はわざとらしく肩を竦すくめて。

「ああ、すまんすまん。語弊があったな。俺は目の前の現象の意味なんざ、さっぱり何もわからねえよ。これでも驚いてる」

「そうは見えないが……」

「いや嘘うそじゃねえよ。マジでびっくりしたね。当然だろ。なんせ、若い男女が同じ布団にいるトコに居合わせたんだ。そりゃ驚く。まだ服を脱ぐ前でよかったぜ」

「そうは見るな」

「は──なんだ冬月。背が伸びた分、自重で軸が曲がったか？」

「…………」

「ずいぶん変わったもんだな。印象が違いすぎる」

　……確かに。この頃の僕とでは、あまりにも性格や態度が変わっていることだろう。

　自分で言うのもなんだが、遠野が信じられないのも無理はない。

「ま、なんでもいいが。悪かったな急に」

　そう言って遠とお野のは両の手を挙げた。

「いや、僕らもいきなり……というか勝手に借りてるからな。お前こそいいのか、こんな時間に来たのに。使うつもりだったんだろ？」

「構わねえよ。普通に家に帰るさ」

「……いいのか？」

「もともとそういう約束だ。──ここを使う人間が現れるまで綺き麗れいに保つ。その代わり、それまでは自由に使ってもいい。事情は知らねえが、たぶんそれが今日だったんだろ」

　遠野はそう語った。

　約束。また聞き流せない言葉だ。僕は問う。

「それって、誰との約束だ？　ナナさんか」

「あ？　違ちげえよ。俺が真摯に約束を守る相手は、かわいい女の子だけだぜ」

　遠野らしいというか、なんというか。

　目を細めていると、そのまま遠野はさらりと踵きびすを返してしまう。

「おい、遠野──」

「悪いな。そういうのには深く立ち入らないって、俺は決めてんだ。関わりたくねえ」

「…………」

　言い返せない。それを言われては。

　押し黙るしかない僕に、遠野はこちらを振り返ると、少しだけ気まずそうな顔で。

「ただ、まあ……そうだな。まあなんだ、ひとつ訊きいてもいいか？」

「……なんだ？」

「あー……双原流希は元気にしてんのか？」

「…………」

　その問いがどういう意味を持っているのか。

　僕は咄とつ嗟さにはわからなかった。そして遠野は答えを待たない。

「ああ、やっぱいい。今の質問はなかったことにしてくれ。気の迷いだ。聞きたくない」

「お前……」

「知らないほうがいいコトってのは世の中に多いもんだ。ただ……そうだな。その代わり次はこの質問に答えてくれ。──お前、星の涙を拾いに行った日のことを覚えてるか？」

　それは、僕と陽ひ星せが目の当たりにした、あの七月七日の夜のことだろう。

　どういう意図の質問なのか。迷いながらも、今度は僕も答えを返す。

「覚えてない、……らしいな」

「そっか。まあそうなんだろな。知らねえけど……じゃあ、懺ざん悔げしとくわ」

「懺悔……？」

「お前の記憶を消したのは俺だ」

「────」

「俺が星の涙に願ってお前らからあの日の記憶を奪った。──それだけは言っておくわ」

　あまり驚きはなかった。

　この話が遠とお野のから出てきた時点で、おおむね察しはつくからだ。

　──要するに僕は、星の涙を二度拾いに行っていたらしい。

　一度目は流りゆう希きとふたりで。

　そして二度目に、今度は陽ひ星せ、小こ織おり、遠野、きょーちゃんの四人を連れて。その後者のほうの記憶が、僕の中からは失われていたということ。

「ちなみに、使ったのは石を拾った直後だ。あの丘から降りてすぐに使った」

「……思い切りがよすぎるな、お前は」

「迷うことに意味が生まれるなんて稀まれだろ？　生あい憎にくと俺は、効率的じゃないことをあえて楽しめるほど才能人じゃないのさ」

「……なんでなんだ？」

　きっと、僕に訊きくことがあるとすればそれくらいで。

　遠野は咄とつ嗟さに顔を顰しかめると、小さく首を振って僕に言う。

「なぜ、ね。訊くのはそこか……いや、理由なんて決まってる。さっきも言った」

「……関わりたくないから、か？」

「そうだ。それに関しちゃ後悔もしてねえ。ただ予想外だったのは方法だ。まさか記憶を奪うとは俺も思ってなかった。それに関しちゃ、悪かったと思ってるよ」

　僕の頭は冷静で、ただ言葉の意味を考えている。

　星の涙は取り戻すための石だ。言葉通り、遠野も僕の記憶を奪いたかったわけではないだろうし、そもそも遠野が《僕が持つ記憶を失う》ことなど原理的に不可能だ。

　僕から記憶を奪う、という方法を星の涙が勝手に選んだのだろう。

「なんで、それを今になって僕に教えたんだ？」

　少なくとも、現在の時系列にいる遠野は未いまだ僕にその事実を隠している。

　おそらく言うつもりもないだろう。あいつはただ、関わらないためにそれをしたから。

「言ったろ。懺ざん悔げだよ」

　果たして遠野は言った。三年前の彼が。

「ただの儀式だ、意味なんてねえ。ここでそう言っときゃ俺の気が楽になる」

「気が楽に……か。開き直りだな」

「は。そうだな、そういうことだよ。別に許されたいと思ってるわけじゃない。そもそも今ここにいるお前に言っても意味はないんだ。いや、その逆か？　まあいいんだがな」

「…………」

「俺が何を言ってるか、わからねえだろ？　そうであることをむしろ祈るね。違ったかもしれない先の結果なんて、俺だって知りたかねえんだ。言ってみただけ、ってヤツだよ」

　言葉の通り、遠とお野のはただ語っただけだ。僕に謝ったわけではなく、だから返答も必要としていない。言ってみれば、それは単なる自己満足のための行為なのだろう。

　よって僕から返す言葉もなかった。確かに、僕が許すも許さないもない。その通りだ。

　記憶を奪われた──決して小さくないその事実に対して、僕は怒りも嫌悪も、まったく感じていなかった。どころか、むしろ遠野に少し感心してしまったくらいだ。

　なんなら僕も、見習ったほうがいいのかもしれない。

「そんだけだ。じゃあな」

　こちらの返事を待つこともなく、遠野はそのままアパートを去っていこうとする。

　何を言うべきか。適切な言葉を見つけられなかった僕は、最後に。

「あー……なんなら途中まで送ってくか？」

　まだ話していたいと、どこかで考えていたのかもしれない。

　それは、遠野から情報を引き出そうという理性的な思考だったのか。あるいはそうしている間なら、考えることだけに頭を使っていられるからという逃避だったのか。

　いずれにせよ遠野は、気持ち悪いとばかりに肩を竦すくめた。

「は、なんじゃそりゃ？　……ああ、見たトコ年上だもんな、今の冬ふゆ月つき。だからそういう発想になんのか。なるほど、そいつはちょっとだけ面白い」

「……必要なさそうだな」

「いらねえよ。夜道をお前に見送られるなんざ、ぞっとしねえ」

　それだけを言って、今度こそ遠野は去っていった。

　おざなりに振られる手を背中越しに見送り、僕も部屋の中に戻る。

「……今の話」

　部屋の中で、僕を不安そうに見つめる陽ひ星せと目が合った。

　彼女の前でするには迂う闊かつな会話だった。食い下がれなかったのはそれもあってだ。

「伊い織おりくん、あの」

「そろそろ眠ろうか。明日、また元の時間に戻る方法を考えないと」

　なんでもないよと笑顔で告げる。ふと笑顔が珍しいと灯とう火かに言われたことを思い出したが、今となってはむしろ得意分野になりつつある。灯火に自慢してやらなければ。

「……ん、わかった。おやすみ」

「ああ。お休み、──久く高だか」

　──彼女に会いたい、と僕は思った。
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　たぶんだけど。わたしは、わたしがやらなければならないことがわかっている。

　きっとそのためにわたしはここにいるはずで、だからがんばろうという気持ちはすごく強く持っているのだけど、いったいどうしたらいいのか、その方法が思いつかない。

　──何か大切なことを忘れている気がした。

　今の話もそう。伊い織おりくんも、そしてわたしも、きっと何かを忘れている。

　だから、こうなっているのだと思う。

　でも、それはよくないことだ。わたしはそれを見過ごせない。そうしないように、って誓いが胸にあった。どうしてあるのか──それはやっぱり思い出せないけれど。

　きっと、わたしにもできることがある。

　だからずっと考えていた。

　元の時間に帰る方法なんかより、ただそのことだけを、ずっと──。
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「伊織くんってたぶんモテるよね」

「──ぐ、んぅっ」

　危うくペットボトルのお茶を街中で吹き出しかける僕。

　今し方の陽ひ星せの発言は、そのくらいに唐突で予想外だった。

「わ。だ、だいじょぶ？」

「ああ、……大丈夫。問題ない。堪こらえた。それより、どうしたんだ、急に」

　僕たちは今、きょーちゃんアジトを出て再び流ながれ宮みやの駅前へとやって来ていた。

　時刻は昼の十二時過ぎ。

　とりあえず駅前的な場当たり作戦にも慣れてきそうな頃だったが、今日ここへ来た理由は、実は陽星の提案だった。

「なんとなくだけど。慣れてるような感じがする、的な？　これも奢おごってもらったし」

　クレープを手に持ってはにかむ陽星だが、理由はまさかそれだけなのか。

「奢おごるったって、別に大した額じゃないしね。それでもそろそろ財布が不安なくらいだ」

　実はそこそこ貯金がある僕だが、出どころがだいたいナナさんなのはどうだろう。自分でも何かしらおかしいという思いはあるのだが、背に腹を代える機能はない。

　どっちにしろ今は引き出せないが。

「そっか。あ、ちゃんと分けて食べようね」

「いや、僕は別に……」

「あーん」

「────」

　そんなことを言いながら突き出されたクレープを、僕はどう処理すればいいのだろう。

　第一、陽ひ星せはだいぶ顔が真っ赤だ。明らかに恥ずかしがっている。相手がほぼ初対面の男なのだから当然だが、そもそもそんな奴やつに『あーん』かましているのがおかしい。

「あの……受け取ってもらえないと、わたし、恥ずかし損でござるでげすが」

「なら初めからやらなきゃ、」

「やったの！　もうやってんだから今さら遅いの！　いいから食べろ、捻ねじ込こむぞぉ！」

　ムチャクチャ言うじゃないっスか……。

　仕方なく、ほんのひと口だけ端っこを齧かじった。甘い。

　だが陽星は止まらない。

「なんですかそれは！　お口が子リスですか！　リスなら頬ほお袋ぶくろがあるでしょう！」

「いやどういうツッコミ？」

「もっとお食べなさいと言っているんです！　そんなんじゃ大きくなれませんよ！」

「親なの？」

「いやまあ思ったより大きかったしね。これ全部食べたら、わたしお昼が入らないので、せめて半分は行って」

「半分渡すならもう普通に自分で食べていいかな」

「……ですよね、どぞ……すんませんでしたもうなんかホント恥ずい埋まりてぇよ……」

　かわいい。いや、かわいい、じゃない。何考えてんだ僕。

　だが顔を真っ赤にしてぷるぷる涙目で震えている陽星はやっぱりかわいい。

　何をしたいのかわからないところを除いて。

「くぁ。やっぱり慣れてるよね、伊い織おりくんはさあ！　わたしメッチャ恥ずかしいのに！」

「慣れてないよ。彼女なんていた例ためしないし」

「それは、アレですか。ちょっと遊んだくらいで彼女面させねえぞ的な──」

「そんなふうに見えますか僕が」

「見えます」

「見えるんだ……。見えるならいいけど。いや、よくはない」

　僕が慣れているのではなく、陽ひ星せに経験がなさすぎるだけだと思う。

　それなのに、わざわざこんな振る舞いをしているのは、朝に聞いた発言が元だろう。




「──デートをしましょう！」




　今朝、陽星は言った。

　言ってから秒速で日ひ和よってふにゃふにゃしながら、

「……いやあの、すんません間違いです。デートしてください、とかで……どすか？」

「どうしたの急に。いや本当に」

「やー、しましょうとか自信満々すぎるかなさすがに的な。なので下手に出てみたんですけど、でもほらわたしもそんな見た目めっちゃアレってこともないかなとか、えへへ」

「超卑屈……。いや、訊きいてるのはそこじゃなくて」

「じゃあわたしでもオーケーですか!?」

「え。あ、はい。もちろん。あの、不満はありませんが……そうじゃなくて」

「わたしかわいい!?」

「こわっ」

「怖い!?」

　そんなこと訊いてくる奴やつもはや都市伝説だよ。

　そういうのは星の涙だけで間に合っている。

　いや。とはいえ、さすがに女の子に怖いは失礼すぎるだろう。僕は謝った。

「ごめん。本当はかわいいと思ってます」

「お前の目は節穴だあ──っ!!」

「怒られるの!?」

「照れ隠しですごめんなさいっ！」

「……」

　ほんのちょっと。ほんのちょっとだけ。

　──こいつ面倒臭くせぇな。

　と、思ってしまったことをこっそり自白しておく。

　ともあれ。

　そんな経緯で、僕らはデートをするために街へ出てきたというわけだ。

「まあ、せっかくだし楽しくやろうってお話ですよ」

　僕がクレープを食べている間に、ようやく落ち着いてきた陽星はそう語った。

　別に反対はしないが、何かが間違っているような気もする僕。

「それでデート？　まあ前もそんな話はしたけど」

「前のときは、あれ結局は待ち時間を潰してただけでしょ？」

「まあ、確かにね」

「だから、いっそ今日はもうお休みにしようと思って」

「え」

「そういう提案だったので、まあちょっと、喜んでもらえるかな、と……」

　要するに、今日はもう元の時間へ戻る方法は探さないつもりだということなのか。

「いいの、それで？」

「わたし？　わたしはもちろん。ずっと気を張ってても疲れちゃうでしょ？　伊い織おりくん、わたしがちゃんと帰れるようずっと考えてくれてるもんね」

「あ、……いや」

「だから、これはそのありがとうの会なのです！」

　笑顔でそんなことを言われてしまっては断りようもない。

　わかったよ、と僕は頷うなずいた。正直、これといった方針がないのも事実ではある。

　──まなつのように、再び鍵になる知り合いを探すというのは、考えつく一個の手だ。

　だが、今度はそう簡単にはいかなかった。

　今日は平日だから、おそらく午後までずっと学校だろう。さすがに、中学校に乗り込むわけにはいかない。となれば放課後だが、七年前と違い、さすがにただの平日だった四年前の七夕の行動は覚えていなかった。

　もちろん、たとえば校門の前で張り込むという手法もあるが、それも確実じゃない。

　まなつのときのことを考えれば、この時代の鍵となる人物も現在の記憶を保持している可能性が高いのだ。素直に学校へ行くとも限らない。

　何より──陽ひ星せとは会わせたくない人間と、出会ってしまう可能性もある。

　諸もろ々もろを考慮すれば、実のところ人通りの多い繁華街をうろつく、というのは作戦としてナシではなかった。逆を言えば、この時間なら中学生と出くわす可能性はないのだから。

「はい、じゃあこれ残り半分」

　さっさと自分の分を食べきったクレープを、陽星に返す。

　両手でそれを受け取った陽星は、何やら難しい表情で僕を見上げて。

「しれっと間接キス狙い？」

「渡したの久く高だかだろ」

「おー、揺さぶりも効かないとはやりおりますなあ」

「デートって対戦ゲームか何かだった？」

「間違ってはないよ！」

「……言われてみるとそんな気がしてくるから驚くね」

「むむむっ、それは過去の対戦経験を振り返っての言葉ってヤツ!?」

「だから先に言ったの久く高だかでしょって」

「やっぱり慣れてる……」

「お前の目は節穴だよ」

「──!?」

　などというやり取りを交わした。

　まあ、陽ひ星せが楽しそうな分にはいいだろう。

「さて……じゃあお昼でも食べに行こうか」

　話を変えて僕は言う。クレープを食べたばかりだが、朝を抜いているから割と空腹だ。

　陽星も異論はないらしく、こくりと頷うなずく。ただそれから薄く笑みを見せて、

「ふっ、甘いね伊い織おりくん」

「え？　ああ、イチゴとクリームだしね」

「いやクレープの話ではなく！」

「知ってる」

「ぐぬぅ……！」

「で、甘いって何が？」

「おほん！　実はわたしは、キミが先に言い出すのを待っていたのだよ！」

「先にって、お昼を食べに行こうって？」

「その通り！　まんまと引っかかったね伊織くん！」

「……どういうこと？」

「ふふ、説明してあげよう。お昼の提案をしたのは伊織くんだね？」

　人差し指を立てて、絶好調の陽星だった。

　楽しそう。僕は嬉うれしいよマジで。

「そうだけど、それが？」

「つまり店を選ぶのも伊織くんということになるね！」

「ならなくない？」

「えっ」

「いっしょに探せばいいじゃん」

「え、あの……それだと困る……」

「困るて」

「……なって？　なろ？　今日は一旦、そういう感じでお願いしますぅ……」

「頼まれちゃったよ……。じゃあ、なる。僕が選びます」

「ありがとう！　──じゃない！　それがわたしの作戦だったのです！」

「……なら最初からそう頼めばよかったんじゃ、」

「デス！」

「あっはい」

「つまり今から、伊い織おりくんの店選びのセンスが問われることになるのだよ。仮にもデートなんだから、適当なお店は選べませんっ」

「あー……なるほどね」

「これがわたしの華麗なるデート戦術なのです。恐れ入ってください、どうぞ」

「自分で店を選ぶの怖かったんだね」

「バレてる！　それ言わないでよ、恐れ入っちゃうよわたしが!!」

「まあいいけども」

「おっほんっ！　さあ伊織くん、デートで女の子を連れていくに足る、オシャレで素敵なお店を、もちろんキミは知っているのだろうね──!?」

　僕は言った。

「そこのラーメン屋、美う味まいよ」

「あっ、上級者って逆にそういう感じなんだ!?」





　　　　　２






　そういう感じではなかったが、ラーメンは美お味いしかった。

　陽ひ星せもまったく不満に思わなかったらしく、満足そうにしていた。

「結構こってり系だったのに、平気そうだったね」

「いやいや伊織くん。女子がこってりしたラーメンを嫌うというのは偏見だよ」

「あ、そうなんだ」

「本当は好きなんだよ……。好きだけど、食べるには勇気を要する……そういうことさ」

「久く高だかは痩せてるほうだと思うけどな、見た感じ」

「努力の成果ですぅー。あーわかってない！　一杯のラーメンが命取りなんだよ！」

「だとしたら取られてるけど、命……今もう食べちゃったじゃん」

「そうなんだよなー！　でも美味しいんだもんなー！　どうしてくれるの!?」

「僕に言われても」

「伊織くんのせいだよ！」

「確かに提案したのは僕だけど、別に断ったって」

「違うの。いいの。伊織くんのせいなの。わたしが流されたんじゃないの。食べたかったとかじゃないの。そういうことにしておくことによって、心に平和が訪れるの」

　僕は平和の礎となった。

　まあ何か複雑なアレがあるのだろう。アレが何かは知らないが。

「あれ。でも、だとしたらさっきのクレープは」

「その先を言ったら戦争だよ、伊い織おりくん」

　平和とは戦争と戦争の間の準備期間に過ぎない、と何かで読んだのを思い出す僕だった。

　僕の犠牲、だいぶ無駄だったな……。

　ただ、思えば確かに平和な時間が流れていた。

　ここ最近はずっと星の涙への対応に追われていたから、何も考えずただ時間を過ごしているということ自体が、なんだかものすごく久し振りに感じられる。

　こうやって、誰かと時間を共にすること自体は最近とても多くなったが、だいたいその間もいろいろなことを考えている。まあ、状況が状況で相手が相手だったこともあるが。

　それで言うなら、今だって決して普通の状況ではないけれど。

「さーて。次はどうしよっか！」

　パッと手を広げて、楽しそうに陽ひ星せが問う。

　なんだかな。たとえば与よ那な城しろ辺りがこの光景を見たら、いったいどう考えるのやら。

「映画？　カラオケ？　それとも買い物かなあ！　ああでも、この時代で買ったものって持って帰れるのかな……？」

「……どうかな。あんまり想像できないけど……」

「うーん。でもきょーちゃんアジトで着替えた服はこの時代に持ってこれたよ。来るとき着たまんまだったって意味だけど」

　逆に陽星が置いてきた服は、置きっ放しのままでこの時代に戻ってきている。

　……その辺り、あんまり深く考えないほうがいい気はするんだが。どうなんだろうな。

「一旦ちょっと休もうか。なんか疲れたし」

　いろいろ考えた上で僕は言った。

「おじいちゃん！　枯れてる、枯れてるよ伊織くん！」

「まあ、割とよく言われる気はするけど」

「あははっ、やっぱり。でも確かにちょっとはしゃぎすぎたかもねー」

「…………」

　なんだかお互いに気を遣い合っているような会話だ。

　僕は陽星のことを考えて休憩を提案したのだが、陽星はおそらく、僕が言い出したから提案を受けている。それは本来、悪いことではないはずだが。

　それでも、どこかにお互い、拭いきれない不自然さを抱え続けているような……。

「あ、そこ入ろっか」

　目の前にあるハンバーガーのチェーン店を指して、陽星が言った。

　確か灯とう火かといたとき、ちょうど与那城が出てきた店だ。ナナさんの露店の近く。

　陽星もたまたま目についたふうだったが、食後のコーヒーを頼むと思えばちょうどいいだろう。僕は頷うなずき、ふたりでそのまま店に入った。

　適当に飲み物だけ買って二階へ。端の席に僕らは座った。

「うわー、なんだか懐かしいなあ……」

　店内を見回しながら、陽ひ星せは感慨深げにそう呟つぶやいた。

　同じことは僕も思っていたが、その理由は彼女とは違うだろう。だから訊きいてみる。

「そう？　この店は未来にもあると思うけど」

「あ、うん。それはそうなんだけどね。まあ窓から見える景色とか、いろいろ」

「あー、まあ駅前だからね。景色が変わるのは早いね……」

　普通に時を過ごしている間は気づかないものだが、いざ時間が巻き戻ると、変化に強く意識が向く。変わっていないところより、変わってしまったもののほうが気になるのだ。

　なんとなく窓の外へ目を向ける。そんな僕に、陽星は続けて。

「今にして思うと、この頃はよかったなあなんて気分になってくるよ」

「……それこそ枯れてない？　おばあちゃんみたいだけど」

「わはは。華の女子高生に向かってなんてことを」

「華の女子高生、って言い方がもうなんか女子高生っぽくないよね」

「それは本気で傷つくんですけど……」

　──この頃は楽しかった。

　陽星は言った。たぶん、本心なのだろう。似たようなことは僕も思う。

　ただ、僕が懐かしく思ったのは、陽星とこうやって過ごしていること自体だ。こうして放課後に、与よ那な城しろなんかも交えて駄だ弁べっているようなことは何度もあった。

　もちろん僕には、陽星や与那城以外に男子の友人も多かったし、こうして陽星と過ごす時間がいちばん長かったかと訊かれれば、決してそんなことはなかったのだろうけれど。

　それでも──今になって強く思い出すのは、やはりそんな日々のことだった。

「確かに、楽しかったな……」

　失われたものだから、強くイメージに残るのかもしれない。気づけば僕は呟いていた。

　だがその感覚は、記憶を失っている彼女とは共有できないものなのだ。

「おや。じゃあ伊い織おりくんは、昔に戻りたかったりするの？」

「……え……」

　唐突な問いに、僕は咄とつ嗟さに答えに窮した。

　果たしてどうだろう。もし本当に時間を巻き戻せるとして、僕はそれを望むのか。

　自分でも答えはわからなかった。

　それが星の涙によって引き起こされる事象ならば、考えるまでもなく、答えはノーだ。

　ただそれは手段を問題としているのであって、本質的に僕がそれを望んでいるかどうかとは関係がない。たとえば無償で使えるタイムマシンがあれば、僕は過去に戻るのか。

　……戻ってどうする？

　楽しかったと自覚する日々を取り戻したいのか？

　いや違う。そんな奇跡を僕は信じない。

　だとすれば僕が過去に戻るのは──それに足る理由があるとするのなら。

　それは。

「──おおっ！」

　何も答えられないでいると、いきなり陽ひ星せが目を見開いた。

　何かを見つけたらしい。話が流れそうなことに安あん堵どするのも束つかの間ま、彼女は言った。

「[image: ]ちゃんたちがいる！」

　悲鳴が漏れなかっただけ奇跡だった気がする。僕は奇跡を信じていないのに。

　陽星が何を言ったのか、おそらくは名前に該当するであろう部分が聞き取れない。

　まるで脳がその情報の認識を拒否しているかのように。

　だがわかる。音は捉えられないのに、それが誰なのかは一発で理解できた。

「わー、わー……！　懐かしいなあ。違う高校になっちゃったけど……」

　当然だ。僕は、その名前を今だって覚えている。

　忘れたりするはずがない。

　大事なことは忘れているのに、思い出したくもないことは今も強く覚えているから。

　静かに、後ろへ振り返った。

　僕の背中側に、ちょうど階段を上がってきたのだろう、四人の中学生がいた。

　全員が女子だった。例外なく制服姿で、それが見慣れた母校のものだと僕にわからないはずもない。こちらには気がつく様子もなく、そのまま四人がけの席へと腰を下ろす。

「ああ、伊い織おりくんは知らないよね。中学の頃に仲よかった友達なんだー」

　陽星は言った。

　だが僕は──僕だけはそれが違うということを知っている。

「あはは。もしかしてサボりなのかな。早退してきたのかも……わっるーい」

　悪い……確かに、その言葉はまさしくぴったりだ。

　こんなときに限って早退して、わざわざこの店に来るとかどういう理屈だ。

　あるいは、それさえ星の涙の思うがままか。

　──彼女たちは中学時代、陽星をいじめていた主犯格の四人だった。

　そして卒業の頃には、陽星にとって与よ那な城しろと並ぶ大親友と言ってもいい四人である。

　なんて、ふざけた石なんだ。

　ふざけている。あまりにも下らない。馬鹿げているにも限度があるだろう。

「[image: ]ちゃんたち、元気だなあ」

　ノイズがかかったような名前が、陽星の口から出ることが耐えがたい。

　ただ僕は固まったまま、楽しそうに談笑する四人のほうを、強く睨にらみ続けていた。

　そのせいだ。さすがに視線に気づいたらしく、四人のうちのひとりが僕に目を向けた。

「あっ、もう伊い織おりくん、見すぎ……！」

　小声で陽ひ星せに怒られたが遅かった。

　僕に気がついたひとりは、嫌悪と不快感を表情に浮かべて細い目で僕を見る。

　当然だろう。見知らぬ男が強い視線で凝視していたら、向こうだっていい気はしない。

　あるいは僕が冬ふゆ月つき伊織であることを察したのか。

　絡まれるわけにもいかない。そのまま視線を逸そらそうとする僕だったが、そこでふと、妙なことに気がついた。

　こちらを見ている彼女の顔色が、次第に嫌悪から恐怖へと変わっていったのだ。

「……？」

　なんだ？　彼女は明らかに僕へ怯おびえを見せた。嫌悪の表情が強こわ張ばり、目が見開かれる。

　もし自分を強く睨にらむ男に怯えるなら、それは最初からのはずだ。強気に睨み返していた彼女が、何もしていない僕を急に怖がる理由がわからない。

　そのまま彼女は、連れである三人に声をかけた。全員がこちらへ視線を向ける。

　何か小声で会話しているようだが、内容はここまで届いてこない。わかるのは明らかに僕を意識していることだけで、だとしても態度が異様だった。

「ど、どうしたんだろ……。もしかして、わたしのことに気づいたのかな……？」

　様子がおかしいことは陽星も気づいたらしく、不思議そうに呟つぶやく。

　だがそれは違う。彼女たちは陽星の存在に、よくも悪くも目を留めていない。

　あるいは──これが《鍵》というヤツなのだろうか。

　可能性はある。だとすれば僕は、彼女たちに声をかけるべきなのかもしれない。

　正直、それは避けたかった。陽星がいるときに彼女たちと話したくないのもあったが、それ以前に急に声をかけること自体ハードルが高い。

　それでも、必要かもしれないならやるべきだ。意を決して僕は立ち上がる。

「ひっ」

　立ち上がった瞬間、ひとりが怯えたように悲鳴をあげた。

　店中の視線が僕らに向く。まずい。と、そう思ったのも束つかの間ま。

「い、行こ。もう出たほうがいいって」

「うん……っ！」

　彼女たちは口々にそう言いながら、入ったばかりの店を逃げるように去っていく。

　さすがに止められなかった。ただ違和感だけが僕に残る。

「ど、どうしたの……？」

「……わからない」

　陽星に問われたが、そう正直に答えるほかなかった。

　なんだったんだ、今のは、いったい。なぜ彼女たちは僕から逃げ出したんだ。

　出どころのわからない、もやもやとした感覚だけが僕に残されていた。

　ただ思う。




　──ここは本当に過去の世界なのだろうか。
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　そのまま漫然と時間を過ごした。

　特に何をするでもなく、気づけば時刻は十五時半過ぎ。

「……そろそろ出る？」

　と、陽ひ星せのほうから切り出されるまで、僕はずっと考えごとをしていた。

　何かがおかしい。

　今となっては、僕と陽星が迷い込んだこの世界が、本当にただの過去かは酷ひどく疑わしい気がする。それにしては、何か妙なズレがあるような気がしたのだ。

　店を出て、歩き慣れた駅前の道をどこへともなく歩く。

　陽星はすぐ後ろをついてきているが、やはり声をかけづらい様子で。

「……俯うつむきながら歩いてると、危ないよ？」

「ん、ああ……そうだね、ごめん。ちょっと考えごとしてて」

「うん……」

　よくない兆候だ。陽星のことを蔑ないがしろにはしたくない。

　考えることが多い割には答えに迫れていない、不快感に近い感覚がずっと背筋を撫なでていた。この調子で本当に、陽星を無事に帰してやることができるのだろうか。

「……伊い織おりくんってさ」

　ふと、陽星の声が聞こえた。

　振り向くと、どこか真面目な様子で陽星は。

「[image: ]ちゃんたちと知り合いだったり、するのかな」

「……いや。そんな、ことはないよ」

　嘘うそを、咄とつ嗟さに僕はついていた。ついてしまった。

　それは嘘が、取り返せない過去になるということだ。

「そっか。ならいいんだけど」

「……うん」

「えっと。伊織くんって流ながれ宮みや高校なんだよね。二年生」

「……そうだね」

「そっか。そうだよね。そう言ってたし」

「…………」

「…………」

　会話が弾まない。僕はいったい何をしているんだ。

　こんなんじゃダメだ。ここから帰るまで、陽ひ星せを悲しませないと決めたはずだ。

　それくらい──せめてそれくらいのことは僕だってやらなくちゃ。できなきゃダメだ。

　気分を変えよう。もともとそのために、陽星はデートだと言ってくれたのだ。

「あの、」

「あの！」

　考えるのをやめようと声を出したところで、それが陽星と被かぶってしまった。

　そして直後、さらに別の声が僕らに向かってかけられる。

「ハッピーアイスクリーム！」

　僕も陽星も、まさかいきなり街中でそんな言葉をかけられるとは思わず、びっくりして肩を震わせてしまった。

　古すぎる、という当たり前のツッコミも出てこない。

　だがそれを言った当の本人は、まるで意に介した素振りもなく笑顔を見せながら。

「言葉が被ったときは、それを先に言ったほうがアイスを奢おごってもらえるという社会的なシステムが、実のところ存在するんだ。って、社会から外れたおっさんから聞いたよ」

　僕は茫ぼう然ぜんとしたまま立ち尽くす。

　代わりに陽星が、驚きながらも突っ込むように。

「ええと……それは信用していいものなのかな？」

「信用はともかく採用はできるよ。ほら、陽星。伊い織おりがぼーっとしてるうちに」

「は、はっぴー、あいすくりーむ」

「上出来だよ。ついては伊織、ふたり分は君の奢りだ！　男の甲か斐い性しようを見せるときだぜ」

　僕は、彼女の名前を口にした。

「……流りゆう希き」

「そうだよ。みんな大好き、君の友達の流希ちゃんだ。久し振りだね、未来の伊織！」

　双ふた原はら流希は、僕らの存在を見て言った。

　つまり彼女は、この時間軸から四年前に僕らが会った、あの流希ということだろう。

「……久し、振りだな？」

　なんだか間抜けな返答しか僕はできない。

　流希はそんな姿を見て笑い、僕に近づくと一気に懐まで潜り込んできて。

「っと!?」

「うーん、やっぱり。久々に浴びる伊織成分は最高だねっ！」

　胸の中にすっぽり収まって、ふざけたことを言いながら、笑顔で僕を見上げていた。
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「本当に入って大丈夫なのかな……？」

「母校なんだし平気平気。もう放課後だからあんまり見られることもないしね」

「もし見つかったら？」

「わたしは優等生だからね。お茶ちや目め一回分くらいならお目め溢こぼしポイントを稼いでるよ」

「それ平気じゃないよね絶対！」

　そんな会話を繰り広げる陽ひ星せと流りゆう希きを前に、母校の校舎へ足を踏み入れる。

　この時代へ来たのは、記憶を持ったある人に会ったから──その話をしたところ、元の時代に戻るヒントがあるかもしれないと、流希が僕らを連れてきたのだ。

　半ば無理やりだった。

「どう？　やっぱり懐かしいものかな？」

　廊下を歩きながら、僕らを見て流希が問う。

「うん、そうだね。言っても卒業したの去年だけど、やっぱり懐かしいな」

「高校生ってそういうものかー。うん、わたしも将来が楽しみになってくるよ！」

「そうなんだ？　でも、不思議だなあ……」

「不思議って？」

「あ、いや。流希ちゃん、わたしと違う中学だったはずだから……」

「……なるほどねー。そっちの世界ではそうなんだ」

　そう。僕もまったく同じことが気になっていた。

　制服姿を見たときから思っていたが、この世界の流希は僕や陽星が通っていたのと同じ中学に在籍している──僕らの過去とは決定的に異なっている。

　この時点で、僕はこの世界がいったいどういうものなのかをだいたい察していた。

　やはり星の涙はどこまでも悪辣だ。いっそ感心してしまうほどに。

　──この世界は僕らの過去なんかじゃない。

　だから。それがどういう結果を生んだのか知るために、僕はここまでついてきたのだ。

「いやあ。流希ちゃんも大きくなったね。てか美人だよね……！」

「そう？　ああ、大きい陽星は、まだ小学生のわたしと会ったばっかりなのか」

「あ、そっか。流希ちゃん的には四年振りだもんね」

「面白い感覚だねー。でも陽星もバッチリかわいいぜっ！」

「あははっ。流希ちゃんにそう言ってもらえると嬉うれしいかも。ありがとー」

「どういたしまして！　でもよかったよ、ふたりを捕まえられて。会いたかったもん」

　流りゆう希きが言う。その言葉に陽ひ星せが反応して、

「あれ。流希ちゃんは、わたしたちがあそこにいるってわかって来たの？」

「まーねー。実は[image: ]たちから連絡があったんだよ。伊い織おりたちを見たっていうね」

「……そうなんだ？」

「うん。それで、もしかして四年前に会ったふたりじゃないかってピンと来たんだ。学校終わったらすぐに走っていったんだけど、見つけられてよかったよ」

「…………」

　校舎は狭く感じられた。

　小こ織おりと訪ねた小学校ほどではないにせよ。

　僕は、こんなにも狭い世界にすら太刀打ちできなかったのだ。

「着いたよ。ここがわたしの教室。ちなみに陽星も同じクラスだよ」

　廊下を進んだ先。がらりと引き戸を開けて、流希が僕らを案内してくれた。

「そこは同じなんだね。わたしもこのクラスだったから」

　陽星が懐かしそうに言った。流希も笑う。

「席はそこだよ。廊下側から二列目のいちばん後ろ」

「そうそう。確かここだったことあるよ。そっか、その時期かー」

　自分の席に近づき、陽星は軽く机に手を触れて笑う。

「この時代のわたしが今、ここを使ってるんだねー。やっぱり不思議な感覚だよ」

「わたしはちなみにすぐ隣だよ。廊下側のいちばん後ろ」

「お隣さんだ！　へえ、そうなんだ……わたしのときって誰が隣だったっけなあ……」

「あれ。覚えてないんだ？」

「まあ席なんてあんまり覚えてないよ、さすがに」

「うん。それもそっか」

「ところで、わたしってどんな感じかな、流希ちゃん」

「陽星？　どんなも何も、いつも楽しそうに過ごしているよ。そうじゃなかった？」

「うん……そうだったと思う。あはは、こっちでも元気みたいでよかった」

　──充分だ。

　もう充分すぎる。よくわかった。

　僕は言う。

「なあ。僕もちょっと、あちこち見てきてもいいかな」

「……伊織くん？」

　首を傾かしげる陽星。急に言い出したのだから無理もない。

　一方の流希は「いいよ」と頷うなずくと、僕に向かって何かを投げてきた。

　鍵だった。

「……これは」

「ん、屋上の鍵だよ。特別に使わせてもらってるんだ。伊い織おりは屋上、入ったことある？」

「……いや、確か一度もないな」

「そっか。じゃ、バレないようにこっそりね？　場所はわかる？」

「ああ」

「オッケー。そんじゃ、またあとで会おう」

　手渡された鍵を握り締めて、廊下へ出る。

　その直前に振り返ると、僕は流りゆう希きに向かってこう訊たずねてみた。

「なあ、流希。体の調子はどうだ？」

「え？　そりゃ元気だけど」

「そっか。それはよかったよ」

　それだけを聞いて僕は教室から逃げ出した。

　階段を上り、僕はそのまま中学の屋上へと向かう。鍵を開けて中へ。

　端を囲うフェンスの前まで僕は行く。

　一度だけ下を眺めた。見慣れた校庭、だがこの高さから眺めたことはない。部活に励む生徒たちの声が、ずいぶん遠くに聞こえていた。

　そして、その中に僕は見つけてしまう。

　──陸上部なのだろうか。トラックを走るひとりの少女の姿を。

　陽星だった。

　僕はフェンスに背中を預け、そのままずるずると沈むようにその場へ座り込む。

「……やられたな、これは……」

　そんな言葉が、自然と漏れていた。

　まったく意地の悪い話だ。そんな事実を僕に突きつけなくてもいいだろうに。

　ここまで打ち据えられると、もはや乾いた笑みさえ浮かんでくる。

　空を見上げた。

　七月の今頃はまだ明るい。太陽が空高く昇っていて、星なんてひとつも見えない快晴がどこまでも高く広がっている。ほんのわずかに流される雲を、なんとなしに目で追った。

　世界は綺き麗れいだった。

　綺麗な世界だった。

　この世界がなぜ綺麗なのかが僕にはもうわかっていた。

「ここは、流希が生き残った世界なんだ……」

　そしておそらく、その代わりに──冬月伊織が命を落とした世界。

　僕と会って遠とお野のが『幽霊だな』なんて言ったり、同級生の女子が僕を見て怯おびえた様子になったりしたことの理由が、今になって理解できてしまう。

　言葉の通りだ。彼らは幽霊を──死んだはずの冬ふゆ月つき伊い織おりをその目にしていたのだ。

　過去の世界だなんて笑わせる。

　ここは、言ってみればむしろ並行世界と言うべき時空なのだろう。

　おそらくこの世界にはもう冬月伊織は存在しない。あの七年前からこの三年前までの、四年間のどこかで、僕は死んでいるのだろう。

　だから、より正確に表現すれば。

　この世界は──冬月伊織と双原流希の役割が入れ替わった世界ということだ。

　予兆は七年前の時点から存在していた。

　思えばあのときの伊ぼ織くは、かつての僕よりどこか臆病に見えた。流りゆう希きが《ぼく》という一人称を使い続けていたのは、おそらく伊ぼ織くに対して大人ぶっていたからだ。

　あるいは、この世界では生まれつき病弱だったのが伊ぼ織くのほうだったのかもしれない。

「はは……そりゃいいや。代われるもんなら、代わりたかったよ。僕だってな……」

　誰に聞かれることもないのをいいことに、自嘲ぶって僕は呟つぶやいていた。

　流希のことを、僕はずっと太陽のような存在だと思い続けていた。

　それはこの世界でも変わっていない。だからこそ、多くのことが変わっている。

　──この世界では、陽ひ星せは今も幸せそうに過ごしている。

　いじめられることなどないのだろう。たぶん、流希はそれを解決したのだ。

　何があったのかはわからない。信頼して屋上の鍵を預けられるような少女のことなど、僕にわかるはずがない。

　だが[image: ]たちがひと目で未来の僕に気がついたり、その連絡先を流希が知っていたり、僕を見つけたことですぐ連絡が行ったり──とにかく僕とは違う状況になっている。

　そして、陽星は笑みを浮かべながら、トラックで汗を流している。

　──なんだこれは。

　いや、なんなんだ僕は。

　何ひとつ変えられなかった僕と違って、流希は星の涙を使わずに陽星を救っている。

　綺き麗れいで、美しい、素敵な世界がここにはあった。

　僕ではなく流希がいることで、世界はこんなにも輝くのだ。

「ならなんで僕なんかがここにいるっていうんだよ……」

　わかっていた。どうしようもなく無力な僕と違い、流希がすごい奴やつだってことくらい。

　だけど──こんな形で決定的に突きつけられるとは考えていなかった。

「……これは、効くな……さすがに。はは……」

　自分という存在の無価値さを、世界全てに示されている。

　いや、そこまでされなければわからなかった時点で、そもそも愚かさの証明なのか。

「いったい誰の、なんの願いだってんだよ、これ……」

　僕は訊たずねられているのだろうか。

　この世界を望む誰かがいるのだとして──お前にそれが否定できるのかと。

　これまでと同じように、この願いを消し去ることができるかと。

「……できねえよ」

　こっちのほうがいいと言われて、それを否定することなんて僕にはできなかった。

　無理だ。僕は、この願いに抗あらがうことなんてできない。

　だって僕自身ですら、こちらのほうがいいと思ってしまっている。

「…………」

　立ち上がって、背後を振り返った。

　眼下に小さく陽ひ星せが見える。この世界の陽星が。

　笑顔で、明るく、楽しそうに──どこまでも今を楽しんでいる少女の姿がある。

　彼女は星の涙を使わないだろう。

　その必要がないからだ。彼女は何も奪われなかった。失っていない。

　そういう世界が存在したのだ。

　そこにいるのが僕でさえなければ──陽星を助けてあげることができたんだ。

　できたんだよ。

「…………」

　気づけばフェンスに手がかかっていた。

　──このままここから飛び降りてしまおうか。

　ほんの一瞬、僕は本気でそこまでのことを考えていた。だができない。

　そんな無責任は許されない。

　そんなことをしたって何も解決しない。

　死ぬ勇気なんて、まったくなかった。

　死にたく、なかった。




　──私は伊い織おりのことが好きだよ。




　僕にそう言ってくれた、まなつの言葉を思い出す。

　それを忘れるなと彼女は言っていた。だから僕はきちんと覚えている。

　自分に好かれるような価値があるとは思えない。まなつは男を見る目がまったくないと僕は本気で考えているし、考え直すべきだと友人としてかなりマジで説得したかった。

「……それでも、覚えてるって……言ったからな」

　自分のことは裏切れても、まなつのことは裏切れない。

　だから。

「考え直せばかっ！」

「──べうっ!?」

　背後から思いっきり引ひっ叩ぱたかれて、顔面をフェンスに強打した痛みは、感じなくていいはずの痛みだったと主張したい。

　僕は涙目になって蹲うずくまる。

　氷点下でお馴な染じみの僕だが、別に痛みにことさら強いわけではない。普通に泣く。

「痛いっつぁ……鼻、顔……つぁああぁ……っ！」

「あ、ご、ごめんね？　咄とつ嗟さだったから勢いついちゃったよ。痛かったかな」

　僕を後ろから吹っ飛ばした誰かが、慌てたように謝ってくる。さらに続けて、

「だけど考え直してくれ」

「言っとくけど飛び降りようとか考えてねえからな……！」

「あ、そうなの？　それはよかった。うん、実はそうだと思ってたんだよ、私も」

「よかねえだろ……。てか、思ってたんならなんで突き飛ばしたんだ……」

　本当はちょっとだけ考えたわけだが、それよりも顔を打った文句が強く出た。

　涙の浮かんだ顔で、しゃがんだまま犯人の顔を僕は見上げる。

「────…………っ!?」

　そして、驚きに目を見開いた。

　こんなことをするのは、てっきり流りゆう希きだろうと思っていた。だが違った。

　痛みで頭が回らなかったが、そもそも声が違う。

　そこにいたのは、この学校の制服に身を包んだひとりの中学生であり──そして。

「うん。いやまあ本当は信じていたけどね？　でも伊織先輩が悪いんだぜ」

「──あ……」

　その、もう呼ばれることはないと思っていた呼称に、心臓が跳ねる。

　涙を浮かべていて助かった。それが、痛みのせいだと誤ご魔ま化かしておけるから。

「……こ、おり……っ」

　名を呼ぶ声は震えていた。

　感情が膨れる。星の涙でさえ、そう簡単には消し去れないほど、強く。

「ん。いや、あれだけ感動的なお別れをしたあとだからね。その上で再登場なんて、少し気まずいかなと思ったんだけど……この分なら、安心して名乗ってもよさそうだ」

「お前、何を……そんな、ばかみたいな……」

「ばかみたいって。酷ひどいなあ、もう」

「だって、小こ織おり……お前、どうして……」

　混乱して訊たずねる僕に。

　もう消え去ったはずの後輩の少女は、いつもの悪戯いたずらっぽい笑みを見せながら。




「そんなの決まってるでしょ。──伊い織おり先輩を、助けるためにさ」
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「双ふた原はら流りゆう希きから連絡を貰もらったんだ。この世界の、という意味だけどね」

　小こ織おりはそう語った。

　今、僕らは中学校の屋上に並んで、フェンスに背中を預けている。

「気がついたらここにいてさ。彼女が気づいたんだよ。普段の生はい原ばら小織と、この私が違う中身だ、って。一応、バレないように振る舞ってみたつもりではあったんだけどさ」

「……そうなのか」

「ちょっと話すなり一発で『ところで誰？』ってね。心臓が止まるかと思ったよ」

「すげえな、あいつは……」

　僕だったら気づけたかどうか。

　感心する僕に、けれど小織は肩を揺らして。

「まあ、生き別れの双子の姉だって答えたら信じてたけどね」

「……………………まあそれはそれですげえよ」
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　褒めたのに気まずくなってしまった。僕なら絶対信じない。

　いや、それはともかく。

「その……なんだ。消えずに済んだってことなのか？」

「──違う」

　希望を乗せた問いを、けれど小こ織おりは切り捨てる。

　そんな都合のいい奇跡がないことは、痛いほど知っているだろうと。

「まあ、この世界だけの……今だけのサービスだと思ってくれ。残留思念的なヤツさ」

「残留思念、って……」

「それっぽいことを言ってみただけだよ、真面目に捉えられても困る」

「…………」

「別に詳しい事情を知っているわけじゃないんだ。ただ、これが本来ならあり得なかった奇跡だってことはわかる。それは間違いない。これが済んだら私は消える──というよりもう消えている。その残り香のようなものがギリギリ漂ってる程度の存在だよ」

　それでも会えただけ嬉うれしいと思うべきか。

　あるいは、小織が二度も消滅の恐怖を覚えることを悲しむべきか。

　わからないでいる僕に、小織は苦笑して言った。

「言っておこうかな。伊い織おり先輩のお陰で、無事に生はい原ばら小織は目を覚ましたよ」

「あ、ああ……そうだな。あのあとすぐこっちに来ちゃったから、あれだったけど」

「伊織先輩は、いつだって事件に巻き込まれてるね。──さておき、伊織先輩のお陰で、生原小織の星の涙はきちんと砕けた。もうバイト戦士の私のことは誰も覚えてない。この世で、伊織先輩を除いてね」

「……そうか」

　厳密にはもうひとり、ナナさんも記憶しているはずだが。

　小織もそのことを知らないなら、あえて言及しなくてもいいだろう。

「まあ、改めて感謝を伝える機会はできた。この星の涙の使用者にそこは感謝したいね」

「……小織にも誰だかわからないのか」

「そうだね。私が知ってる星の涙の所有者の中に、こんな願いをしそうな人はいない」

「確かに……そうなんだよな」

　そこは僕も引っかかっているところだ。

　そもそも、どういう願いなのかもいまいち判然としない。

「ああ……いや。ここでは僕が死んでいて、流りゆう希きが生きてるんだよな……」

　──となればひとりだけ、それを望む該当者が存在するのではないだろうか。

　だがそれを言葉にするよりも早く、小織が不服そうな顔で零こぼす。

「最悪の世界だね」

「さ、最悪って……おい」

「自分勝手かな？　でも私にとってはそうだよ。生はい原ばら小こ織おりではない小織わたしにとっては」

「──！」

「伊い織おり先輩とここまで過ごしてきた時間は、結末まで含めて、その全てがかけがえのない私の財産だからね。それを奪われるなんて困ってしまうよ」

「そうか。……ありがとな」

「なんで伊織先輩がお礼を言うんだい？」

「言うさ、そりゃあ」

　たったそれだけで救われた気になるのだから、我ながら酷ひどく安いと思うけれど。

　僕を肯定してくれるものだって、ここに確かに存在しているのだ。

「さて。それじゃあちょっと考察してみようか。今回の件についてね」

　小織は言った。

　僕は静かに頷うなずく。

「思うに、この現象はいくつかの──あるいは全ての星の涙が干渉し合って起きている」

　と、いきなり小織はそんなことを言い出す。

「どういう意味だ……？」

「でなければ私はここにいない、という話だよ。私ではない誰かの願いに、私が登場すること自体があり得ない」

「……なるほど」

　言われてみればその通りだ。

　どうしてこの願いに、小織の登場する余地があるのだろう。

「ただ、さっきも言った通り私の星の涙は、すでに砕けて壊れている──仮説だが、一度でも星の涙を使った人間の意識みたいなものが、星の涙の中に残るのかもしれない」

「……そりゃまたとんでもないことを言い出すな」

「願いって要するに想おもいだからね。それが残ってなきゃ、私もここにいないよ」

　でも確かに、まなつの星の涙も砕けている。

　それを考えると、星の涙同士はどこかで繋つながっているのかもしれない。

「伊織先輩はこれからどうする？」

「……どうしたらいいと思う？」

「それを私に訊きくなんて、伊織先輩もだいぶ参ってるね」

　苦笑する小織。

　確かに、これまでの僕なら問答無用で願いと戦っていただろう。

「わかんなくなったんだよな……どうするべきなのか」

「……どうするべきなのか、ね」小織は息をつく。「今さらだなあ」

「ああ。自分でも今さらなのはわかってる。僕はお前の……みんなの願いを、もうとうに終わらせたあとだ。だけど今になって、もっとほかに何かあったんじゃないかって──」

「いや、そういうことじゃなくてね」

　小さく小こ織おりは首を振る。

　目を見開いた僕に、いいかい、と彼女は指を立てて。

「まず先輩は一回落ち着いて私の話を聞いてくれ。聞いてないでしょ実は」

「え……いや、そんなことは」

「あるよ。だって私は、何度も先輩に感謝してるって言ってる。言ってるよね？　なのにどうしていつまでも罪悪感ばっかり口にするんだ。私のことは、私から頼んだんだよ？」

「……えっと」

「ここまで言ってわかんないならもうただの阿あ呆ほうだよ。あほ月つき先輩って呼ぶぞ」

「……あほつき……」

　呆ぼう然ぜんとする僕に、小織はやれやれと首を振り。

「先輩は、いつも『どうするべきか』ばっかり考えてるよね。そうじゃなくて、たまには自分が『どうしたいのか』を考えてもいいんじゃない？」

「────────」

　僕は思わず目を見開く。そんなこと、意識したこともなかったから。

　なんでか反論しなきゃいけないような気がして、僕は反射的に口を動かす。

「いや、そ……そうでもないだろ？　僕は結構やりたい放題だったっていうか……」

「だったら『べき』なんて言葉は出てこない。むしろ伊い織おり先輩は『べき』じゃないことをするべきなんだから。だって、それって義務感から出てくる言葉でしょ？」

「……それは、そうかもしれないが」

「まあそれが伊織先輩らしい真面目さなのかもしれないけど。でもそれは、少し言い方を変えれば、いつだってやらなくちゃいけないからって言い訳をしてるってことでもある」

「…………」

　──それは、やらなければならないことだから。

　そのことに胡坐あぐらを掻かいて、行ってきたことの責任をほかへ押しつけている。

「そう、なのかな……」

「まあ悪く言えばって話だけどね。別に伊織先輩を責めたいわけじゃない。ただ──」

　そこまで言うと、小織はくすりと軽く微笑ほほえんでから、僕のすぐ傍そばに顔を近づけて。

　いつも通りの茶ちや目めっ気けたっぷりの表情で、悪戯いたずらっぽく小首を傾かしげた。

「そう。私はもっと先輩のわがままが聞きたかったんだ。それが私のわがままだった」

「……小織、の……」

「なにせ私のわがままだからね。言った責任は自分で取るのさ。だからこうして、会いに来たんだと言ってもいい。それをどう受け取るかは、伊い織おり先輩の自由だけどね？」

　……ずるい話だ。小こ織おりにそんなことを言われて、僕が拒否できるはずがないのに。

　それとも──そう思っていること自体が、僕にとってのわがままなのか。

「傷つけたのは自分だとか、助けられなかったからとか、そういうことじゃないんだ。今ここにいる伊織先輩は、誰と、何をしたいのか。伊織先輩はそれを考えるべきだぜ」

「…………」

「そうしてほしいと、私が思えていること自体が──伊織先輩の成果だってことさ」

　小さく、僕は息をついて。

「……難しいことを言ってくれるよ」

　そんなふうに、小織にわずかな反抗をする。

　罪悪感はなくならない。それを、僕はきっと死ぬまで引きずるだろう。

　ただ。どれほど失敗だらけだとしても、取り返しのつかない間違いがあっても、決してそれだけではなかっただろうと、小織は言ってくれている。

　ある意味で、それはものすごく厳しい言葉だ。

　お前に価値があるという言葉は、裏を返せばその価値を示し続けろという要求なのだ。

「大丈夫。伊織先輩なら、それができるさ」

　それでも小織は譲らなかった。

　──マイナスが補ほ填てんされたところで、マイナスになったという事実はなくならない。

　僕はそう考えてきたし、決してその考えがなくなったわけじゃない。

　けれど、それは裏を返せば──プラスもまたマイナスによって削られるだけの概念ではないということなのだろう。

　失敗続きで、失ってきたもののことばかり考えるのではなく。

　その中でも確かに、手に入れてきたものの価値を忘れないようにする。

　──なるほど、それはとても難しい。

「でも、ああ……わかったよ。それが小織の望みなら、僕が断れるはずがない」

「……そうするべきだから？」

「いや。──僕自身が、そうしたいと思っているからだ」

　僕の言葉に、小織は一度、こくりと頷うなずいて笑みを見せた。

　光が──その直後に全てを包んでいく。

　強い白が、小織の姿を覆い隠していく中で、それでも僕は確かに聞いた。




「ありがとう、伊織くん。私は、君に会えてよかったんだ」
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　──気がつけば僕は薄暗い丘の上にいた。

　光源は天上の星々。満天の輝きが僕の姿を淡く照らし出している。

　直後、僕は足下にもうひとつの光源を見つけていた。

　僕のスマートフォンだ。そういえば三日前──その表現が正しいかはともかく──僕は光に呑のまれる寸前、スマホを地面に落としていた。

　その割に、過去の世界では僕は確かにスマホを所持していたが……ともあれ。

「も、戻ってきた……のか？」

　スマホの表示はキッチリ圏内だ。二〇一九年の七月七日、午前零時直後を示している。

　ということは、少なくとも現代であることは間違いないようだが。

「……、」

　周囲には誰もいない。

　さきほどまで話していた小こ織おりの姿も、いっしょに巻き込まれたはずの陽ひ星せの姿も。

　僕は再び、前触れもなく、今度はひとりで投げ出されてしまったらしい。

「……ど、どういう、ことだ……？」

　言葉は空虚に夜へと溶けた。

　帰ってこられたのか。それは僕だけなのだろうか。陽星は、いったいどこにいる？

「そうだ……」

　こういうときに頼りになる奴やつが、僕はひとりだけ思い浮かんだ。

　スマホの連絡先からその名前を探し出し、通話をかける。幸いすぐに繋つながった。

「……何？」

　予想通りの不機嫌な声が、棘いばらを纏まとって耳を刺す。

　とはいえ、こいつは本当に不機嫌だったらそもそも通話に出ないだろう。

　ただのポーズだとわかっていれば、案外そういう部分も、愛らしく思えてくるものだ。

　無論、そんなことは口にしている暇も余裕もない。僕は早々に本題を切り出す。

「陽星と連絡がつくか!?」

『はあ!?　あんたはまた急に、そんな──』

「悪い、頼む、とにかく確認してくれ。今すぐ確かめたいんだ！」

『……一旦切るよ』

「ああ。──恩に着る」

　答えはなく通話は切れる。

　こういうときに話が早いのが、与よ那な城しろ玲れい夏かの頼れるところだ。

　与那城からの折り返しを待つ間に丘を降りた。ここにいたところで意味はない。

　公園を出た辺りで、スマホに着信がくる。僕はすぐに通話に応じた。

「もしもし。どうだった？」

『電話は繋つながんなかった。電源切ってるか圏外』

「……っ」

『家に電話してみたんだけど、どこかに出かけてるって』

「そうか……じゃあ、やっぱりあの直後なんだな」

『はあ？』

「ちなみに念のため確認するが、今は二〇一九年の七月七日で合ってるな？」

『……、……そうだよ』

「もうひとつ。──どこかで冬ふゆ月つき伊い織おりが死んだって聞いたことあるか？」

『あんた地獄から電話かけてきてんの？』

「オーケー、充分だ。ありがとう。またかけ直す」

　天国とは決して言わない辺り、僕の知っている与那城で間違いなさそうだ。

　と、対応を考えるため通話を切ろうとしたところで、それを与那城が引き留める。

『待って。今度はこっちの番。ちゃんと事情を説明して』

「……、わかった」

　頼った以上は必要なことだろう。僕は今日までの事情を彼女に説明した。

　話を聞き終えた与那城は、通話越しでも頭を抱えているのがわかるような声で。

『あんたの人生どうしてそう面白いの』

「……お前に言われた言葉の中で今のがいちばん傷ついた」

　よりにもよってその形容を選ぶかね。

　まあいい。そんなことより陽ひ星せを見つけるほうが先だ。

『あたしも出るけど。探すなら、ひとりよりふたりのほうがいいでしょ』

「いや、ありがたいがたぶん意味ねえ。陽星はまだ三年前にいると見るべきだ」

『ムチャクチャじゃん……』

「ああ。自分でも何言ってんだって感じだよ」

　より正確には、並行世界の三年前になるのだろうが。

　少なくとも、闇雲に探し回ったところで見つけられるとは思えない。

　与那城もそれには納得したのか、少し声のトーンを落として。

『じゃあどうすんの？』

「……わからん」

『結局ノープランってコトね。いいよ、合流しよう。どこ行けばいい？』

「……いいのか？　もう零時を過ぎてるが」

　少なくとも、陽ひ星せに差し迫った危険があるわけでもないだろう。

　今から行動しなければならないわけではない。ただ僕はそうするというだけのこと。

『いいよ、別に。陽星のことなら放っておけないし』

「そうか……わかった。ありがとう」

『……別に』

　拗すねたような、与よ那な城しろらしい声が耳じ朶だを揺さぶる。

　きっといつもの通りに、髪を指でくるくる弄いじっていることだろう。

『あんたに礼を言われる筋合いないけど』

「お前になくても、僕が礼を言う筋合いはあったさ」

『……あんた、なんか変わった？』

　不思議そうに与那城が言う。僕が礼を言うのが珍しいとでも言うつもりか。失礼な。

「生あい憎にくと、そう簡単に変われねえよ」

『……まあ冬ふゆ月つきだしね』

「どういう意味だ？」

『別に。それより集合場所。駅前とかでいい？』

「あー……ああいや、ちょっと待ってくれ」

　それでいい、と言いかけてから、僕は少しだけ考えた。

　一か所──現代で見ておいてもいい場所があると思ったのだ。

　その位置を与那城に伝えて、通話を切る。

　それから僕も足早に、過去で知った部屋へと足を向けた。
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　そこに僕が着いてから十分と経たたず、与那城が合流する。実に行動が早い。

「うす。悪かったな、呼び出して」

　なんだか新鮮な私服姿の与那城に声をかける。

　思えばこいつのイメージ、性格に反してだいたい制服姿だな。根が真面目だからか。

「別に呼び出された認識で来てないんだけど」

「ああ言えばこう言うな、お前は……」

「うるさいな。呼ばれて素直に来る女だと冬月に思われたら癪しやくでしょ」

「……呼んでもないのに来るほうがよっぽどじゃねえの」

「……ああ言えばこう言うんだから、この馬鹿」

　なんてやり取りも束つかの間ま、与よ那な城しろは「はあ」と息をついて。

「……とりあえず、陽ひ星せのご家族には、ウチに泊まってるって言ってある」

　なるほど、さすがの対応力だ。

　頼りになりすぎるな、与那城さん。

「でもいいのか？　お前、そういう嘘うそは好きじゃないと思ってたが」

「事情が事情でしょ。あたしだって普通だったら、あんたに合流なんてしないで、警察に連絡とかしてるっての」

「……それもそうだ」

　警察がパラレルワールド対応型タイムマシンを持っているなら話も別だっただろうが。

　いや、そんなもの僕だって持っていないけれど。

　用もないのに呼び出された挙句、肝心なときには行けないとかどういう話だ。

「それから一応、──これも持ってきた」

　言って、与那城が手の中に握っていたものを僕に見せる。

「……星の涙!?　お前、これ、どこで……八個目!?」

　驚いて目を見開く僕を、与那城は視線で制して。

「借り物だよ、一応。本当は貰もらい物ものだと思ってたけど」

「借り……いや、どういうことだ？」

「中学のとき遠とお野のに渡されたの。なんか『もう使わないから』って話だったけど」

「…………そうか」

　そういえば与那城は、遠野やまなつと同じ進学塾に通っていた。

　僕は思う。もう使わない──ということは裏を返せば、一度は使ったということ。

　あの世界のことが、どこまで僕の過去と同一なのかはわからないが、やはりここでも、僕の記憶を消したのは遠野だと思っていいらしい。

　とはいえ、それがまさか与那城の手に渡っているとは。

「今になって考えてみれば、あのときあたしが冬ふゆ月つきのこと思い出せたのは、これ持ってたからだったのかもね。別にあたしが自分で使ったわけじゃないけどさ」

　そんなことを与那城は言った。

　あのとき、とは何かを一瞬だけ考えて、僕も思い出す。

「ああ、灯とう火かのときの。てっきり電話で思い出したんだと思ってたが……」

　それは違ったということだろうか。

　確かに、今思えば少し都合がよかった気もするが……。

「あれ、違うの？」

　首を傾かしげる与那城。

「違うの、って訊きかれてもな……」

「てっきり星の涙を持ってるから、ほかの星の涙の効果が薄れたのかと思ったんだけど」

「ああ。いや、……いや、あり得るのか？」

「あたしに訊きかれてもな……」

　与よ那な城しろは目を細めて言ったが、僕はそうかもしれないと思い始めている。

　彼女が言っていること自体は間違いだ。星の涙には、持っているだけでほかの星の涙の影響を防ぐ効果はない。それがないことを、僕はナナさんに教えられている。

　むしろ逆だ。このとき僕が思い出していたのは、小こ織おりが示唆した可能性だった。

　──あのとき与那城には、元の所有者が叶かなえた願いが影響したのではないだろうか。

　つまりは遠とお野のだ。奴やつの願いは《巻き込まれたくない》というものだった。

　言い換えればそれは星の涙に影響されたくないという意味だ。それが与那城に働いた、という可能性を僕は考えていた。

　遠野自身は灯とう火かの願いの影響を受けていたが、奴はすでに星の涙を手放している。

　関わりたくないという遠野の願いは、僕からあの日の記憶を消すというたったひとつの妙手でクリアされているのだ。現に遠野は、今日まで星の涙に煩わされていない。

　逆に、もし僕が覚えていた場合、僕から遠野に関わり続けていただろう。

「ま、最終手段ね」

　星の涙を仕し舞まい込こみながら与那城は言った。

　それから僕を薄く一いち瞥べつして。

「どうしようもなかったらあたしが使う」

「……それは」

「陽ひ星せを連れ戻したい、なら条件満たしてるでしょ」

「…………」

　使用をやめるよう説得する言葉ならいくつも浮かんできたが、口にはしなかった。

　何を言ったところで与那城は聞かない。そのことがわかっていたからだ。

「……あくまで最終手段だからな。まずはそれ以外の方法から考える」

「わかってる」

　与那城も同感らしく、静かにこくりと頷うなずいてみせた。それから視線を横合いに向け、

「で。このアパートなんなの？」

「きょーちゃんのアジトだ」

「……きょーちゃんって誰？」

「知らないか」

　まあ、そうだろうな。

　きょーちゃんは引っ越して別の中学に行った。与那城とは小学校も違う。

　知り合いではないだろうと思っていたが、念のための確認だ。

　実はどこかで知り合いでした、みたいなことがなんだかあり得る気がしたのだ。

「僕の小学校の友人だ。学年は上だったけど、彼女も星の涙を持ってる」

「それが？」

「過去で会った。まあ姿は大人になってたんだが、そのとき僕と陽ひ星せに泊まる場所を提供してくれたんだよ。僕たちが来るってことがわかってたみたいにな」

「なるほどね。それがここってわけだ」

「ああ。まあ結果的には違う世界だったんだが、現代でも一度、確認しておきたかった」

「行ってみよう」

　さすが、話が早いことでお馴な染じみの与よ那な城しろは行動も早い。

　なんの躊ちゆう躇ちよもなく進んでいく与那城の後ろを、僕がついていく形になった。

「そこの部屋だ」

「てか、何このアパート。インターホンとかないワケ？」

「そういえばなかったな……」

　とりあえず、この世界にも同じアパートがあること自体は間違いないわけだが。

　どうしようか考えていると、与那城がドアをコンコンとノックし始める。

　……躊躇が微み塵じんもないな、こいつ。

　ただ、生あい憎にくとノックの音に室内から反応があることはなかった。

「誰もいないっぽいね」

「まあ待て。過去と同じなら鍵の隠し場所を知ってる」

　あの世界と同じ位置に、同じく三つの植木鉢が伏せて重ねられていた。

　植木鉢をひとつ外した二段目に、これも同じなら鍵が置いてあるはずなのだが──。

「なんだこれ？」

「何それ……メモ用紙？　いや手紙か」

　鍵の場所には、鍵の代わりに二つ折りの紙が挟まれていたのだ。

　サイズは小さなもので、なぜか覚えてしまったパッチーというキャラクターの柄が表面側に印刷されているのが透けて見えた。

　そして、折り畳まれて見えている裏面側に、鉛筆でこんな文字が記されている。

『ぴーえす

　今日からわたしはかしこですか？』

「……………………」

　なんだかもうなんだかなあ、という感じで僕は思わず押し黙った。

　隣から与那城も目を細めて僕の手元を覗のぞき込こみ、同じ文字列を眺めて零こぼすように言う。

「何これ？　子どもの字だけど、悪戯いたずらとか？」

「いや。まあ……とりあえず中も見よう」

　なぜだろう。

　名前が書かれていたわけでもないのに、なぜかこの手紙を書いた人物がものすごく想像できるような気がしてならない。ものすっごい知っている誰かな気がする。

　言語センスもそうだし、追伸ぴーえすがいちばん最初に目につくところに書いてあるところまで含めて、僕が知る限り最も才能に満みち溢あふれた尊敬すべき童女の顔が脳裏に浮かんでくる。

　そんなことを考えながら手紙を開いた。

『かぎは　おかりしました

　とうきょう行きにのります

　ちがいました　きます』

　中に記されていたのはそんな文章だ。

「これじゃ意味わかんないね……」

　小さく与よ那な城しろが呟つぶやく。

　だが僕は、首を横に振った。

「いや、だいたいわかった」

「は？」

「まず鍵はここにはない。この手紙を残した少女が持っていったからだ」

「……。まあ、それはさすがに、そうだろうけど。『東京行きに乗ります』って何よ？」

「それを解釈するために、次に着目すべき箇所がひとつある」

「あんた何言い出してんの？」

「それは文字の線の太さだ」

「線の太さ」

「ああ。よく見るとこの文章、最初の二行とラスト一行では文字の線の太さが違う。この事実から察するに、おそらく最後の一行はあとから付け足された文章だ」

「……あ、ああ……確かにそうかも。よく気づいたな……」

「三行目に『違いました』とあるだろう。つまりその前にある『東京行きに乗ります』という文章は書き手の勘違い、間違いだったと解釈できる。そしてその後の『来ます』から推察するに、おそらく書き手はここにあった鍵を東京から来る誰かに渡すため、ここから持ち出したと考えるのが妥当だろう。これはそういう意味の手紙なんだ」

　我ながら確度の高い解を導き出した手応えを感じる。

　そんな意を込めて与那城を見やれば、彼女は僕を白い目で見て。

「……冬ふゆ月つき、キモ……」

「お前ここでそういうこと言うかあ!?　しかもそんなガチのトーンで！」

「だって普通そこまでわかる？」

「たまたまだ。つかわかんねえよりいいだろが」

　そう言って僕はお茶を濁した。いや、女子小学生の知り合いとか言いづらいし……。

　冷静になって振り返れば確かに気持ち悪かったかもしれないけれども。

　でもわざわざ言わなくったっていいじゃない。

　そんな抗議の意を視線に込めて送るが、与よ那な城しろは相変わらず白けたような表情。

「目がおかしいだろ。僕の推理になんの不満があんだよ」

「推理、ね……じゃあ最後にひとつ訊きくけど」

「うん？」

「この手紙を書いたのが『少女』って最初に言ってたけど、それはいったいどう推理したわけ？　小さい子だろうけど、男の子って可能性も普通にあるでしょ」

「…………パッチーとか女の子は好きそうだし」

　最後の最後で根拠がぐっだぐだになる僕であった。

　推理でもなんでもないからね。ただ知ってただけだからね、それね。

「はあ……。まあ、深くは訊かないけど」

　首を横に振る与那城。

　こんなことなら初めから隠さなきゃよかった。間を保つため咳せき払ばらいをしておく。

「ん、んんっ。とにかく、この分じゃ部屋の中までは確認できそうにないな」

「結局これ成果なしってことだよね。こっからどうすんの？」

　与那城に問われて少し考える。

　確かに、成果らしい成果はこのメモ用紙だけで、それも大した内容ではなかった。

　なんならあの少女がなぜこの場所に来ているのかという新しい謎が増えたまであるが、そんなことはこの際もうどうだっていいだろう。

　それでも与那城と話したことで、ちょっとだけ頭はすっきりした。

「そうだな……やっぱり、きょーちゃんを探してみるしかないとは思う」

「と言うと？」

「星の涙を発動して僕と陽ひ星せを呼び込んだ人間が、もうそれ以外に考えられない」

　所在が明らかになっていない星の涙は、もはやそれひとつだけなのだ。

　低いと思っていた可能性だが、ほかの選択肢は全て潰れている。

「正確に言えば、ほかにもうひとつ可能性はあるんだが」

「何？」

「僕らが行った過去にも星の涙はあった。なら、向こうの時間軸……向こうの世界で星の涙が発動していたという可能性も一応あり得るって話」

「ああ……送り込まれたんじゃなくて、呼び出されたってこと」

「その表現が近いな。だとしたら、願った本人を押さえられる可能性がゼロになるが」

　──ただ言っておいてなんだがそれはないだろう。

　あの世界には、流りゆう希きがいる。

　僕のような失敗をしなかった彼女の世界で、星の涙は使われなかった。

「それに……このメモ」

　僕の推測通り『東京から誰かが来た』という意味合いならば、それがきょーちゃんだという可能性はあり得るように思えた。まさか、こころと知り合いだとは思わなかったが。

　というかこのメモを書いたのがこころじゃないという可能性……は、ないか。

　ないな。それはない。根拠はないが確信がある。

　──それなら、こころ経由できょーちゃんにコンタクトが取れるかもしれない。

「僕が向こうの世界に行ったとき、時間が進んだ理由は、こっちの世界の記憶を持つ奴やつと会ったときだった。まなつと、それから小こ織おりだ。そいつらに会って僕は戻ってきたんだ。それで思ったんだが──ふたりの共通点は、どっちも星の涙を持ってることだ」

「星の涙を……？」

「ああ。だから逆に言えば、今度は僕がそっちの立場になれないかと考えている」

「ええと……」

　直接行ったわけじゃない与よ那な城しろは混乱していた。

　確かに、ちょっと言葉では説明しづらい。

「つまりだな。僕と陽ひ星せはこの状態で──高校生の姿で向こうに行った。だけど向こうで会ったまなつや小織は、当時の姿だったんだ。たぶん、意識だけが飛ばされたんだ」

　向こうの世界のきょーちゃんが言っていた《鍵》に僕自身がなる。

　星の涙の繋つながりによってそれができれば、願わずに向こうへ行けるということ。

「でも、そんなのどうするわけ？　それならあたしも行けるかもしれないけど」

　与那城の問いはもっともだ。

　そして方法なら、考えられることはひとつだけ。

　僕は彼女にこう答えた。




「家うちに帰って寝る」






幕まく間あい３『記憶』









　──伊い織おりくんがいなくなってしまったことで、途端にわたしはひとりになった。

　夜の街をふらつくわたし。こうなるとわたしはずいぶん脆もろい。

　いっしょにいてくれる人がいたことは、あんなにも心強かったのに。迷惑にはならないように、心配をかけないようにと張っていた気が、ぽっきり折れてしまった。

「きっと大事なものを見つけられたんだよ」

　別れ際に、流りゆう希きちゃんが言っていた。

　いつまでも帰ってこない伊織くんを待っていると、小こ織おりちゃんという中学時代の友人が屋上の鍵を持ってやって来たのだ。

　なんだかわたしの記憶の小織ちゃんとは、ずいぶん様子が違っていた気がするけれど。

　彼女は、流希ちゃんに屋上の鍵を手渡した直後、まるで霞かすみのように消えてしまった。

　ただ最後にひと言だけ、

「──君にも、思い出さなければならないことがあるだろう？」

　なんて、そんな忠告めいたことを口にして。

　わたしは流希ちゃんとも別れ、伊織くんのいなくなった世界をひとりで歩いた。

　──わかっている。

　わたしは何かを──とても大切な何かを忘れ去ってしまっている。

　だけど、それをどうしても思い出せない。

　伊織くんは違った。

　彼はきっと大切な何かを思い出して、それができたから帰ることができたのだ。

　いつも笑わず、どこかずっと不安そうな雰囲気で、これはわたしがテンション高くして支えなくちゃなんて思っていた彼は、本当はわたしなんかよりずっと強かったのだ。

　わたしにはできない。

　だって、──その理由だって本当はわかっている。

　それでも、思い出さなくちゃいけないという義務感だけで、わたしは彷徨さまようように街の中をひた歩いているのだ。そのことに、意味があるかどうかもわからないまま。

「なあ」

　いったい何をしているのだろう。

　心細い。ひとりはこわい。どうしてこんな目に遭わなくちゃいけないんだろう。

「なあってば、──おい！」

　肩をぐいっと掴つかまれたのはそのときだ。

　思わずびくっと体を震わせる。

「さっきから声かけてんだろ。無視すんなよ……！」

　──無視してんじゃねえよ愚ぐ図ず。

「ひ、」

　苛いら立だち交じりの言葉に、わたしは怯おびえを隠せなかった。

　息が詰まる。そこに立っているのが、かつての友人である[image: ]ちゃんだとわかっても、なお怖いという感情が拭えなかった。

　どうしてだろう。彼女はずっとなかよしだった友達なのに。

　友達を怖がる必要なんてないはずなのに。

「なあ。さっきいっしょにいた男、あれ誰なんだ？　教えてくれよ」

　──いっつも男といっしょにいやがってよ。

　──媚こびやがって、気持ち悪わりぃな。わたしは男に守られるお姫様ですってか？

「つか、こいつもなんか誰かに似てね？」

「え？　そうか。誰に？」

「いやほら、あの陸上部の……名前なんだっけ。流りゆう希きとたまに話してる奴やつ」

　──は？　知らねえよお前の持ち物なんか。何？　あたしのせいにすんの？

　──お前が勝手に転んだんだろー。足かけたとか超冤えん罪ざいなんですけどー。

　──ねえちょっと泣きそうな顔してんじゃーん。やめなよ、かわいそうだってー。

　思わず口元を押さえた。

　だめだ。思い出してしまう。たすけて。それは──だめなのに。

「あれ。ちょっと、なんか……顔色ヤバくね？」

「ほら[image: ]の態度悪いから。すみませーん。あの、大丈夫ですかー？」

　──うわ、きったね。触んなよ、うちらまで汚れんだろバカ。

　──びっしょびしょじゃーん。大丈夫ー？　着替えは、ああなくしたんだっけー？

　──はあ!?　うわきったね、何吐いてんだよ、ざけんなよ！

「……う、っ……あ」

　押さえていたものが溢あふれ出でてくる。

　どうしようもない。もう堪こらえていられない。

　だってそうだ。わたしは知っている。彼を苦しめたのがわたしだとわかっている。

　目を逸そらして見ない振りをしていても、泣きそうな顔でそれに耐えているところを見てしまった。それを知った以上、もう忘れてなんていられなかった。本当は、最初から。

　だから──

「あ、う……うぁあああぁぁ……っ」

　言葉ではなく、もっと汚いものが──わたしから零こぼれていくのがわかった。
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　ふと気がつくと、僕はだだっ広い霊園の中にいた。

「は……？」

　場所自体は知っている。流ながれ宮みやの郊外にある共同墓地だ。

　だが、自分がそんな場所にいる意味のほうがわからなかった。

　どういうことだと思いながら振り返ると、ふといちばん近くの墓石が目につく。

　──冬ふゆ月つき家之墓。

　そういえばここは僕の家の墓の場所だ、と思い至ると同時に僕は察する。

「最っ悪だよ星の涙テメェはよぉ！」

　思わず叫んだ。別に体はなんともなかったが、気分が悪すぎた。

　この世界では僕は死んでいる。

　ならば目覚めるのは墓。なるほど理には適かなっていた。

　マジで本当、大概にしやがれよクソ石が。バカにしやがって畜生め。

　とはいえ──想定通りに、再びこの並行世界へ戻ってくることには成功した。

「くそ、骨のまま蘇よみがえらなかっただけマシだと思っちゃうのが最悪だ！　なんかすみませんでしたご先祖様！　謝る意味もわからないけど結果的に墓荒らし感あるので!!」

　舐なめとんのか。工業用のプレス機で粉砕してやりてえ。マジで最悪だよ、あの隕いん石せき。

　と、ひとしきり星の涙への恨み節を吐き散らして冷静さを取り戻す。見る人なんて誰もいないから、醜態としてはカウントしない。

　やることはひとつだ。陽ひ星せを探し出して元の世界に返す。

　僕が《鍵》の立場になれたのなら、陽星と会うだけで条件達成のはずだ。

　となれば向かうべきは、やはりきょーちゃんのアジトだろう。なんだか行ったり来たりしてばかりだが、陽星がいる可能性はいちばん高い。

　僕は霊園の出口に向かって走り出す。

　時刻は、霊園の中にある時計が昼前を指し示していた。

　ちょうど出入り口を抜ける頃、戻ってきて初めての人影が目に入った。

　大学生くらいの派手な格好の女性が、全力で疾走する僕を不審そうに「んん？」と見ている横合いを、構わずに駆け抜けていく。

　不審者だと思われたことだろう。

　どうでもいい。

　出入り口を通り抜けて、霊園の駐車場へ向かった。そこを抜けた先にあるバス停から、流ながれ宮みやの中心街のほうへ戻らなくてはならない。七なな河かわ公園側は駅を挟んで正反対だ。

　走りながら念のため、自分が財布を持っているか確認しておく。

　徒歩で向かうとなると、かなりの距離になる。幸い、財布は所有していた。

　だが。

　僕はバス停に辿たどり着つく直前で、その足を止めることになる。

　──そこには、想定外の人物が立っていたからだ。

「や。待ってたよ、伊い織おりくん」

「……流りゆう、希き──？」

　名前を口に出すと、それを聞いて彼女は薄く微笑ほほえんだ。

　まるでこの状況を楽しんでいるかのように。

　いや。彼女なら本当に、楽しく思っているのかもしれない。

「なんて、本当はここにいるなんて知らなかったけど、知ってた風に言ってみたり」

「……お前は……いや」

　ここで何を話しても仕方がないだろう。

　首を振って頷うなずき、それから僕は彼女に問う。

「で。僕に何か用なのか？」

[image: ]

　本来、それは彼女に訊たずねることではないのだろう。

　それでも僕は、そうするべきだと──いや、そうしたいと思って言葉を作った。

　彼女は小さく微笑ほほえんで、僕に言う。

「んー。あんまり考えてなかったけど……そうだね」

「────」

「とりあえず、いっしょにお茶でもしばこうぜ！」

「……はは。しばくて」

　なるほどその提案は。

　確かに、僕の知っている流りゆう希きらしい言葉だった。

「まあお金はないから奢おごってほしいところだけど！」

「どうやってここに来たんだお前」
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「レモンにする？　ミルクにする？　そ・れ・と・もストレート？」

「なんでご飯かお風呂か私か風に訊きくんだよ」

「やだ、そんな……レモンにミルクをストレートなんて……もう、だいたんっ！」

「僕の知らない隠語の話をしてらしたの？　そもそも言い出したのお前だけど」

「こう聞くとちょっとえっちな感じがするよね……！」

「僕はしない。ていうか紅茶限定なのか」

「コーヒーの話かもしれない」

「レモン選ぶ可能性あるか、それ？」

「でも茶ぁしばこうぜって話でコーヒー頼むの、よく考えたら変じゃない？」

「まあ《喫茶店》って字でコーヒーのほうがイメージ強いのは日本語の妙だけども」

「喫茶店、英語で言ったらカフェだしねえ」

　なんだか会話の内容が一気にＩＱ下がった気がする。

　いや、それとも元からこんなもんか。僕と彼女の会話なんて、いつだって。

　流ながれ宮みやの駅前まで戻ってきた僕らは、駅付近の喫茶店へと入っていた。

　注文を終えて席につく。

　バスの中も店内も涼しかったが、この季節に全力疾走したせいで喉が渇いていた。

　頼んだアイスティーを半分ほど一気に喉へ流し込むと、目の前でカフェラテにふうふう息をかけている少女へ視線を投げる。……いや、お前がお茶じゃないのかよ。いいけど。

「いやあ。なんだかこういう時間も落ち着くよねえ」

　両手で持ったカップに、ひと口だけ口をつけて彼女は微笑む。

「そりゃ落ち着くために入ったわけだしな」

「素直じゃないなあ、もう。いつからそんな性格が七転八倒しちゃったわけ？」

「どういう表現？」

「もうっ、つれないなあ。誰に対してもその対応なの？　こういうときは、なんでもいいからとりあえず女の子の機嫌は取っておくべきだと思うんだけど」

「なんでもいいからとりあえず、ってのもどうよ」

「そんなことないよ。ご機嫌取りってわかってても、それをしてくれるってことに意味があったりするんだからね。ここで覚えて、ちゃんと今後の参考にするように」

「今後ねえ……」

「そうだよ。女の子には優しくって教わったでしょ？」

　それを教えてくれたのは、確かに流りゆう希きだった。

　思えばかつて、流希は少なくない範囲で僕の人格形成に影響していた気がする。それも今となっては、流希の教育も虚むなしく、性格が七転八倒してしまったが。

「まあ僕だって相手によっては態度を変えている」

「おや、それは意外。よくも悪くもそういうところは平等だと思ってたけど」

「そうかな。僕はこれでも、友達には優しい」

「……それはそうかも」

「与よ那な城しろとか、あとは小こ織おりとかな」

「んー、なんだか名前が足りてない気がするなー？」

「そうだな。こころを忘れてた」

「知らない女の名前が出てきたんですけど……」

「僕がいちばん丁重に扱ってる女の子の名前だよ」

「その件に関して詳しく！」

「断る」

「断られることある!?」

「あるだろ」

　適当なことを言ってからかってしまうのは僕の悪癖だろうか。

　別に嘘うそではないけれど。子どもには、これでも僕は優しいのだから。

「もっと身近にいる女の子のことも思い出してほしいよ」

「……それは、自分のことを言ってるのか？」

「釣った魚の処遇に関する一般論ですー」

「リリース？」

「いいえ違います。答えは太らせて食べるです」

「それはそれでダメじゃない……？」

「キャッチ・アンド・イート」

「悪い男すぎる」

「その自覚はないと？」

「僕は悪い男じゃない。ダメな男なだけだ」

「じゃあダメじゃん……」

「ダメだからな」

「えぇー……何それ」

　言って彼女は軽く肩を揺らした。

　気を遣わないやり取り。それができる相手というのも、きっと貴重なのだろう。

　かつてあったものを失なくした僕だからこそ、その大事さはわかっているつもりだった。

　──だから、これでも感謝はしている。

「それで、いったい僕になんの話があったんだ？」

　僕もまた軽く笑いながら、そう言って本題を促した。

　彼女は僕の笑顔を意外な様子で見つめて、けれどそれには触れずに。

「いっしょにお茶をしばきたかった、じゃダメ？」

「ダメだろ」

「うわ、ひっどい」

「お前が飲んでるのお茶じゃないし」

「それはそうだけど」

「だいたい、あんまり考えてなかったとか言ったのお前だろ」

「あー、口が滑ったなあ……」

「詰めが甘いんだよなあ」

　いつも、と付け加えないでいた僕に、彼女は小さく首を振って。

「でもホントに、わたしから話したいことなんて、今は別にないのです」

「……そうなのか？」

「そうなのです。話したいんじゃなくて、むしろ聞きたいんだよ」

「…………」

「何があったのかとか、何を思ってるのかとか。これまでずっと聞いてこなかったから。ていうかそういうこと話さないから。きっと話したいことが──聞いてあげられることがあると思うから、今わたしはここにいるのです」

　なんでもないことのように、当たり前みたいに。

　けれど誰よりも優しい表情を見せて、彼女は僕にそう言った。

　──ふと、店の中を見まわした。

　繁華街の喫茶店だ。もっと人がいてもいいだろうに、都合よく誰も見当たらない。

　それならば。

　それを聞くのが彼女だけならば──言ってもいいかと僕は思った。

「……ずっと考えてたんだ」

　僕は言う。

　あるいはそれは、懺ざん悔げだったのかもしれない。

「僕はずっと考えてた。ナナさんに、陽ひ星せに星の涙を使ったのは僕じゃないって言われたときから、ただずっと──自分が本当に願ったもののことを考えていた。いや、違う」

「────本当は？」

「本当は……僕はずっと、自分が支払ったもののことについて考えていたんだ」

　本当に、それはどこまでも自分本位で醜い恐怖だったと思う。

　陽星は僕のことを覚えていない。覚えることもない。

　それが僕の支払った代償なのだと、ずっと思い込み続けていた。

　だがそれは違った。それはあくまで陽星が支払った代償で、僕が払ったわけじゃない。

　ならば当然、僕が支払った代償は別にあった。そんなことはナナさんも最初から言っていたし、彼の言った通り──僕はそのために感情の熱を支払い続けているのだろう。

　だけど。

「僕は感情を奪われる。僕が冷静なのは、僕の性格じゃない。ただの対価だ」

「…………」

「それを知って僕は安心した。安あん堵どしたんだ。もっと大事なものを奪われていたらと自分勝手に怯おびえていたくせに、それだけで済んだのかと……僕は、思ったんだ」

　その醜さたるや筆舌に尽くしがたい。

　そもそも初めから、自分の対価に陽星の記憶を払ったことを、僕は悔いていたはずだ。

　それが本当は違ったのなら、僕はその時点で安堵すべきだ。喜ぶべきだった。

　そうなるはずだったのだ。

　そのくせ、いざ違うと教えられて、最初に感じたのが恐怖だなんて──そんな欺ぎ瞞まんは、あまりにも醜い。そんなものは僕自身の、薄汚い保身でしかなかった。

　だから気づいたのだ。

「そうだよな。そんなわけない。僕が払った対価が、その程度であるはずがないんだ」

　いつでも冷静でいられるように振る舞おうとしたのは僕自身だ。

　氷点下であろうとした。ならば僕の支払ったものは、代償としてあまりに安い。

「そもそも僕は気づいてなかった。自分が、自分の感情の熱を奪われていくってことに。大した間抜けだ。……でもさ、いくら僕が間抜けだって、感情を持つたびにそれを奪われ続けて、そのことに気がつかないなんてあり得るか？　いくらなんでもおかしいだろ」

　ではなぜ気がつかなかったのか。

　思うに、それは最も強く感情を奪われる回数自体が稀まれだったからだと思う。

　機会そのものが少なかった。

　当然だろう。そもそも氷点下に努めていた僕が、大きく感情を奪われること自体、そうあることじゃない。普段奪われる熱なんて、ほんの誤差程度だったということだ。

　ならば。

　僕が本当に奪われていたものとは。

「だから思い出した。自分でも自覚するほど感情が冷まされていったのはいつだったか」

　そして僕はようやく知ったのだ。

　ナナさんは言った──感情が勝手に冷めていく感覚に覚えはないかと。

　ある。僕は、そのことを知っている。

　たとえば、それは目の前で消えていく少女を救えないのだと自覚したとき。

　たとえば、それは僕のために願いをかけた少女の、小さな唇に触れたとき。

　たとえば──それはあの丘の上で、幼おさな馴な染じみの妹が持つ、優しい温ぬくもりを知ったとき。




「僕が本当に支払っていたものは、人を好きだと思う気持ちだったんだ」




　誰かを好きだと思うとき、僕はその感情を失ってしまう。

　恋ねつを、僕は奪われる。

　失敗したと、そう思い込まされていたから。

　大切な友人を救えなかった僕は、心のどこかで思ったのだろう。

　──人を好きにならなければ、失敗に悔いることもない。

　そもそもそれが、僕が氷点下を志した理由だった。心の冷たい奴やつでいられれば、誰かのために、なんてお為ためごかしで取り返しのつかない過ちに走ることはないだろう、と。

　だからって。

　それは、こんな意味じゃなかったはずなのに。

「結局、僕は最初から最後までその程度だったってことなんだ。何ひとつ上う手まくこなせてない。できていると思っていたことでさえ、ただの反則でしかなかった」

　それが僕の懺ざん悔げだった。

　顔を上げる。見れば対面に座る少女は、ぽかんとした表情で。

「ま、まさか本当に素直に話し出すとは……さすが意外性の塊ですね」

「お前から訊きいといて感想それ？」

　僕は思わず苦笑してしまう。

　意外性で満みち溢あふれているのはお前のほうだろうに。

「いやあ。まさか、こんなに素直に話してくれるとは思わなくて」

「懺ざん悔げってのはそういうもんだろ。勝手に話し出して、勝手に自分を楽にするんだ」

　言ってみれば、これは遠とお野のの真ま似ねだった。

　いっそ懺悔というより、ただの報告とでも言ったほうが近いのかもしれない。

「でも、わたしは聞けてよかったよ」

　再びラテに口をつけ、そして微笑ほほえむ。

　いっそ詰なじってくれたほうが、あるいは僕としては楽だったのだろう。

「そうだな……ほかの誰でもなく、これは──お前にだけは言わないといけなかった」

　だから僕は言う。

　そうだ。許されたいのでも慰められたいのでもない。

　ただ彼女にだけは、それを知る権利がある。僕にはその責任があるのだ。

「わたしに？　どうして」

　意味はわかっているだろうに、彼女は小首を傾かしげてみせる。

　本当に。お前ら姉妹は──揃そろいも揃って簡単に想像を超えてくる。

「だってそうだろ。お前には僕を責める権利がある。まなつとも小こ織おりとも違う。あのときお前の願いだけは──どう足あ掻がいても、僕に止める権利なんてなかったんだ」

「…………」

「そうだろ、──灯火」

　名前を呼ばれても、彼女は──灯とう火かは特に狼狽うろたえなかった。

　僕が気づいていることを、彼女も初めから、なんとなく察してはいたのだろう。

「まあ、さっきから一度も《流りゆう希き》とは呼んでくれませんでしたしね。あーあ、女の子の演技は見抜けないでお馴な染じみの伊い織おりくんせんぱいは、どこに行っちゃったんですか」

「言ったろ、詰めが甘いって」

　──この世界の流希は、僕のことを中学の段階で《伊織》と呼び捨てにしていた。

　昔の流希は僕を《伊織くん》と呼んでいたから、それしか知らなかった灯火もそう呼ぶしかなかったのだろう。まあ、それがなければ気がつかなかった可能性はある。

　どうやらだいぶ、小悪魔っぷりも板についてきたらしい。

「普段の様子見てると忘れがちになるが、お前って意外とクレバーだからな」

「意外とってなんですか、意外とって！　失礼な、まったくもう」

「第一、ホットを頼むなホットを。姉はお前と違って冷たいもの好きだぞ」

「いいじゃないですか別に。お店の中、寒いですし！　何頼むかなんて場合によります」

「…………」

　むくれて見せる灯火──いや、顔は流希なのだが。

　いざそうやって喋しやべり出すと、不思議なことに、今度は灯火にしか見えなくなる。

　もともと姉妹だ。似ているとは思っていたけれど、成長すると本当に瓜うり二ふたつだった。
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「お前、流りゆう希きの中にいるんだよな。ならこの世界の流希は──」

「今、ここに双ふた原はら流希はいませんよ。もういません」

「……それは、」

「わたしはどうあっても、お姉ちゃんには会えないんですよ」

　悲しむでもなく、悔やむでもなく。

　それで当然だと灯とう火かは語る。

「その願いは、もう捨てましたから。たとえ幻ユメでも、絶対に叶かなわないし、決して叶ってはいけない……わたしがいるということは、お姉ちゃんがいないということなんです」

　──それでいいんです、と灯火は言葉にした。

　その強さに、僕は敬意を表する。

「すげえな、お前は」

「いやあ。どっちかっていうと薄情なのかもしれませんよ。わたしにはもう、お姉ちゃん以上に優先したい人がいるってことなんですから」

「……それを僕に言うか……」

「伊い織おりくんせんぱい以外の誰に言うんですか、こんなこと」

　その通りすぎて返す言葉もない。

　押し黙る僕に、灯火はニヤリと意地の悪い笑みを見せて言う。

「いいんですよ、そんなに恥ずかしがらなくても。好きって気持ちが消えるってことは、逆を言えばあのとき、せんぱいはわたしに恋しちゃってたってことですもんねー？」

「……そうは言ってないだろ」

「んふふ、またまたー。そう言ってたも同然じゃないですかもーっ！」

「ある程度以上、強い感情は抱いた事実ごと名残りもなく消えるって意味だ。つーか仮にそうだったら、むしろ怒るところだろ、お前としては」

　勝手に好きになられて、勝手に忘れられるなんて大概だろうに。

「まあ、確かにちょっと酷ひどい話ではありますが。……うへへへへへ」

「えぇぜんぜん気にしてない……」

「やー、ほら伊い織おりくんせんぱいは、わたしを好きになる可能性があるってことですし？」

「……それ言うならほかにも該当者いることになっちゃうけど」

「話が変わりましたそっちは許せません誰ですか、はっ、さてはこころとかいう──!?」

　ぜんぜん違うけど、まあいいや。

　僕は笑う。それを見て灯とう火かも小さく笑った。

「いいんですよ、それで」

　灯火は言う。僕の目をまっすぐに見つめて。

「そもそも──星の涙が奪うのは二番目に大事なものですからね」

「…………、」

「でも、一番とか二番とか、そんなのひとつに決められないじゃないですか。だから星の涙は、願いをかけた人間の罪悪感を読み取るんです。わたしのときも、そうでしたから」

「僕が消えそうになったこと、か」

「ええ。それと同じです。せんぱいが願いを託した結果、奪われるものが《誰かを好きだと思う感情》なんて、むしろせんぱいらしいですよ。どんだけ不器用ですか、まったく」

「お前に言われちゃ立つ瀬がねえな……」

「わたしは器用ですよ」

「どの辺がだよ」

「縁日の型抜きで五百円ゲットしたことあります」

「それは器用だわ……すみませんでした」

「あははっ！」

　楽しそうに灯火は笑った。

　その変わらなさが、確かに僕には愛いとおしい。

「あーあ。結局、作戦は失敗でした」

「作戦……って流りゆう希きの振りしてたことか？」

　訊たずねた僕に灯火は頷うなずき。

「ええ、まあ。この姿で気がついて、なんかこの世界のお姉ちゃんの記憶みたいなものが流れ込んできて……それで、今ならせんぱいを慰めてあげられるかな、とか」

「それでお前、霊園にピンポイントで来られたの、頭回るな……」

「いやまあ、わたしが行ったからせんぱいのリスポーン地点が墓になった説ありますが」

「リスポーンって言うな。最悪だよ」

　だとしたらもっと別の場所を選んでほしかった。

「あとはまあ、なんかきょーちゃんを名乗る謎のお姉さんが助けてくれたのもあります」

「……、……なるほど」

　そういえば彼女は結局、誰だったのか。このままだとわからないままになりそうだ。

「でもまあ結局、ひと言目であっさりバレちゃいましたし。失敗ですね」

　薄く、自嘲するように灯とう火かは笑った。

「……そうでもないさ」

　僕は首を振る。本当に、余計な気を回すものだ。

「これでも、僕は割と──お前に会いたいとずっと思ってたんだ。ここんとこな」

「……あ、ぅえ？」

「だから、そうだな……せっかくだし慰めてくれ。さっきからずっと、何もかもにお前が悪いんだって突きつけられ続けて、正直だいぶ参ってるんだよ、僕はもう」

　ここにいるのが流りゆう希きだったら、僕はきっと泣き言を口にしなかっただろう。

　ほかの誰にも、こんなことは言えない。灯火にしか言えないことだ。

「実はもうずっと泣きそうなんだ。ナナさんから、陽ひ星せは自分で星の涙を使ったんだって聞かされた時点でいっぱいいっぱいだってのに、いきなりこんな世界に飛ばされるしよ。正直、陽星と話してるだけで僕はのたうち回りたくなるってのに、この世界は僕がいないだけで上う手まく回ってるときた。なんだそれ？　僕だってこれでもがんばったんだぜ」

「……あの、せんぱい？」

「そんなこと言ってる場合じゃないのも、そんなこと言える立場じゃないのもわかってるさ。でも言いたくなるだろ、そりゃ。酷ひどすぎんだよ。つーか陽星も陽星だぜ。僕のことをすっかり忘れやがって。友達に『初めまして』って言われるほうの身にもなってくれよ」

　全部を棚上げにして身勝手な泣き言を吐き出す。

　凄すさまじい醜態だ。それを、よりにもよって灯火に言っている辺り、最悪だろう。

　──だけど、聞きたいって言ったのは灯火のほうだ。

「なんで僕ばっかりこんな目に遭わなくちゃいけないっつーんだ。星の涙を拾いに行っただけのことがそんなに悪いか。そりゃ確かに夜中に抜け出すのはどうかと思うよ。だけど流希に思い出を作ってほしかったんだよ僕は。だいたいあとで普通に親にバレてめっちゃ怒られたぞ。悪かったってんならその時点で罰は受けてるじゃねえか畜生、ああもう！」

　思い切り声を出し、それからすうと息を吸った。

　いやあ、僕って奴やつはどうやらそんなことを考えていたらしい。なんて野郎だ。

「……以上、泣き言だ。ご清聴どうも」

　そう言った僕に、灯とう火かは薄く笑みを作って。

「自分勝手で大変見苦しい泣き言でしたね」

「自覚してる」

「でも、聞けてよかったです」

「……なら、お前も大概だな」

「自覚してます」

「……はっ」

　深く、背もたれに背中をつける。まったく周りに誰もいなくてよかった。

　こんなところ、灯火以外に見られたら首を吊つるところだ。霊園に逆戻りする必要がある。

「──で。これから陽ひ星せさんのところに行くんですよね」

　静かになったところで灯火は言った。

「ああ。知ってたのか。今さらだけどどこまで知ってるんだ、お前は」

「どうでしょうね。それより行ってどうするんですか？　本当に連れ戻せますか？」

「…………」

「伊い織おりくんせんぱいが現実に帰れたのは、過去と向き合ったからですよ」

「そうなのか？」

「もともと条件はほとんど満たしていたと、言っていいのかもしれませんけど。伊織くんせんぱいは、星の涙で自分がやったことと向き合って、その上で、その事実をきちんと、自分の中に呑のみ込こむことができた。だから帰ってこられた。わたしに泣き言を吐くまでもなく、せんぱいは、もうちゃんと自分の足で立ってるんですよ。たぶん、最初っから」

「そうかな……。あんまそれができてる気もしないが……仮にそうだとしたら、まなつと小こ織おりが僕を助けてくれたお陰だろうな。自分ひとりじゃ、とてもとても」

「それも結局、今まで伊織くんせんぱいがやってきたことの──まあ、成ツ果ケですよ」

「……否定できないな」

「あはは。本当はわたしがその助けになりたかったところですが。先を越されましたね」

　でも、言われてみればそうなのかもしれない。

　心は折れそうだったし、何もかもがつらく思えたけれど。

　それ以上に大切なことなんて──確かに、僕は初めから知っていた気がする。

「ですが」

　と、そこで言葉を切って、灯火は。

　静かに僕を見据えて、覚悟を問うように。

「──陽ひ星せさんにも同じことを要求できますか、せんぱい」

「……っ」

　咄とつ嗟さに、言葉に詰まった。

　陽星にそれを求めるということは、それはつまり。

「言えるんですか、さっきみたいなこと、陽星さんに。自分勝手で醜くて勝手な気持ちを突きつけて、それでも戻ってきてほしいって言えないなら……行っても意味ないですよ」

　言われて僕は目を閉じた。

　果たしてそれが僕にできるだろうか。

　──これまで罪悪感に圧おし潰されてきた僕には、きっとできなかっただろう。

　だけど。

　まなつに背を押され、小こ織おりに支えられ──灯とう火かに熱を貰もらった今の僕なら。

「できるさ」

　真正面から、彼女に答えた。

　本当は今も恐ろしい。何様のつもりで言っているんだと、いつだって誰かに責められている気がしていた。でも何かをするということは、その責任を取るということなのだ。

　なら、それを怖がっているわけにはいかない。

　自分のしたいことをする。それは、その責任を自分で負うためだ。

「じゃ、精いっぱいがんばってきてください。お姉ちゃんが応援してますよ」

　灯火はそう言って笑みを見せた。

　僕もまた肩を揺らして。

「お前がしてくれよ」

「もちろんわたしもしてますけど。……まだ気づいてないんですか？」

「え？」

「この世界が──この願いがいったい誰のものなのか。あ、言っておきますがわたしじゃないですからね？　せんぱい殺してお姉ちゃんがいる世界とか作りませんよ！」

「でも、……なら」

「伊い織おりくんせんぱいも大概、鈍感なトコありますよね。拗すねられても知りませんよ？」

　それを聞いて、僕は。

　僕は。

「……ははっ。そういうことだったのかよ、あいつ……っ」

　この星の涙の発動者。

　僕でも遠とお野のでも与よ那な城しろでもまなつでも小織でもきょーちゃんでも、灯火でもない。

　だけど──灯火の星の涙はまだ砕けていない。

　そして、元を糺ただせば彼女の星の涙は、姉から貰ったものだ。

　もしも星の涙の中に、持っていた人間の願いが宿るのだとしたら。

　彼女はもうどこにも存在しない。

　この世ゆ界めの中の彼女は──あくまで星の涙が創り出した幻ゆ想めに過ぎない。

　けれど。

　流りゆう希きがいて、僕がいない、綺き麗れいな世界。

　その再現自体は、あくまでも星の涙の演算だろう。そんなイフは決して実在しない。

　誰もそんなものを望んだりはしない。

　だから違う。この世界は初めから誰かの望みだったわけではなくて──ただ。




「わたしがいない世界でも、みんなが強くあれますように」




　彼女の妹は、姉の姿を借りて言った。

　まったくそれは、彼女らしい温かくて厳しい、どこまでも前向きな祈りで。

　それでこれを突きつける辺り、スパルタと言うのも烏お滸こがましいほどだけれど。

「ま、星の涙ですからね。お姉ちゃんが考えた方法ってわけじゃないでしょうけど」

「ちゃんと自力で立ち直れってわけか……本当、厳しいこと言うよ……」

　きょーちゃんは言っていた。

　──この状況を終わらせるための鍵は、初めから用意されているんだ。

　なるほどそれは、これ以上ない大ヒントだった。

　この世界は誰の望みでもなく、鍵を見つけて脱出することが、初めから前提として設計されているということ。そもそも振り払うために生み出された幻想だということなのだ。

　今いる現実を肯定することさえできれば、いつだって抜け出せる世界だったのだ。

　本当の鍵とは、今の世界じぶんを肯定する自分の意志こころだったということ。

「流希の、ことだからな……きっと、どんなスパルタでも、俺なら大丈夫だとか思ったんだろうな……まったく、星の涙が悪辣だってこと、わかってねえんだよ……」

　ああ。あいつはきっと疑ってもいない。

　彼女が愛した友人たちは、誰ひとりとして、彼女がいない現実には負けないのだと。

「だけど……対価はどうなるんだ？　あいつはもう──」

「そんなもの、お姉ちゃんが払ってるわけないじゃないですか」

「──は……？」

「いくら星の涙でも、この世にいない人間から対価を取ることはできませんから」

「────────」

「今回ばかりは、無償の奇跡ってわけですよ。最初で最後のチャンスです」

　あっけらかんと灯とう火かは言った。

　あいつは、本当に──そんなバカみたいな理屈で。

「そんな方法で……あいつ、星の涙に、勝ちやがったのか……！」

「ええ、本当に。こんなこと、お姉ちゃんにしかできなかった」

　すごい奴やつだ。本当に。

　心の底から誇りに思う。彼女と友人であれたことは、僕の人生で最高の幸せだった。

「いいでしょう？　自慢の、お姉ちゃんですっ！」

「……ああ。いいだろ……自慢の、親友だ……！」

　もはや自分が、どんな表情をしているのかもわからない。

　それでもよかった。ただ、この気持ちだけは、星にだって絶対に奪わせない。

　──もう、僕に星の涙なんて必要ない。

　願いには自分で手を伸ばせる。成功も失敗も全て、星の責任にする必要はないのだ。




　欲しいものがあるのなら、自分で言葉にして手を伸ばせ。





　　　　　※






　ノックの音が聞こえた瞬間、少女は震え上がって肩を抱いた。

　全てが怖い。人間が発するものは全てが。

　音も、気配も、目線も仕し種ぐさも言葉も全て。世界からなくなってほしかった。

　思い出してしまったことが、そもそもの失敗だった。

　思い出したくないこと全てに襲われて、世界の全てに怯おびえている。

　いやだ。いやだ。いやだいやだいやだいやだ──嫌だ。

　誰にも会いたくないし、誰の声も聞きたくない。誰かが助けてくれたりはしない。

　だというのに、

「いるか、久く高だか？　いや、陽ひ星せ。いるんだろ？」

「ぅ──あっ」

　よりにもよって、彼がここへやって来るなんてあまりにも酷ひどすぎる。

　ようやく見つけたひとりきりになれる場所。アパートの隅の誰も来ない、隠れ家アジト。

　呼吸が荒くなり喉が詰まった。息をする方法を忘れそうになる。

　誰にもわかりはしない。自分がどれほどつらかったのか。どれほど抗あらがって、どれほど前向きに笑顔を振ふり撒まきどれほど耐えても誰ひとりとして救ってはくれなかったのに──。

「なあ陽星。僕だ、冬ふゆ月つき伊い織おりだ。ここを──」

「──来ないでよっ!!」

　だから出てくるのは拒絶の言葉しかない。

　今は駄目だ。せっかく来てくれた彼に渡せるものを、今はそれしか持っていない。

　だから帰ってほしかった。

　話しかけないでほしい。わたしを見ないでほしい。

　いや、わたしに顔を見せないでほしい。

　何をしても傷つけることしかできないのだから、どうにかして見捨ててほしかった。

「来ないで……っ」

　それができないなら傷つけるしかないのだ。

　わかっている。彼が悪くないことも、悪いのは自分だということも、だけど。

「今さら来ても意味ないよっ。わたしのこと助けてくれなかったくせに……っ！」

　言いたくないのに。

　そんなことを思っているわけないのに。

　今の自分は、そうすることでしか自分を守れないから。

「帰って、帰ってよ……！　伊い織おりくんの顔なんて見たくないっ!!」

「……そうか」

「放っておいてひとりにしてっ！　わたしは……どこにも、行きたくないの!!」

　──ああ、言ってしまった。

　行ってしまう──。

　本当は縋すがりたい。泣きついて謝りたい。

　だけど、すでに自分がどうしようもないほど彼を傷つけたと知っているから。

　こうすることでしか、もうお互いを守れなかった。

　やがてドアの外からの物音がなくなる。鍵は部屋の中だから、隠し場所を知っていても入ってこられない。

　きっと、呆あきれて帰ってしまったのだろう。

「あ……っ」

　自分の中の醜い弱さが、自分で追い払った青年に縋ろうとしている。

　だけどそんなことはできない。していいはずがない。

　彼を傷つけたのは自分で、それがわかっていてなお再び、言葉の刃やいばを振るったのだ。

　でも、そうする以外にはなかった。

　いっしょにいても傷つけることしかできないなら、せめて離れているべきだ。

　──そう、思ったのに。




「よいしょっと」




　そんな軽い掛け声といっしょに、何か硬質な音が響く。

　いったいなんだ。彼は何をしているんだろう。

　疑問に思っても訊たずねることはできず、ただ部屋の隅で丸くなって、時間が過ぎ去るのを待つだけの彼女は──そのとき。

「窓の前にはいないな？　危ないからできればもっと離れとけよ」

「え、あ──は、何、が……」

「──おら」

　そのとき、がしゃんという猛烈な音が部屋の中へと飛び込んだ。

　ドアの逆側──部屋の窓が、何か固いもので突き破られたせいだった。

「ぅ、え……？」

　見ていることしかできない少女の目の前で、犯人である彼はさらに数度、立て続けに窓ガラスを殴打する。やがてガラスを完全に砕くと、手を伸ばして錠を外す。

　そしてそのまま、窓側から部屋の中へと入ってきた。

「よう、陽ひ星せ。悪いな、入ってくるなっていう意見はこっちの都合で却下した」

「な──何、を……勝手な」

「まあ勝手だがな。勝手口がないんだから仕方ない」

「────」

　絶望的につまらないことを彼は言った。

　本気なのか冗談なのかさっぱりわからない。

「第一、勝手って言うなら陽星も大概だろ。そういうわけで──悪いが今日で、氷点下は返上させてもらう」

　身を竦すくめる少女の前で。

　冬ふゆ月つき伊い織おりは、バールのようなものを肩に載せて、至極身勝手に言い切った。




「──喧けん嘩かしにきた。買えよ、陽星」





　　　　　３






　目の前で、親友だった少女が丸くなって身を固めている。

　僕がやっていることは、控えめに言っても軽く犯罪でしかなかったが、どうせ星の涙が創り出した世界だ。大本は流りゆう希きなのだし、ちょっとの時間は見逃してくれるだろう。

　なにせ、お天道様はもう沈んだ。悪事を見み咎とがめられる心配はない。

　今回だけは、天のお星様もこちらの味方だ。

「陽星」

　名前を呼んで、僕は陽星に一歩近づく。

　土足だが、あちこちにガラスの破片が散乱している。それも多めに見てもらおう。

「──ひ、ぁ……嫌ぁ……っ」

　陽ひ星せは怯おびえて肩を竦すくめた。

　尋常ではない様子だ。やはり彼女も、全てを思い出したのだろう。

「そう怯えるなよ。友達だろ？」

　僕は言う。その言葉で、陽星もようやく息をついて、

「お、怯えるなって……そんなっ、部屋の中に、武器持って……窓割って来てっ！」

「……………………」

　どうしよう、正論すぎて言い返す台詞せりふがひとつも浮かばない。

　これ見たら誰だって怯える。普通怯える。その通り。僕もだいぶどうかしている。

「オーケー、危ないからこれは置こう」

「な、なんなの、それ……!?」

「バール」

「そういうこと訊きいてるんじゃなくて……っ」

「こんなこともあろうかと買っておいた」

「だから……っ」

「ちなみに、ガラスの処理のために箒ほうきも買ってきた。掃除機は高かったんだ」
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「……………………」

　陽ひ星せはあり得ないものを見る目で僕を見ていた。無理もなさすぎる。

　ただ、僕はやると決めたら手は抜かない。

　まなつのときと同じだ。必要なものは初めから用意して、全力で結果を求める。

　箒ほうきを出して、僕は散らばったガラス片を片づけていく。

　陽星は部屋の隅で座ったまま、そんな様子を複雑な表情で見つめていた。

　あまりにも格好がつかない僕だったが、陽星に呆あきれられようがなんだろうが、少しでもこれで警戒が解けるならそれでいい。

　ガラス片を片づけて、改めて僕は陽星に言った。

「で、陽星。いつまでそうしてるつもりだ？」

「いつ、までって……」

「わかってるのか？　外はもう二〇一九年に追いついてる」

「外、って、何……が、」

「お前はこの部屋の中で三年間も膝を抱えて蹲うずくまってた、ってことだ」

「え……」

　自覚すらしていなかったとばかりに、陽星は目を丸くした。

　まあ、ここは小こ織おりの夢と同じ、言ってみれば精神的な世界だ。時間感覚が現実世界とは異なっているのだろう。普通ならとっくに餓死している。

　というか単に、僕が一度出たから時間が進んだだけかもしれない。

　それでも使えるものは使う。おそらく陽星は、そこまで仕組みに詳しくないから。

「もう充分だろ。さっさと出てこい」

「……嫌」

「どうして？」

「だって──だってわたしは伊い織おりを傷つけたっ！」

　僕が嫌だとも、世界が嫌だとも、このとき陽星は言わなかった。

　彼女が悔やんでいるのは、あくまでも僕を傷つけてしまったことなのだと。

「わかってるでしょ!?　わたしは……わたしは、伊織のこと勝手に忘れてたんだよ!?」

「…………」

「ここに来て、伊織のことわかるようになって……その間、ずっと伊織は、わたしを見て悲しそうな顔してたっ！　一回だって、昔みたいに笑ってくれなくなってたっ！　だからわたし、伊織のこと、元気づけて励まそうって、笑ってもらえるかな、って……でも！」

　全部、初めから見抜かれていた。

　初対面だったはずの僕を、ずっと勇気づけようとしてくれていた。

　それは、僕にも伝わっていた。

「わたしが伊い織おりにそうさせたんだよっ!?　わたしが……わたしのせいだった、なのに！」

　陽ひ星せの瞳から、滴が落ちる。

　彼女を写し取るような、綺き麗れいで透明な涙の粒が。

「なのに……今さら、どうやって……っ!!　こんなの、取り返しが、つかない……！」

「……ああ、そうだな」

　僕は、彼女の言葉を否定しない。

　だって間違っていないから。

「そうだよ。僕は陽星のせいで傷ついた」

「──ぅ、ぁ──」

「陽星に忘れられてつらかったし、陽星と話すたびに泣きたくなった。最初は自分が悪いと思ってたから耐えられたけど、本当は陽星が僕を忘れたんだ。だから、陽星が悪い」

「だ、から……そう、言って……」

　身が裂かれるような思いだった。

　本当は、今すぐに抱き締めて悪くないと言ってやりたい。

　それでも──そんな義務感と罪悪感に彩られただけの優しさは、偽物なんだ。

　僕らはお互いを気遣いすぎた。

　そんな関係は、どこまで行っても健全じゃない。それが間違いだったのだ。

「どうしてくれるんだ？　今さらお前が引き籠もったところで、僕が傷ついたことは何も変わらない。悪いが僕は、言いたいことが山ほどあるんだ。引き下がれないね」

「そん、な……じゃあ、わたし……どう、すればっ」

「だから何度も言ってるだろ。そこから出てきて外に戻ろうって、そう言ってるんだ」

「──っ、だから──そんなことしたって、傷つけるだけだって言って──！」

「だからそうしろって言ってるんだよ、僕は！」

　本音を言う。汚くても醜くても、思ったことは嘘うそではない。

　それを隠して気遣うことが悪いわけじゃないだろう。でもそれだけじゃダメなんだ。

「だから……何かあるなら、言い返してくれよ、陽星……」

「い、おり……」

「僕は言ったぞ。本音を言った。だから、次は陽星の番だろ。あるだろ、僕に、言いたいことなんていくらでも！　頼むから……それを、僕に聞かせてくれ」

　ああ、ダメだ。最後まで喧けん嘩か腰ごしで挑発しようとしていたのに。

　やはり僕は締まらない。だけどそれ以外に──言葉を重ねる以外には何もなくて。

「ごめんな、陽星」

「…………っ！」

　目尻が、わずかに濡ぬれてきていた。喉の奥が震えている。

　星の涙を捨てようと決めたせいだろう。胸をつく感情は消える気配もない。

「ごめん。あのとき、助けてあげられなくて……間に合わなくて、ごめん……！」

「──本当に……本当に、そうだよ……」

「……陽ひ星せ」

「本当にそうだよ、伊い織おりの、バカぁっ!!」

　ついに。

　陽星が──感情を爆発させて、隠していた気持ちを露あらわにした。

「わたし、助けてって……ずっと助けて、ほしかったのにっ！　だけど伊織に、迷惑、になるって……思って、言えなくて……っ!!　どうしていいか、わかんなかったからっ！」

「……うん」

「本当はずっと助けてほしかった！　ほかのことなんていいから伊織に助けてほしかったの！　それだったらわたし、きっと負けないで済んだんだ！　だから伊織のせいだ!!」

「ああ」

「がんばったねって言ってほしかったよ！　逃げてもいいって甘やかしてほしかった！　なのに助けてくれないから、わたしはひとりでがんばるしかなかったんだっ!!」

「ごめん」

「伊織が悪い、伊織が悪いんだ。わたしを助けてくれなかった、伊織のせいなんだっ!!」

「……そうだよ」

「う、ぁあ……あああ、うあぁあああああああっ!!」

　大声を上げ、唇を噛かみ締しめ、顔をぐちゃぐちゃにしながら蹲うずくまって陽星は泣く。

　僕はそっと陽星に近づき、その肩にゆっくりと手を置いた。

　陽星は逃げない。ただ魂を割くような慟どう哭こくが、部屋の空気を震わせる。

「ごめん。ごめんな、陽星。僕には、何もしてあげられなかった」

「ちがう、ちがう、の……そんなこと、ないの……っ！」

　泣きじゃくる少女を、僕はそっと抱き締めた。

　言葉はない。ただそんなことしかできない無力さを、今だって僕は味わっている。

「いおりは、ずっと……味方で、いて……くれたのにっ。わたしは、ずっと……じぶんのことしか、考えて……なくてっ！　ごめん、ごめんなさい、ごめんね……、いおりぃ」

「いいよ。いいんだって。聞けてよかった──本当に」

　涙を流しながら顔を上げる少女。

　それを見ながら、忘れかけた笑顔の作り方を、なんとか下手くそに再現する。

「いいんだ。陽星にまで無条件で許されたら、僕は本当にどうしようかと思った」

「え……」

「なんせ、どいつもこいつも優しくてさ。みんな僕に味方してくれる。だけど、許されるばっかじゃ立つ瀬ないし。うん、──陽ひ星せの言葉が聞けてよかった」

「う、ぁ……いお、り……っ」

「言ったろ？　言いたいことが……話したいことが山ほどあるんだ。これまでの時間分、たくさん溜たまってる。そういうのを、ひとつひとつ、僕は埋めていきたいんだ」

「これまでの……分を」

「そのために喧けん嘩かをしにきたんだ。──友達なら、まずはそれくらいやっとかないと」

　そうすることで、僕らは初めて友達に戻れるのだと思う。

　陽星もまた、ほんの少し驚いたような顔で。

「そっか……わたし、伊い織おりとケンカしたんだ……」

「あんまりなかったもんな、そんなこと。これからは定期的にしよう」

「定期的にって、……あははっ。もう、伊織ってほんと、昔とぜんぜん変わったね」

「性格がな、七転八倒したんだよ」

「何それ。……あはは、そういうところは、やっぱりあんまり変わってないや」

「……かもな。でもこれで、僕らは友達に戻れるだろ？」

「っ──でも、わたし……やっぱり」

　腕の中で、陽星は肩を震わせる。

　全てを思い出したのだ。痛みを忘れていただけの傷が、癒えているはずがない。

　外は怖いし、他者は恐ろしい。彼女にそう思わせるだけのものは、確かにあったのだ。

「大丈夫」

　それでも僕は言い切った。

　根拠はない。実績だってない──あるのは失敗したという事実だけだ。

　そんな僕に吐けた言葉では決してないけれど、それでも。

「次は必ず助ける。いや、もう次なんてない」

「……伊織」

「僕には、これでも心強い友達がたくさんいるんだ。陽星にも紹介するよ。それに与よ那な城しろだっている。あいつの信頼性たるや、ちょっとすごいぜ」

「うん。──うん、そうだね。玲れい夏かはわたしの、親友だから」

　僕らはひとりではない。ならずにいることならできるのだ。

　そう信じるに足るものを、この間違い続けた七年間で培ってきたから。

「ほら、そろそろ帰ろう。与那城が心配してる。見つけた報告をしないと殴られそうだ」

「……うん。そうだね、いっしょに帰ろう、伊織っ」

　そう言って、僕らは部屋の扉を開く。

　何が待つかわからない外は、いつだって恐ろしいものだけれど。

　それでも本当は、恐れる必要なんてないのだ。




　──だって僕らにはいつだって、空から見守ってくれる味方がいるのだから。






エピローグ『お天道様が見ているから』









「あ、ああ、いらっしゃい。えとあのそのっ、き、来てくれてありがと、伊い織おりくんっ！」

　わたわたと焦るような声が室内に響く。

　出迎えようとベッドから立ち上がりかけた彼女を制して、僕は静かに告げた。

「いいよ寝てて。まだ本調子じゃないのに、お見舞いに来た側が無理させられない」

「あっ、うん、そうだよね。なんかごめんね？　いやホント、いつも忙しいのにお見舞い来てくれて、あの、ありがとうね伊織くん？　あ、お茶淹いれる？　あとお菓子とか……」

「寝てろて」

「そうだよねごめんね端的な翻訳ありがとねわかりましたです……ふへひ」

　最近になってわかったのだが、彼女は僕がぞんざいに扱うことを喜ぶ傾向があった。

　あの、露店に立っていた【彼女】とは別人でありながら、けれど同一人物でもある──振る舞いも口調もぜんぜん似ていないのに、そのことをときおり、強く実感させられた。

「おはよう。今日の調子はどうだ、──小こ織おり？」

「あはは。うん、元気元気。生はい原ばらさんはぜんぜん元気だよ、伊織くん。ほらっ」

　むん、と力を込めてみせたらしい右腕には、力こぶに相当するものは見受けられない。

　だけど元気なのは間違いないようだ。少なくとも、数年を寝たきりで過ごしていた人間だとはとても思えない。この分なら、そう遠くないうちに退院できることだろう。

「うふふっ」

　と、楽しそうに彼女──生はい原ばら小こ織おりは笑みを作る。

　ずいぶんと血色もよく見える。元より別に不健康だったわけではないけれど、無機質な病室にはとても似合わないほどで安心した。

　いっそ、露店にいた彼女のほうがまだ、ミステリアスさに伴う透明度を持っていた。

「にしても私、嬉うれしいよ。実感はないけど、すごく長い入院だったのに、まだお見舞いに来てくれる友達がいるんだもんね。恵まれてる、恵まれてるー」

「喜んでくれてるなら何よりだよ」

「もちろんだよ。伊い織おりくんってば義理堅いんだねえ。聞いたんだから、私。倒れてるとこ見つけてくれたの、伊織くんだったんでしょ？　それからずっと心配してくれてるって」

「……友達だからな」

「お、おう。友達だもんね、えっへへ。……ごめんね、あんまり思い出せてなくて」

　当然ながら、星の涙によって生み出された《小織》の記憶は、目の前ではにかんでいる、眠っていた小織にはフィードバックされていない。彼女はただ眠り続けていただけだ。

　どころか、その間の夢の記憶も──僕と過ごしたかつての記憶も曖昧らしい。

　星の涙が持って行った──というよりも、これは。

　きっと、あちらの小織が持って行ったものなのだろうと僕は解釈している。

　なぜならば。

「ね、伊織くん。あのさ」

「うん」

「いやー、あのほら。別に、無理にとは言わないんだけど。もちろん、その、伊織くんは高校生なわけだし、いろいろ忙しい合間を縫って来てくれてて、私的にはそれだけでも、も、じゅーっぶん感謝なんですけど。ホントホント、束縛するタイプじゃないし私」

「長い」

「あうー……」

「くどい」

「えとぉ……」

「本題」

「……退院してからも、私と会って……くれる？」

　窺うかがうように向けられる、上目遣いの視線に苦笑する。

　彼女はきっと、もう大丈夫だ。

　なんの問題もなく世い界まを生きていける。僕はそんなふうに確信していた。

　だって、こんなにも嬉うれしいことを、彼女は自分の口から僕に言ってくれるのだから。

「当たり前だろ。避けられたって会いに来るさ」

「うへへ……。伊い織おりくん、ふへ……それちょっとキモ」

「そうかじゃあ今日は帰るな」

「あごめんなさいホントは嬉しいですっていうか私あの束縛される側は意外とオーケーなトコあってだから伊織くんがそういうの好きならうん私的にはぜんぜんウェルカムで、」

「何言ってんの？」

「あわわわわわ……」

　とまあ、そんな一風変わったキャラクターの友人を、いつかみんなに紹介しよう。
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　病院を出た僕は、ひとり駅前の方向へ向かって道を歩いている。

　──あれから一週間が経たった、七月十四日の日曜、昼下がりのことだった。

　院内では切っていたスマホの電源を入れると、小こ織おりを見舞っている間に、一件の連絡が来ているのがわかった。アプリの通知欄に示された名前は、与よ那な城しろ玲れい夏か。

　なんだか少し、感慨深い。

　ほんの少し前までは、彼女とこんな風に、気軽にやり取りする日が再び来るだなんて、僕は想像していなかったのだ。

『準備オーケー』

　そんな文字列に小さく苦笑し、僕は与那城へコールをかける。

「もしもし。与那城か？」

『……何？　今、ヒマなんだけど』

「いや、どういう返答？　忙しくないならいいだろ……」

『ヒマな時間だろうと冬ふゆ月つきに割くつもりはあんまりないって意味』

「……手厳しいのは変わらんな、お前」

『当たり前でしょ、ばか』

　だけどまあ、そんな対応が心地いいのだから、僕もいよいよ末期な気はする。

　この世でひとり──せめて与那城くらいはこうでいてくれないと。

『ま、とにかくこっちは平気。時間には間に合うように送るから』

　与那城は言う。電話越しに僕は頷うなずき、それから。

「ありがとな」

『あんたに礼を言われる筋合いはない』

「へいへい。つーか、本当にお前は来ないのか？　ヒマなんだろ」

『何度も誘わなくていい。言ったでしょ？　別に私は知り合いとかじゃないんだから』

「ま、……そうだな。わかった、それは別の機会にしよう」

『冬ふゆ月つきに誘われてどっかに行く日が来るとは、あたし思ってないけどね』

「…………」

『だって。どうせ誘わないし、あんた』

「は……今に見てろ。いずれお前が驚くところに誘ってやる」

『どういう脅しだっつの。……ほんと、ばかだな』

　くだらないやり取りに肩の力が抜けていく。

　貴重な時間だ。最後まで、ただの一度だって芯を曲げず、僕に対する態度を変えないでいてくれたこと──そのありがたさに、僕はいつだって救われてきた。

『もう切るよ』

　つまらなそうに与よ那な城しろは言う。

　あまり時間を奪うのも、あとで何を言われるか。ああ、と答えた僕の耳に、最後。

『──いい一日をね』

　それだけを、まるで不意打ちみたいに残して与那城は通話を切っていた。

「ったく……与那城の奴やつ」

　僕は苦笑をこらえきれない。

　そのあざとさは、ちょっと反則ってものだろう。
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「つぁー、美う味まかったあ！」

　対面の席に座る少女は、今は猫を脱ぎ捨てている。

　仕事上がりにビールを飲んだ僕の父親と、雰囲気がもう大差ない。

「あ、何その目？　まったく、伊い織おりのくせに生意気なんですけど」

　パスタとデザートを驚きの速度で完食した彼女──天あまヶが瀬せまなつは腕を組んで僕を睨にらむ。

「……年下に生意気とか言われる辺り、僕って大概、威厳がないよな……」

「え、あると思ってたの？」

「…………」

「あっははっ！　ごめんごめん、拗すねないの。いい店だったでしょ」

「……それは確かに」

　今、僕らがいるのは流ながれ宮みやの駅前に位置するイタリアンの料理店だった。

　これからモデルの仕事があるという彼女と待ち合わせ、昼をいっしょにしたのだ。

「ところで、雑誌モデルが仕事前に、たらふくメシ食っていいもんなのか？」

　モデルの仕事には詳しくないが、ふと気になって僕は問う。

　シックな店内。地下に位置するため少し薄暗く、それが雰囲気を生んでいる。

　値段もお高めだった。それこそ成人した恋人同士が、夜中にワインなんかを嗜たしなむために来るような店という雰囲気だ。無論、僕ではなくまなつのセレクトだ。

「いや何言ってんの。仕事前に絶食しろとか、どんなブラックジョブだって話」

　間抜けな質問だったのか、まなつは呆あきれたように鼻を鳴らす。

「ああ。まあ、そういう言い方をすれば確かに……そういうもんなんだな」

「まあ今日そもそも撮影じゃないけど」

「ああそう……」

「てか、せっかく伊い織おりとふたりでご飯来てるのに、ほかのことなんて気にしませーん」

　そう言われると、またいろいろむず痒がゆくなってくるものだ。

　このところ、まなつは僕をほぼ完全に制御下へ置きつつあるというか、隠すことのない好意をいっそ武器として振るっているため、勝ち目がぜんぜんないというか……。

　食後のコーヒーを口に運びつつ、僕はまなつへと視線を向ける。

　それに気づいたまなつは、軽く眉を上げると、少し悪戯いたずらっぽい笑みを見せながら。

「対面から見るレア構図のまなつちゃんの感想、聞いてあげてもいいけど、言いたい？」

「……それレアか？」

「うっわ零点。もうちょっと甲か斐いのあるコト言えないワケ？」

　答えに窮して口元が窄すぼむ。

　……実際、こうして特等席でまなつを見ていられるのはちょっとした役得だ。

　ただそれを言葉にするのが気恥ずかしかっただけで。

「……ふふ」

　けれど。そんな心境さえ、まなつには見透かされてしまったらしく。

「何笑ってんだよ」

「えー、べっつにー？　顔が面白いと思っただけですー」

「……正面からのレアな構図で楽しんでくれや」

「あっはははっ！」

　今日も彼女は絶好調だ。

　僕も思わず、釣られて笑ってしまうほど。

　そんな僕を見てまなつは言う。

「……笑ってる」

「ん？」

「や。最近ときどき、ちゃんと笑顔見せてくれるようになったな、って」

「そうか？　まあ……氷点下は返上したからな」

「まだちょっと固いけどねー。星の涙の後遺症も深刻だ」

「…………」

　──僕が持っていた星の涙は、あの世界から目覚めたときにはもうなくなっていた。

　砕け散って溶けたみたいに、どこを探しても見当たらない。

　願いの破棄を受けて、自動的に消えたのだろう。あのふざけた石らしい。

　それをこの目で確認できなかったことに、なんかこう次回作乞うご期待的な、ホラー風お約束展開感（コズミック風味）を覚えなくもなかったが……。

　それでも、しばらくは考えなくていいだろう。

「後遺症って……嫌な表現するなよ」

「じゃあ単に性格の問題か。一度捻ねじ曲まがると直んないよねー」

「……否定しづらいけど言い方がなあ」

　まなつには、僕の感情が星の涙に捧ささげられていたことを──誰かに対して、恋心を抱くことができなかったことは伝えてある。

　それで返された言葉が『ならリハビリしないとね』だったことは、実を言ったら、ここ最近で、いちばんの驚きだった。彼女のこの強さは、ちょっと真ま似ねできない。

「そろそろ時間？」

　まなつに言われて、僕は頷うなずく。

　彼女と同じで、僕にもこれから予定があった。

　待ち合わせ場所はすぐそこだから、もうちょっと余裕はあるけれど。

「いいよ、行ってて。ここは払っとくから。私はもう少しゆっくりしてられるし」

「いや、ちゃんと払うよ。別にお前に奢おごってもらう理由──」

「ああもう、わかってないなホント。そういうときは、『次は奢るからまた行こう』って言うべきでしょ？　口実作らせてあげてんだから、そういうのちゃんと気づかなきゃ」

　言って、それからまなつは歯を見せて快活に笑った。

「……オーケー。また連絡するよ」

　降参だ、と諸もろ手てを挙げる。

　まなつもひらひらと手を振って。

「灯とう火かには、抜け駆けすんなよって言っといて」

「……僕の口からですか？」
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　店を出て待ち合わせ場所へ向かった僕は、その道中で予想外の人物に捕まえられた。

「はー。なるほどおにーさんたら、だいぼうけんだったのですねー」

「……まだ何も言ってないのに開口一番でどうしたんですか、こころさん？」

　この子、もしや全て知ってるの？　とか思いたくなる意味深セリフ。

　でも断言するけど、絶対この子は適当言ってるだけだからね。

「しばらくぶりなのでそういうことかとー」

「……なるほどね？　そっか、わかんないけど。……そこそこ頻繁に会ってないっけ？」

「いえーい」

「聞いちゃいねえぞと。了解ですー」

　ぽふっと突撃してくる少女──三み輪わこころを両手で受け止める。

　正直あんまり、街中で抱き着いてこないでほしいんだけど……お天道様が見てっから。

「でもまあ、今回は出番がないのかと思ってたから、むしろ安心したよ」

「なに言ってん？」

「わかんない……適当なこと言いました、すみません」

　実際、大冒険ではあった。

　その上で、むしろ大変なのはこれからだと思うと苦笑も浮かぶ。

　なにせやることは多い。考えたくても考えられない日々が続くと言っていい。

　失ったものはたくさんあって、それらが返ってくることはない。この世には都合のいい奇跡などなく、どう繕ったところで、受けた傷が簡単に癒えたりはしない。

　それでも。

　今、こうして自分の足で、前に向かって進んでいることを──あるいは僕らは、奇跡と呼んでもいいのかもしれない。そんなことを、ふと思う。

　課題は山積みだ。負債はまだまだ多くあって、返済の目途は立っていない。もしこれがハッピーエンドでも、それは決して、何もかもを解決したおしまいを意味しないのだ。

　所詮、僕らの手が届く範囲には限界があるし、掴つかめるものはほんのわずか。

　得たものがあるとするなら、せいぜい──ちょっとふてぶてしくなったくらいだろう。

「で？　こころはこんなところで何をしてんの？」

　そんなことを考えながら、僕は年下の友人にそう訊たずねる。

「今日はきょーちゃんとあそびにきました」

「……………………なるほどね？」

「？」

「いや、なんでもない。ところで、そのきょーちゃんっていうのは？」

「おにーさんはきょーちゃんのしんせきなのですか？」

「違うけど」

「わたしもです」

「……。ならなんで訊きいたの？」

「おにーさんが、しんせきですと、言うと思ったので……」

「……？」

　どういうことなのかを理解するのに、十秒くらいかかった。

　相変わらずこころ語は難解だ。

「あ、ああ。わかった！　つまりこころはきょーちゃんの親戚なのね。で、僕も親戚ですって答えると思ってたから『わたしもです』って言ったと。……わかりづらっ！」

「はやとりちです」

「早とちりね」

「そう言いましたが……」

「言えてなかったんだよなあ……」

　ともあれ、なるほど。

　そういえばそんな謎も──謎と呼ぶべきかはともかく、残っていたか。

「しんせきではないのに、きょーちゃんを知っているのですか……？」

　こころが不思議そうに首を傾かしげて言う。

「知ってるなら親戚だろうという思考のほうが僕には難しいんだけど……どうかなあ」

「ちなみに、これがきょーちゃんの写真です」

　そんなことを言うと、こころがスマホを取り出してロック画面を見せてくる。

「……花、だね。花の画像だ。たぶん初期から入ってるヤツ」

「買ってもらったばかりなのです。むふん」

「よかったね」

「これが……うれしいという、かんじょう……」

「ロボットかな？」

「あ、きょーちゃん出しわすれてました」

「気づいたね」

「きもちがサキュバスりすぎました」

「その言い間違い方、できれば二度としないでほしいとお兄さんは強く思う」

「これです」

「聞いてないもの……」

　いつも以上に話を聞いてくれないこころ。

　というか、単に買ってもらったスマホを見せびらかしたいだけっぽい。

　──そういうところは子どもっぽいなと思いながら、再び画面を覗のぞき込こむ。と、

「…………なるほどね」

　そこにいたのは、少なくともあの並行世界で会ったのとは完全な別人だった。

　やはりあの自称きょーちゃんはきょーちゃんではなかったということだ。

　こちらのきょーちゃんからは、確かに昔の面影を感じる。ただ、それとは別にどこかで最近、見かけた覚えがあるのだが……気のせいだろうか、いまいち思い出せなかった。

　道端ですれ違いでもしたのだろうか。

「それでは、おにーさん。わたしはお出かけに行ってきます」

「あ、そうなんだ。行ってらっしゃい」

「おにーさんもおでかけです？」

「うん。ちょっと呼び出されててね──幼おさな馴な染じみと、幼馴染みの妹に」

「やきそばパンですね？」

「パシリじゃないよ。──久し振りに、幼馴染みに会いに行くんだ」

　わかりづらい台詞せりふだろう。幼馴染みと、幼馴染みの妹で、幼馴染みに会いに行く。

　まあ、詳しく説明する必要まではないだろう。行き先が墓参りだなんて、わざわざ説明することでもない。

　お盆にはまだまだ早い時期だ。それでもお礼くらいは言っておきたい。

「では、おにーさん。またね～」

「っはは……ん、またね」

　なんだか最後にかわいいこと言って去っていくこころを、手を振って見送る。

　世界は今日も平和だった。

「それにしても……おにーさん、か……、いやいや」

　小さく首を振る。

　あの世界で会ったきょーちゃんもずっと、僕を『おにーさん』と呼んでいたなあとか、そんな伏線には今日くらい、気づかなかった振りを貫きたいところ。うん。──ムリ。

「……未来のこころ、美人に育ってたなあ……」

　なぜきょーちゃんを名乗ったのかはわからないが、一度気づくともう明らかだ。

　ていうか、だとすればこの先、僕はまた星の涙関係の事件に巻き込まれるのか──と、あまりにも不穏すぎる想像が浮かんできてしまう。なんだか口元が引ひき攣つってきた。

「でも、まあ……先のことなんてわからなくて当然だしな」

　だから、そんなことは考えない。

　未来よりもまずは今。今日はきっと、いい日になるはずだと信じている。

　そう考えると、なぜか自然と笑みが零こぼれた。

　それと同時、こちらに向かって大きく手を振る、ふたりの少女の姿が見えた。




「おーい、伊い織おりくーんっ!!」

「伊織くんせんぱーいっ!!」




　空の光へ手を伸ばす。陽光は呆あきれるほどに元気で眩まぶしく、季節はもうすぐ夏の盛り。

　──心の裡うちに、灯ともし火びのようにわずかな熱が生まれるのを自覚した。

　その熱が消えてしまわないよう、太陽と星の下、歩く速度を少しだけ速める。

　幼おさな馴な染じみの少女と、それとは違うもうひとりの幼馴染みの妹。

　何かが少し違っていれば、僕らはきっと、もっとずっと早くから、こうして笑い合えていたのだろう。ただその代わり、今日の日のこの笑顔は、たぶん見られなかったと思う。

　失敗は肯定できないし、取り返しのつかない過ちならいくつもあった。これでよかったと流せるほどに、僕らが受けた傷は浅くない。そのことは認めなければならないだろう。

　だけど、それでも、その上で。

　今を生きていく僕らは、今日という日を肯定できる。

　先のことなんてわからなくて当然だし、過去に手が届かないなんて自明のこと。ならば目を向ける先は、いつだって今であるべきだった。

　そのことさえ忘れなければ、きっと地上を見る星だって、もう涙なんて流さない。




　僕らがただ、今日という日を──自分の足で進む限り。
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あとがこ？









　というわけで前巻より一年以上の間を空けて、ご無沙汰しておりました。涼すず暮くれ皐こうです。

　こうして無事『今はまだ「幼馴染の妹」ですけど。』の４巻を皆様にお届けすることができて、作者として非常に嬉うれしく思っております。

　これはひとえに、３巻が発売してからの長い期間、ずっと『おさいも』を応援し続けてくださっていた読者の皆様のお陰です。本当に、本当にありがとうございました。

　多くの皆様のご助力あってお届けできる奇跡の巻です。本当ならとても出せなかった。

　ほとんど打ち切り同然だった本作品が、こうして戻ってこられたことを喜びつつ、また応援してくださった皆様が、心から楽しめる作品であることを願いながら──。

『おさいも』４巻発売だぜイエー。

　内容と致しましては、当初に構想していた主人公・冬ふゆ月つき伊い織おりの《これまで》の七年間に纏まつわる物語をおおむね回収しきるに至る、ひとつの決着を描いたものとなっております。

　いわば解決編であり解答編。

　失ったものは多く、過去は決して取り返せず──それでも伊織が、前を向いて歩こうと決意するに至るまでの道のりをお届けさせていただきました。

　それは同時に、ほかの誰かの物語でもあったのだろうと思いますが……さておき。

　伊織たちには《これまで》に続く《これから》がありますが、ここでひとまず大団円とさせていただければと思います。ハッピーエンド！　だったでしょう!!

　──いつかどこかで、様々な事情に許されて、あるいは伊織たちの《これから》を描く奇跡が起こり得るのかもしれませんが。

　それはそれこそ、今はまだ、星のみぞが知るお話です。




　ここからは謝辞です。

　普段、私の目から直接は見えない場所でお世話になっている関係者の皆様、イラストをご担当してくださったあやみ先生、コミカライズをご担当してくださったかぜぱな先生、そして４巻から携わってくださった新担当さんと、何より最後まで本作のために奔走してくださった元担当氏に──この場を借りて、お礼を言わせていただければと思います。

　ありがとうございました。

　あ、コミカライズ２巻も発売となりますので、４巻と合わせてお楽しみくださいませ。

　またいずれ会える日を楽しみに、これからもがんばって書いてきます。







　……残りはちょっと与太話。

　イフ『おさいも』続編では満を持して不思議系幼女こころちゃんといっしょに、今では離れ離れになってしまった《きょーちゃん》を探す旅に出かけるぜ！　……本当か？

　まあ本当ではないかもしれませんが、伊い織おりたちならきっと、何が起きてもなんとかなることでしょう。そう信頼してもらえるくらいには、伊織もがんばっていたと思います。

　お疲れ様。

　──というわけで、またいずれどこかで会えますように。





二〇二一年長月　涼すず暮くれ皐こう







電子書籍特典　書き下ろし短編

『ここは懺悔室ではないのだから』





「──なんだ。今日は珍しく機嫌がよさそうな顔だな」

　などと不躾な声を聞いては、たとえ本当に機嫌がよくても一瞬で渋面に早変わりだ。昼下がりの喫茶店に、その軽薄な声はいかにも不釣り合いなのだから。

　ましてその声の主が、許可も求めず対面に腰を下ろしたとなればなおさらだ。

　強く正面を睨みつけるあたしを意にも介さず、その男──遠野駆は持っていたトレイをごく当たり前みたいにテーブルに置いた。あたしがひとりで使っているテーブルにだ。

　四人掛けのテーブル席。そこをあたしがひとりで使っていることからもわかる通りに、店内の客足はまばらで、空いている席はそこら中にある。なぜわざわざここに来るのか。

　──という意図は視線に充分に込めたつもりだから、遠野だってわかっているはず。

　なのに、

「なんだ飲み物だけか？　ここのパウンドケーキは結構イケるぜ。今度試してみろよ」

　自分だって持っていたトレイにはコーヒーしか載せていないくせに、当たり前みたいに居座ってそんなことを言い出すのだから始末に負えない。

　もちろんこれは、遠野なりのやり方なのだ。

　ここで下手に突っ込んだら、それこそこの男のペースに持っていかれる。

　だから黙って睨むだけだったあたしを、まるで気にした様子もなく、遠野は普通に参考書を広げ始めてしまう。黙っていても同じことなら、せめて何か言ってやればよかった。

「はあ」

　と小さく溜め息をついて、あたしは手に持っていたペンをテーブルに置く。

　ことり、という音がことのほか大きく響いた気がした。それはあたしの思い込みにしか過ぎなくて、本当は誰も気にしていないかもしれないけれど。

　それでも遠野は、あたしに目を向けて薄く笑った。

「休憩か？」

「……別に。もともと大して集中できてなかったし」

「はは。そりゃいかにもお前らしい言いようだ」

「は？　……どこが」

「俺が来たから集中できなくなったわけじゃないって意味だろ？」

「勝手に都合よく捉えないで」

　普通なら、あんたのせいでますます集中できなくなったって思うはず。

　それをいちいち言う気にはなれなかっただけだ。

　これで相手が伊織なら、普通に怒鳴りつけてやるところだけど。

　遠野が厄介なのは、こちらにそんな気さえなくさせてしまう態度にあると思う。

「……勉強？」

　あたしはそんな風に問いを投げていた。

　気になったわけじゃない。だいたい居座るなり数学の参考書を広げ出した相手にして、意味のある質問でもなかったと思う。

　見ればわかることをわざわざ訊いたあたしを、いったいどう捉えたのやら。

「もう二年の夏だぜ？　本格的に受験に備えるのに、早すぎるってことはないだろ」

　薄く笑みを浮かべた遠野は、取り出したばかりのペンを、わざわざあたしと同じようにテーブルに置くと、至極どうでもいい真っ当な意見を口にした。

　……そういうところが気に喰わないのに、噛みつく気にもなれやしない。

「あんた、がり勉だもんね」

「最近聞かんな、その表現も。真面目で成績がいいって普通に褒められないかね」

「褒めるつもりなら褒めるように言ってる」

「そりゃ道理だな。ま、真面目さならお前だっていっしょだろ。席くらい分けてくれ」

　今さら断れなくなってから、ようやくそれを言い出すのだから本当にいい性格だ。

　それとも、これはあたしが弱いのか。

　あたしとこいつは、これといって仲がいいわけじゃない。学校が同じになったのは高校生からで、顔を知っているのはたまたま同じ進学塾に通っていたから。

「…………」

　遠野駆は塾内でいちばんの成績だった。

　あたしもそれなりに上位を取っていたけど、テストの総合順位で遠野を上回ったことは一度もない。塾では普通に成績が公開されていたから、自然と存在は認識していた。

　それは別に、ライバル意識とか大層なものではなかった。

　ああやっぱり本当に頭のいい人っているんだな、程度の無関心に近い感心だ。

　あたしでは逆立ちしても遠野の成績には追いつけなかったし、ただなんとなく、遠野のような人間が将来はいい大学に入って、ゆくゆくは大きな仕事に就くんだろう──とか。

　そんなようなことを、漠然と思っていたくらい。

　というか、それがあたしの持つ《勉強ができる人》のステレオタイプなイメージだったってことなのだろう。

　そんな遠野と、少しだけ親しくなったのは──確かどこかの休みの特別講義。

　早めに塾へ行っていたあたしに、続くように教室に入ってきた遠野が、そのとき──。




『──あれ、与那城さんじゃん。どうしたの、今日は珍しく機嫌がよさそうだけど』




　ああ、そうだ。そうだった。

　どうして今になって、そんなことを急に思い出したのか。

　その理由は、これだったんだ。

「…………」

　今にして思えば、またずいぶんと失礼なファーストコンタクトだったと思う。

　あのとき、あたしはいったいなんて答えたんだったっけ。

　強く覚えているのは、遠野駆という男が、あたしの想像とはまったく違う軟派な性格をしていたという驚きだけど──、

「役に立ったか？」

「……、え？」

　ふと遠野が零した言葉を、あたしは一度では聞き取れなかった。

　間抜けな顔して訊き返したあたしに、遠野は一瞬だけ目を細めてから、再び。

「だから、役には立ったのかって訊いたんだけど？」

「役に……なんの話？」

「俺がお前に渡したモンの話」

「────」

　あの石のことを言っているのだと、ようやく回路が繋がる。

　ただ、問いの意味はいまいち読めなかった。返却を先延ばしにしたことを皮肉っているわけでもないと思うけど。

「……別に。そもそも一度も使ってないし。そういう意味では役立たずだけど」

　結果としてそう答えたあたしに、遠野はなぜか愉快そうに肩を揺らして。

「そうか。っ──はは、お前ならそうだよな。こればっかりは俺もいい選択をしたよ」

「何言ってんの？」

「別に？」

「────」

「……いや冗談だよ、そんな睨むな。ちょっとした意趣返しだろ……」

「馬鹿にしてんの？」

「してねっつの。やめろって。お前、普通に怖えんだよ、目が」

　その言われようには結構普通に傷つくのだが、そんなことを表に出す気もない。よっておそらくは、さらに眼光鋭くなっただろうあたしに、遠野は降参とばかりに肩を竦めて。

「お前ってさ、親と仲いいだろ」

「──はあ……？」

　いきなり飛んだ話題に、思わず面食らう。

　遠野はときどき、たぶん意図的に要領の得ない話をする。これもそのひとつだろう。

　あたしは思わず目を細めて、それでも遠野は気にした風もなく言葉を続けた。

「うちは家が厳しくてな。小さい頃からとにかく勉強しろって感じだった」

「…………」

「いい中学に入って、いい高校に行って、いい大学を出ていい企業でいい金稼げ。それがいちばんいい人生だってな。ま、別に間違っちゃいねえのかもしれねえけど」

「……似合ってないよ」

　あたしの感想は言わなくてもいい程度のものだったけれど、遠野は愉快そうに笑った。

「同感だ。でも、それが親の期待ってヤツなら、応えてやるのはいい子どもだろ？」

「……それは──」

「ああ、待て待て。別に家庭環境を愚痴ろうってわけじゃない。俺は目下のところ上手いことやらせてもらってるよ。お陰様ってヤツでな。だけど」

　そこでひと息。

　遠野は言葉を切って、それから。

「残念なことに俺は、見事に裏切って落ち零れちまったんだ。受験に失敗したんだよ」

「…………」

「ああ、高校じゃないぜ。中学受験したんだ、俺。で、第一志望に落っこちた」

　直接聞いたことはなかったけれど、中学受験をしていることはさすがに知っていた。

　遠野が通っていた中学は、中高一貫の名門校だったからだ。少なくともごく普通の公立校に通っていたあたしにとっては、それこそ雲の上のような偏差値だったはず。

　それが、遠野に曰く《失敗》の結果だというなら、あたしからすれば贅沢な話だけど。

「自分で言うが、成績だけなら足りてたんだがな。まあいろいろあって落っこちて、そのことに俺は自分で驚いちまった。俺がいちばんびっくりしてたぜ」

「びっくり、って……」

「そうなるだろうと思って、そうしようとしてきたことに失敗したのは初めてだったんだよ。そうならないってことを俺は想像さえしてなかったんだ」

「…………」

「だからわからなくなったんだ。そうならなかったなら、じゃあそうするためにしてきた俺の行為は、いったいなんだったんだ、言い訳できなくなるんじゃないのか、って。俺が目を背けた分のものに──それに足るだけの成果を出せなかったのは許されることか？」

　遠野の言葉は遠回しで、けれどだいたい何が言いたいのかは予想できた。

　小学生の頃、遠野が陽星や伊織たちと仲がよかったという話はあたしも聞いている。

　けれど、それ以降の交流についてはあたしは聞いたことがなかった。

　なら、──これはきっとそういう話なのだろう。

「……あたし、あんたとは同じ高校にならないんだろうと、ちょっと思ってた」

「ん？　なんだそりゃ、酷いな。塾の中じゃ、割と話したほうだったろ」

「でも遠野、あたしよりずっと成績よかったし。もっと上の高校に行くと思ってたから」

「流宮だってかなりいい高校だけどな」

　それはその通りで、県内では流宮は名の通った高校だ。受かったと聞いて、喜ばれないということは考えにくい程度には。

　世の中、上には上があるし、遠野はその上に行く奴だと勝手に思っていたという話。

「……なんで流宮、受けたの？」

　ふとそう訊ねたあたしに、遠野は薄く笑って。

「与那城……お前が行くって聞いたから、って言ったらどうだ？」

「通報する」

「そこまでのこと言ってねえだろ。俺のほうが傷つくわ……冗談だよ」

「……なら？」

「……お前から行くって聞いたから、かな」

「────」

　ほんの少しだけ変えられた言葉のニュアンスを、あえて考えることはしなかった。

　小さく息をつく。そもそも、何をこんな風に話に付き合っているのやら。

　あたしは別に善意のシスターではない。懺悔なら教会にでも言ってやってくれればいいだけで、そんなものに都合よく使われてやるほどの義理は、遠野に対して持っていない。

　だからあたしは、ペンを再び手に取って、遠野から視線を切って参考書に向かった。

　正面から、遠野がうっすらと肩を竦める気配がする。

　──それから。




「その問題、解き方のヒント教えてやろうか？」

「……あんたのそういうところ、あたし一生好きになれない」


















今はまだ「幼馴染の妹」ですけど。４




四度目の流れ星の日が来るからね
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